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メッセージ表示： 174 ページ 
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知りたいことの探し方 


取扱説明書詳細操作編では、知りたいことを];!下のページから探すことびでさます。 

参照ページをク U ックすると、該当ページへ移動するので、知りたいことを素早く探せます。 


「目次」か5探す 

P 3 〜 


やりたいことか5探す -目的別かんたん目次- 

P 8 〜 



キーワードか5探す 一さくいん- 

P 190 〜 


カメラに表示されたメツセージか5探ず- メッセ-ジ表示- 

P 174 〜 


「Q & A 故障かな？と思った!5」か5探す 

P 176 〜 



■ 本書の見方 



• 本文中やさくいんの参照ページをクリックすると、該当ページへ移動します。 

• Adobe Reader の画面上にある検索入力欄にキーワードを入力すると、入力したワードを検索し、該当 
ページへ移動します。 

• お使いの Adobe Reader のパ'-ジョンによっては、操作方法などび異なる場合びあります。 
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目次（続き) 
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ビエラ U ンク （ HDMI ) を使ラ .] 已4 
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その他 • Q&A 
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「取扱説明書詳細操作編」は、下記ヴポートヴィトでをご覧いただけます。 
http :// panasonic . jp / support / dsc / 
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目的別かんたん目次 


■ 撮影に ごいて 

• カメラにおまかせで 

巧 S インテ IJ ジェントオート 

一 P 39 

シーンに最適の撮影をしたい 

SCN シーン 

一 P 98 

•簡単に調整して撮りたい 

インテ U ジェントオートプラス 

一 P 42 

• 明るさを好みに合わせて写真を撮りたい 

露出補正 

一 P 73 

• 簡単に適正露出に合わせて写真をとりたい 

ワンプッシュ AE 

一 P 94 

• 撮りたいらのにピントを合わせたい 

E 奇才ートフオーカス 
公巳 tAF/AE □ック 

一 P 79 
一 P 86 


タッチシャッター 

一 P 3 巨 

• タッチパネルで撮りたい 

タッチ AF 
ボケはコント□ール 

一 P 79 
一 P 43 


タッチズーム 

一 P 巨8 

• 手動でピントを合わせて撮りたい 

マニュアルフオーカス 

一 P 83 

• 決定的瞬間を逃さず撮りたい 

Oil 連写 

一 P 74 

•背景をぼかして撮りたい 
• 背景までピントを合わせて撮りたい 

A 絞り優先 AE 

一 P 9 巨 

• 動きを止めた写真が撮りたい 
•動さのある写真び撮りたい 

S シャッター優先 AE 

一 P 9 巨 

•絞り値とシャッタースピードを 
自分でミ夫めて撮りたい 
• 長時間露出で撮りたい(バルブ撮影） 

M マニュアル露出 

一 P 9 巨 

• 暗いところできれいに撮りたい 

ISO ISO 感度 

一 P 91 

• 自然な色合いにして撮りたい 

WB ホワイトバランス 

一 P 87 

• いろいろな画像効果で撮りたい 

@ク|」王イティブ]ント□-ル 

一 P 103 

• イメージに合わせて画質を変えたい 

ミ'> フオトスタイル 

一 P 1 13 


次のページに続く@ 
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目的別かんたん目次 （続き) 


■ 撮影について(続を） 

• よく使うメニューをすぐに呼び出したい 

クイックメニユ ー(Q.MENU) 

一 P 已 8 

• よく使う機能をボタンやタッチアイコン 
に割り当てたい 

フアンクシヨンボタン 

(Fnl、Fn2、Fn3、Fn4) 

一 P92 

• カメラを水平にして写真を撮りたい 

水準器表示 

一 P38 

• 3 D 写真を撮りたい 

3□交換レンズ側売: H-FT012) 

一 P149 

■ 動画撮影について 

• フル八イビジョン動画を撮りたい 

AVCHD 動画 

一 P46, 
123 

• パソコンでの再生などに適した動画を 
撮りたい 

MP4 動画 

一 P46, 
123 

• 動画撮影中に写真を記録したい 

同時記録 

一 P48 

■ 再生について 

• 撮影した写真•動画をスライドショーで楽しみたい 

呂!| スライドシヨー 

一 P13 已 

• 八イビジョンテレビで写真•動画を見たい 

HDMI 接続 

一 P1 已 3 

• 付属のソフトウエアを使いたい 

PHOTOfunSTUDIO 

一 P157 

• rPHOTOfunSTUDIO 」 を使わずに画像を 
パソコンに取り込みたい 

USB 接続 

一 P159 


• レンズ交換で表現の幅を広げたいー カタださぃ 
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ご使用の前に 


■ 本機の取り扱いについて… 





本機に、巧い振動や衝撃、店力をかけないでください。 

• 下記のよラな状態で使用すると、レンズや液晶モニター、外装ケース 
び破壊される可能性びあります。 

また、誤動作や、画像び記録でさなくなることちあります。 

-本機を落とす、またはぶつける 
-レンズ部や液晶モニターを強<押さえつける 

本機は、防じん•防滴•防か仕様ではありません。 

ほこりつ长•砂などのをい場所でのご使用を避けて < ださい。 
•下記のよラな場所で使用すると、レンズやボタンの隙間から液体や 
砂、異物などび入ります。故障などの原因になるだけでなく、修理で 
さな < なることびありますので、特にお気をつけ < ださい。 

-砂やほこりの多いところ 
-雨の曰やお辺などかびかかるところ 

デジタルカメラボデイのマウント巧に手を入れないでくださし、。 
センサー部は精密機器でずので巧障、破損の原因になりまず。 


■ 露付をについて（レンズや液晶モニターが量るとを)… 


/ 

戸-^ 

• 露付さは、温度差や湿度差びあると起こります。レンズや液晶モニター 
> の巧れ、かび、故障の発生原因になりますのでお気をつけ < ださい。 



• 露付きび起こった場合、電源スイッチを [OF 鬥にし、2時間ほどそのま 


i 纖 

まにしてください。周囲の温度になじむと、曇りび自然に取れます。 

\ 




■ 事前に必ず試し撮りをして<ださい 

大切な撮影縮婚式など)は、必ず事前に試し撮りをし、正常に撮影や録音されていることを確かめてください。 

■ 撮影内容の捕償はでをません 

本機およびカードの不具合で撮影や録音されなかった場合の内容の補償についてはご容赦<ださい。 

■ 著作権にお気をつけ<ださい 

あなたび撮影や録音したわのは、個人として楽しむ似州ま、著作権法上権利者に無断では使用できません。 
個人として楽しむ目的であってわ、撮影を制限している場合びありますのでお気をつけください。 

■ r ほ用上のお願い J も、併せてお読み < ださい （ P 184) 
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同個品 



デジタルカメラボディ 

体文中では 本体と 表記します) 


付属品をご確認ください。 

記載の品番は 20]] 年] 0月現在のをのです。変更されることびあります。 


DMC - GX 1 X (レンズキット商品）に同個 



交換レンズ ( H - PS ] 404 2) 
LUMIXGXVARI 日 PZ 
14-42 mm / F 3.5-5.6 
ASPH ./ P 0 WER O . I . S . 

(本文中では レンズと 表記します/ 
お買い上げ時はデジタルカメラ 
ボディに装着されています） 



レンズキャップ 

VYF 3443 

(お買し^上げ時は交換レンズに 
装着されています） 



レンズリアキャップ 

VFC 460己 

ボディキャップ 

VKF 438 己 


お買い上げ時は]つにまとめ 
られています 


DMC - GX 1 W (ダブルレンズキット商品）に同個 



交換レンズ ( H - FS 0 M 042) 
LUMIXG VARI 0 
14-42 mm / F 3 .已—已 .6 
ASPH./MEGA O . I . S . 

(本文中では レンズと 表記します) 


レンズフード 

VYC 1009 



レンズキャップ 

VYF 3201 

(お買い上げ時は交換レンズに 
装着されています） 



レンズリアキャップ 

VFC 4315 

(お買い上げ時は交換レンズに 
装着されています） 




交換レンズ ( H - H 014) 

LUMIXG 

]4 mm / F 2 .已 ASPH . 

(本文中では レンズと 表記します/ 
お買い上げ時はデジタルカメラ 
ボディに装着されています） 

レンズキャップ 

VYF 3371 

(お買い上げ時は交換レンスこ 
装着されています） 



レンズリアキャップ 

VFC 460 已 



ボディキャップ 

VKF 438 已 


お買い上げ時は]つにまとめ 
られています 


次のページに続く@ 
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同捆品 （続き） 


DMC - GX 1 (ボディ商品)に同姻 



ボディキャップ 

VKF 43 吕已 

(お買い上げ時はデジタルカメラボディに装着されています) 


バッテリーパック 

DMW - BLD 10 

\ \ (本文中では バッテリーと 表 

記します） 

• 充電してからお使いください。 

US 曜トスし 

K 1 HY 08 YY 0017 

バッテリーチャージャー※ 

DE - A 93 A 

>\\ づ （本文中では チャージャー と 

表記します） 

CD-ROM 

^ • ソフトウエア（パソコンにソ 

んフトウ in アをインスト-ル 
してお使いください） 
•取扱説明書詳細操作編 

ホットシ ユー カバー 

VKF 4970 

1 (お買い上げ時はデジタ 

1 1 ルカメラボディに装着さ 

れています） 

ショルタ.-ストラップ 
〇***^^^ VFC 476 已 


※予備のチャージャーを購入されるときは、別売品のチャージャ ー( DMW - BTC 7) をお買いホめ 
<ださい。 

• 力ードは別売でず。 

• 別売品については] 6已 ページを参照してください。 

•包装材料などは商品を取り出したあと、適切に処理をしてください。 

•ル物部品につい口ま乳幼児の手の届かないところに適切に保管してください。 

• 本書では交換レンズ (H-PS 1404 2) を用いて説明をしています。 


CLUB Panasonic 

Pawa ん wsi 



付属品は販売店でお買い求めいただけます。 
パナソニックの家電製品直販ヴイト「パナセンス」で 
お買い求めいただけるをのをあります。 

詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 

http :// club . panasonic . jp / mall / sense / 
携帯電話からをお買い求めいただけます。 
http :// p - mp . jp / cpm / 
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各部の名刖と働を 


■ デジタルカメラボデイ 


1センサー 

2 セルフタイマーランプ ( P 78)/ 
AF 補助光ランプ ( P 128) 

3 フラッシュ発光部 ( P 69) 

4 レンズ取り付けマーク （ P 20) 
已マウント 

6 レンズ□ックピン 

7 レンズ取り外しボタン （ P 19) 



8 フラッシュ OPEN ボタン （ P 69) 

9 再生ボタン （ P 49) 

10 [ AF/AE LOCK ] ボタン ( P 86)/ 

[ Fn 2] ボタン ( P 92) 

11後ダイヤル ( P 17) 

12タッチパネル/液晶モニター ( P 16) 

13 [ Fnl ] ボタン （ P 目 2) 

14 [ Q . MENU ] ボタン ( P 曰8)/ 

而 / D ボタン ( P 已 7) 

15 [ MENU / SET ] ボタン （ P 17、 已 6) 

16 [ AF / MF ] ボタン ( P 33) 

17力ーソルボタン （ P 17) 


910 11 


じ 立 


巧 


12131415161718 


▲(上)/旧 0(P91) 

►(も)/ WB ボタン (P87) 

◄(左)/才ートフォーカスモードボタン （P79) 

▼(下)/ドライブモードボタン 

切下の設定をずることがでをます。 

1枚撮影 (P3 已) /連写撮影 (P74)/ 

才ートブラケット (P76)/ セルフタイマー (P78) 


ディスプレイ 

18 [ D 旧 P .] ボタン （ P 37、 已 2) 
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を部の名前と働を（続き） 


19 STEREO M に ( P 1 抑 
20モードダイヤル ( P 31) 

21シャッターボタン （ P 3 己） 

22動画ボタン （ P 46) 

23撮影距離基準マーク （ P 8 己） 

24ホットシューカバー 
2己電源スイッチ （ P 30) 

26電源表示ランプ ( P 30) 

インテ U ジ I ントオート 

27 の ボタン ( P 39) 

28 スピーカー （ P 61) 

• スピーカーを指などで塞びないで<ださい。 

29ショルダーストラップ取り付け部 ( P 22) 

30 [ REMOTE ] 5品子 ( P 169) 

31 [ HDMI ]5 品子 ( P 1 己 3) 

32 [ AV 0 UT / D に ITAL ] 端子 
( P 1 已3、156、159、 161) 

33司却取り付け部 ( P 188) 

34力ード/バッテリー扉 ( P 27) 

3己カプ ラーカバー （ P 169) 

• AC アダプターを使用するとさは、当社製の AC アダプター 
(別売： DMW-AC8) と DC カプラー(別売: DMW-DCC9) 
を使用して < ださい。 

他の機器の AC アダプターは使用しないでください。 

36開閉レバー ( P 27) 




■ ホットシューカバーを取りかす 

お買い上げ時、ホットシューにはホットシューカバーび取り付けられています。 

別売ライブビューファインダー ( P 167) または外部フラッシュ （ P 168) をご使用の場合は、 
ホットシューカバーを取り外してください。 


ホットシューカバーを矢印〇の方向に巧しなび5、 
矢印©の方向に引いて取り外す 


©お知らせ 

•別売ライブビューファインダーまたは外部フラッシュをご使用にな 5 な 
いときは、必ずホットシューカバーを取り付けてください。 

• ホットシューカバーの紛失にお気をつけください。 

•ホットシューカバーを取り外している場合は、専用コネクターに液体や 
砂、異物などび入らないよラにお気をつけください。 



次のページに続く@ 
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を部の名前と働を（続き） 


■ 同おレンズ 

37レンズ面 
38 ズームレバー ( P 67) 

39 フォー カス レバー （ P 83) 

40接点 

41レンズ取り付けマーク （ P 20) 
42 T 側(望遠） 

43 フォーカスリング （ P 83) 

44 W 側(広角） 

4曰 ズーム リング ( P 67) 


H - PS 14042 

(LUMIX G X VARI 0 PZ 1 4-42 mm / 
F 3 .已一已.巨 ASPH ./ P 0 WER O . I . S .) 



37 38 39 40 41 


H - FSO 14042 

(LUMIX G VARIO 14ィ2 mm / F 3 .已-已 .6 
ASPH./MEGA O . I . S .) 



H - H 014 (LUMIXG 14 mm / F 2 .已 ASPH .) 



次のページに続く@ 
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を部の名前と働を（続き） 


タッチ八ネル 


本機のタッチパネルは圧力を感知するタイプです。 


画面をタッチする 


ドラッグする 


タツチノ（ネルを巧して離す動作です。 タツチノ（ネルを巧したまま動かす動作です。 



タッチパネルに表示されるアイコンや画像を選 
択するとさなどに使います。 

•複数のアイコンを同時にタッチすると、正常に動 
作しないことびありますので、アイコンの中央付 
近をタッチしてください。 


AF ェ U アを移動したり、スライドバーを操作す 
るときなどに使います。 

再生時は画像を送ることなどをでさます。 


◎お知らせ 

• 市販の液晶保護シートをご使用になる場合は、その注意書さに従ってください。 

(液晶保護シートの種類によっては、視認性や操作性び損なわれる場合びあります） 

•市販の液晶保護シートを貼り付けて使用している場合や、反応しにくいと感じるときは、 少し強めにタッチ 

して < ださい。 

•本機を持つ手びタッチパネルを押さえていると、タッチパネルは正常に動作しません。 


•ボールペンなどの先のとびった硬いわので巧さないで<ださい。 

• 爪を立てて操作しないで<ださい。 

•液晶モニターび指紋などで巧れた場合は、乾いた柔らかい巧でふいてく 
ださい。 

•液晶モニターを強い力でこすったり、押したりしないで < ださい。 

• タッチパネルに表示されるアイコンについては、 

171 ページの「液晶モニター表示」をお読みください。 



次のページに続く@ 
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を部の名前と働を（続き） 


力ーソルボタン /[ MENU / SET ] ボタン 


本書では力ーソルボタンの上下左もを次のように、または、 ▲/▼/◄/ ►で説明しています。 



タッチパネル操作中でを、ち図のよラなガイドび画面に表示されているとさ 
は、力ーソルボタンと [ MENU / SET ] ボタンでも操作することびできます。 

カーソルボタン： 項目の選択や、数値の設定などを行います。 

[ MENU / SET ] ボタン：設定内容の決定などを行います。 



後ダイヤル 


後ダイヤルは左ち方向に回す操作と押してミ夫定する操作の2とおりあります。 

回す：各種設定時には、項目の選択や、数値の設定などを行います。 

押す：各種設定時には、設定内客の決定など、 [ MENU / SET ] ボタンと同じ操作を巧います。 

• 本書では後ダイヤルの操作を次のよラに説明しています。 
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本機に使用可能なレンズ 


■ マイク □フォーヴーズ TM マウント規格レンズ 

マイク□フォーサーズシステムのレンズマウント規格に準拠 
した交換レンズ(マイク□フォーヴーズマウント）を使うこと 
びでさます。 

■ フォーサーズ TM マウント規巧レンズ 

マウントアダプター(別売: DMW - MA 1) を使用することで、 
フオーヴーズマウント規格のレンズを使用することびでさます。 


■ ライカマウント規格レンズ 

M マウントアダプター、 R マウントアダプター(別売: DMW - MA 2 M 、 DMW - MA 3 R ) を使用すること 
で、ライカ M マウント、ライカ R マウントの交換レンズを使用することびできます。 

• お使いのレンズによっては、実際にピントの合ラ距離とレンズの距離表示び多少ずれる場合びあります。 

• ライカレンズ用マウントアダプター使用時は、[レンズ無しレリーで （ P 131) をの N ] に設定してください。 




IVMCRO 


IVMCRO 

FourThirds 


W W 


FourThirds 


レンズと機能について 


お使いのレンズによっては使用できない、または動作び異なる機能びあります。 

才ートフォーカス※/自動絞り動作※/ボケ味コント□-ル （ P 43)/ 手ブレ補正 ( P 66) / 

タッチズーム ( P 68) /クイック AF ( P 1 17) /シエーディング補正 ( P ] 21 )/ 

パワーズームレンズ ( P ] 29) など 

《交換レンズ ( H - PS 14042、 H - FS 01 4042、 H - H 0 1 4) は、動画撮影中の才ートフォーカスと 
自動絞り動作に対応しています。また、交換レンズ ( H - PS 1 404 2) では、パワーズーム廣動式 
ズーム)を使用しなびら、高い AF 追従性能と静音設計により、さらにスムーズで静かに動画を 
撮影することびでさます。 

お使いのレンズについて詳しくは、ホームページでご確認ください。 


対応レンズの最新情報は、カタ□グ/ホームぺージなどをご覧ください。 

http :// panasonic . jp / support / dsc / 


◎お知らせ 

•お使いのレンズの絞り値によって、フラッシュ撮影可能範囲などび異なります。 

•お使いのレンズに表記されている焦点距離は、3己 mm フィルムカメラで換算すると2倍に相当します。 
(50 mm レンズを使用した場合は、100 mm レンズ相当になります ）30 交換レンズについては、ホーム 
ページでご確認 < ださい。 
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レンズを交換ずる 


レンズを交換することで表現の幅びにびり、カメラの楽しさもにびります。];|下の手順で交換して 
<ださい。 

•電源スイッチび[日 FF] になっていることを確認してください。 

• レンズの交換は、ごみやほこりのかない場所で行ってください。ごみなどび付着した場合は、 18己 ページを 
お読み < ださい。 


レンズの取り外し方 


準備：レンズキヤツプを取り付けてください。 

• 交換レンズ (H-PS 1404 2) 使用時、電源ス 
イツチを [OFF] にして、レンズ鏡筒び収納 
されていることを確認してから、レンズを 
交換して < ださい。（レンズ鏡筒を指など 
で押さえて収納しないでください。壊れる 
場合びあります。） 



レンズ取り外しボタンを巧しなび5、レンズを矢印の方向に止まるまで回 
して外す 



レンズ取り外しボタン 


次のページに続く@ 
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レンズを交換する （続き） 


レンズの取り付け方 


準備：レンズのレンズ U アキヤツプを外してください。 

•本機にボディキャップび付いているとさは外してください。 

レンズ取り付けマーク(ホいマーク）を合わせて、レンズを矢印の方向に「力 
チッ」と音びするまで回す 




• レンズを本体に対して傾いた状態で付けよラとすると、本体のレンズ取り付け部を傷つけるおそれびあり 
ますのでお気をつけ<ださい。 

• 撮影の際は、必ずレンズキヤップを外して < ださい。 


©お知らせ 

•本体からレンズやボディキャップを外したとさ、マウント内に指を入れない 
で < ださい。 

•本体の内部にごみやほこりび付着するのを防ぐために、本体のマウントには 
ボディキャップを付けて < ださい。 

•接点を傷つけないよラに、取り外したレンズにレンズ1」アキャップを本体に 
付けて < ださい。 

• 持ち運びするとさなどはレンズ面の保護のため、レンズキャップを付けるか、 
MC プ□テクター(別売)の装着をおすすめします。 （P] 巨己） 



次のページに続く@ 
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レンズを交換する（続き） 


レンズフードの取り付け方 


曰差しび強い逆光での撮影時、レンズ内部で光の乱反射び生じて、光び写り込んだり、コントラス 
卜び低下したりすることを軽減します。余分な光を遮り、より美しく撮れます。 

交換レンズ ( H - FS 01 404 2) に付属しているレンズフード(巧型)を取り付ける場合 

• 交換レンズ (H-PS 14042、 H-H014) には、レンズフードは付属されていません。 

レンズフードの短いほうを上下にしてレンズに挿入し、矢印の方向へ止ま 
るまで回す 



◎お知らせ 

• レンズフードを一時的に外して運ぶ場合は、向きを逆にして取り付けてくだ 
さい。 
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シヨルダーストラツプを付ける 


• 落下防止のため、シヨルダーストラツプを取り付けてご使用いただくことをお勧めします。 


1 シヨルターストラップを本体のシヨルター 
ストラップ取り付け部に通す 



2 矢印に従って、ショルダーストラップの端を 
リングに通したあと、留め具に通す 



3 ショルダーストラップの端を留め具のもう 
一方の穴に通す 



4 ショルダーストラップのもう 
一方を引いて、巧けないことを 
確認する 

• 手順 1〜4 の操作を行って、もう片方のショ 
ルダーストラップち取り付けて<ださい。 
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バッテリーを巧電ずる 


■ 本機でほえるバッテリー (201 1年10月お巧) 

本機で使えるバッテリーは DMW - BLD 1 0です。 


パナソニック純正品に巧常によく似た外観をした模造品のバッテリーが一部国内外で流通し 
ていることが判明しております。このようなバッテリーの模造品の中には、一定の品質基準を 
満たした保護装置を備えていないものも存在しており、そのようなバッテリーを使用した場合 
には、発义•破裂等を伴う事故や故障につながる可能性があります。ま全に商品をご使用いただ 
くために、バッテリーを使用するパナソニック製の機器には、薛社が品質管理を実施して発売 
しておりますパナソニック純正バッテリーのご使用をお勧めいたします。 

なお、薛社では模造品のバッテリーが原因で発生した事故•故障につきましては、一切の責任を 
負いかねますのでご了承ください。 

•本機専用のチャージャーとバッテリーを使用してください。 


充電する 


•お買い上げ時、バッテリーは巧電されていませんので、充電してか5お使いくださし、。 

• チャージヤーは屋内で使用してください。 


1 バッテリーの向きに気をつけ 
て、バッテリーを差し么む 


2 電源コンセントに差し么む 

• 充電ランプび点打し、充電び始まります。 


バッテリー 〇 





•充電ランプ 
[ CHARGE ] 


次のページに続く@ 
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バッテリーを巧電する （続き） 


■ 巧電ランプの表巧について 

占 I 口： 巧電中 

消好：巧電完了(巧電完了後は、チャージャーを電源コンセントか5巧き、バッテリーを取り 
外してください） 

•点滅するときは 

-バッテ U —の温度び高すざる、あるいは低すざます。周囲の温度び] 0に〜30にのところで再度充電す 
ることをお勧めします。 

. チャージヤーやバッテ U —の端テ部び巧れています。このよラなとさは、巧れを乾いた巧でふさ取って< 
ださい。 


■ 巧電時間について 


巧電時間 


•巧電時間はバッテリーを使い切ってか5巧電した場合の時間でず。バッテリーの使用げ況によって巧電時間は変 
わります。高温/低溫時や長時間使用していないバッテリーは巧電時間が長くなりまず。 

©お知らせ 

•電源プラグの接点部周辺に金属類(クリップなど)を放置しないでください。シヨートや発熱による乂災や 
感電の原因になりまず。 

•パ'ッテ U —残量び残っていてち、そのまま充電でさますび、満充電での頻繁な継ぎ足し充電はお勧めでさま 
せん。（バッテリーび膨らむ特性びあります） 


次のページに続く@ 
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バッテリーを巧電する （続き） 


使用時間と撮影枚数の目安 


■ バッテリー巧量表示について 

残量表示び画面に表示されます。 

•八' ッテ1」一残量びな < なると表示びホに変わり点 
滅します。(電源表示ランプち点滅します） 

バッテ U —を充電または満充電されたバッテ 
リーと交換して < ださい。 

写真記録(液晶モニター/別売ライブビューファインダー ( P 167) 使用時) 

(条件は CIPA 規格でプ□グラム AE モード時） 




交換レンズ 

交換レンズ 

交換レンズ 


( H - PS 1 404 2) 装着時 

( H - FS 01 404 2) 装着時 

( H - H 014) 装着時 

記録可能枚数 

約310枚 

約300枚 

約340枚 

撮影使用時間 

約1已已分 

約1已〇分 

約170分 


CIPA 規格による撮影条件 

• CIPA は、カメラ映像機器工業会 （Camera & Imaging Products Association) の略称です。 

• 温度23で/湿度己 0%RH、 液晶モニターを点灯 

• 当社製の SD メモ U - 力ードに G 日）使用 
•付属バッテ IJ 一使用 

• 電源を入れてから30秒経過後、撮影を開始 
(手ブレ補正機能に対応した交換レンズ装着時は手ブレ補正を [l(i))] に設定） 

• 30秒間隔で1回撮影、フラッシュを2回に]回フル発光 

• パワーズーム(電動式ズーム）に対応した交換レンズ装着時は、撮影ごとにT端^W端またはW端^T端に 
ズームを動かす 

• 10枚撮影ごとに電源を切り、バッテリーの温度び下びるまで放置 

記録可能枚数は撮影間隔によって変わります。撮影間隔が長くなると記録可能枚数は減少します。 

[例えば2分に1回撮影した場合は、上記 (30 砂に1回撮影)の枚数の約1/4になります] 


次のページに続く@ 
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バッテリーを巧電する （続き） 


動画撮影(液晶モニター使用時） 

- AVCHD (画質設定を [ FSH ] で撮影) 



交換レンズ 

交換レンズ 

交換レンズ 


(H-PS1 404 2) 装着時 

(H-FS01 404 2) 装着時 

(H-H014) 装着時 

撮影可能時間 

約140分 

約130分 

約1已〇分 

実撮影可能時間 

約70分 

約6已分 

約7已分 


- MP4( 画質設定を [ FHD ] で撮影) 



交換レンズ 

交換レンズ 

交換レンズ 


(H-PS1 404 2) 装着時 

(H-FS01 404 2) 装着時 

(H-H014) 装着時 

撮影可能時間 

約140分 

約130分 

約1已〇分 

実撮影可能時間 

約70分 

約6已分 

約7已分 


• 温度23に/湿度己 0% RH の環境下での時間です。時間は目安にしてください。 

• 実撮影可能時間とは、電源の [ ONWOFF ] 切り換え、撮影の開始/終了などを繰り返したときに撮影できる 
時間です。 

• [ MP 4] で動画を連続で撮影でさるのは、最大29分已9秒までです。ただし、1つの動画で最大4 G 日までし 
か撮影でさません。 

再生(液晶モニター使用時） 



交換レンズ 

(H-PS1 404 2) 装着時 

交換レンズ 

(H-FS01 404 2) 装着時 

交換レンズ 
(H-H014) 装着時 

再生使用時間 

約2已〇分 

約240分 

約290分 


©お知らせ 

•使用時間と撮影枚数は、周囲環境や使用条件によって変わりまず。 

例えば、似下の場合は、使用時間と撮影枚数は短くなります。 

. スキー場などの低温下 

-[液晶モード]の [ AUT 日]または [ M 0 DE 1] 使用時 
-フラッシュ発光を繰り返したとさ 

•正しく充電したにもかかわらず、著しく使用できる時間び短くなったときは、寿命と考えられます。新しいバッ 
テ I 」一をお買いまめください。 
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バッテリー/力ード(別売)を入れる•取り出す 


•電源スイッチび [OF 鬥になっていることを確認する。 

• カードは当社製のちのをお使いいただ<ことをお勧めします。 


1 開閉レバーを日 PEN 側にスライドさ 
せて、カード/バッテリー扉を開く 


2 バッテリー: 

向きに気をつけて、□ック音びす 
るまで確実に奥まで挿入し、バッ 
テリーに①のレバーびかかつてい 
ることを確認する 
取り出すときは、①のレバーを矢 
印の方向に引いて取り出す 


力ード： 

向きに気をつけて、 r カチッ」と音び 
ずるまで確実に奥まで入れる 
取り出ずときは、 r カチッ」と音がず 
るまで押し、まっすぐ弓 I き抜く 


3 〇力ード/バッテリー扉を閉じる 

e 開閉レバーを LOCK 側にスライ 
ドさせる 



接続端子部 




向さを確認 


触れないで 

ください。 



©お知らせ 

• 使用後は、バッテリーを取り出しておいて < ださい。 

(長期間放置すると、バッテ IJ 一は消耗します） 

•使用後や充電中、充電直後などはバッテリーび温かくなっています。また使用中は本機わ温かくなります 
び、異常ではありません。 

• カードやバッテ U —の取り出しは、電源を切り、電源表示ランプび完全に消えてから行って<ださい。 

(本機び正常に動作しなくなったり、カードや撮影内容び壊れる場合びあります） 


戻る 


- 2 . 1 - 



































本機で使用する場合は、専用のアダプターを必ず装着してお使いください。 

SD スピードクラスとは、連続的な書き込みに関する速度規格です。カードのラベル面などでご確認< 
ださい。 

(例） 


CLASS (4： 【4: 


カードアクセス中は 

カードに画像を記録しているとさは、アクセス表示びホく ァタセス表示 

点灯します。 


• アクセス表示点な中、画像の書き込み、読み出しや消去、フォーマット中などは、電源を切ったり、バッテ 
リーや力ード、 AC アダプター(別売: DMW - AC 8) を取り外さないでください。 

また、本機に振動、 衝撃 や静電気を与えないでください。 

力ードや力ードのデータが壊れたり、本機が正常に動作しなくなることがあります。 

振動、 衝撃 や静電気により動作が停止した場合は再度操作してください。 

• 最新情報は下記ヴポートサイトでご確認ください。 
http :// panasonic . jp / support / dsc / 

◎お知らせ 

• 書さ込み禁止スイッチを 「LOCK」 側にすると、データの書さ込みや消去、フォーマットは 
でさなくなります。戻すと可能になります。 

• カードに記録されたデータは電磁波、静電気、本機やカードの故障などによりデータび壊 
れたり消失することびあります。大切なデータはパソコンなどに保をすることをお勧め 
します。 

•パソコンやその他の機器でフォーマットした場合、もう一度本機でフォーマットしてく 
ださい。 （P 巨日） 


次のページに続く 


書き込み禁止 
—スイッチ 

を 

1 ^, 



準備 


力ードについて 


本機で使用でさるカードについて 


本機では、 SD 規格に準拠した]；|下の力ードび使用できます。体書では、これらを力ードと記載し 
ています） 


特長 


SD メモリーカード （8 MB 〜2 GB )/ 
min 旧 D 力ード※1 / microSD 力ード ※ i 


SDHC メモリーカード (4 GB 〜32 GB )/ 
microSDHC 力ード※1 


SDXC メモリーカード 
(48 GB 、 巨 4 GB ) 


• 動画撮影の際は、 SD スピードクラス※ 2 びに Iass 4」 む上の 
カードを使用してください。 

• SDHC メモリーカードは、 SDHC メモ U- 力ードまた 
は SDXC メモ U —力ード対応機器で使用でさます。 

• SDXC メモリーカードは、 SDXC メモリーカード対応機 
器でのみ使用でさます。 

• SDXC メモ U- 力ードをお使いの場合は、パソコンなど 
び対応しているかご確認ください。 
http://panasonic.jp/support/sd_w/ 

• 本機は UHS-I 規格の SDHC/SDXC メモ IJ— 力ードに対 
応しています。 

• 左記の容量似外のカードは使えません。 


12 
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力ードについて（続き） 


記録可能枚数•時間の目ち 


■ 記録可能枚数•時聞の表示について 

•記録可能枚数と時間との切り換えは、カスタムメニューの[残 
枚数/残時間切換] (P130) で行えます。 


■ 記録可能が数 (写真：枚) 



記録可能枚数記録可能時間 


•残り枚数び] 0000 枚似上の場合は、旧 999 + ] と表示されます。 

• 画像横縦 比 [ EE ] 、クオリティ [ sh ] の 場合 


1 記録画素数 

2 GB 

8 GB 

32 GB 

64 GB 

L (16 M ) 

220 

900 

3640 

72 巨 0 

M (8 M ) 

410 

]6 已〇 

巨巨 90 

13000 

S (4 M ) 

700 

2840 

11500 

22460 


• 画像横縦 比 [ EE ]、 クオリティ [RAW ふ]の 場合 


1 記録画素数 

2 GB 

8 GB 

32 GB 

巨 4 GB 

L (16 M ) 

69 

270 

1120 

2250 

M (8 M ) 

80 

320 

1310 

2610 

S (4 M ) 

87 

350 

1420 

28 已〇 


■ 記録可能時聞(動画撮影時） 化：時間、 m : 分、 S : 秒) 

• 撮影 モード [ AVCHD ] の 場合 


1 画質設定 

2 GB 

8 GB 

32 GB 

巨 4 GB 

FSH 

13m00s 

IhOOm 

4h9m 

加 2 已 m 

SH 

13m00s 

IhOOm 

4h9m 

加 2 已 m 


• 撮影 モード [ MP 4] の 場合 


1 画質設定 

2 GB 

8 GB 

32 GB 

巨 4 GB 

FHD 

1lml9s 

49m7s 

3h22m]4s 

加己 Om]3s 

HD 

2]m37s 

1h33m46s 

6h26m7s 

13h3m9s 

VGA 

47m3 己 s 

3h26m23s 

14h9m46s 

28h43m3 己 s 


• 記録可能枚数•時間は目安です。（撮影条件、カードの種類によって変化します） 

• 被写体により記録可能枚数 • 時間は変動します。 

• [IVIP4] で動画を連続で記録できるのは、最大 29 分已 9 秒までです。ただし、 1 つの動画で最大 4 G 日までし 
か記録できません。この場合、 [FHD] で連続して記録できるのは、 27 分] 2 秒までになります。 

画面には、連続で記録でさる最大記録可能時間までしか表示されません。 
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時計を設定ずる 


お買い上げ時の時計設定のみタッチ操作できます。時計設定を変更する場合は、セツトアップメ 
ニューの[時計設定] ( P 60) をお読みください。 


• お買い上げ時は、時計設定されていません。 


1 電源スイッチを [ON] にする 

• 電源が入ると電源表示ランプが点なしまず。 


2 [時計設定]をタッチする 


3 合わせたい項目（年•月•日•時•分)を 

タッチして、 [▲]/[▼] で設定する 

• [▲]/[▼] をタッチしたままにすると、連続して設定内容を 
切り換えることびでさます。 

• [戻る]をタッチすると、時計を設定せずに中止することびで 
さます。 

[表示順•時刻表示お式]を設定する場台 

• [表示形式]をタッチすると、表示順 • 時刻表示形式の設定画面 
び表示されます。 

4 [決定]をタッチしてミ夫定する 
5 確認画面で[決定]をタッチする 




◎お知らせ 

•バッテリーなしでも約3か月間、時計用内蔵電池を使って時計設定を記憶できまず。 

(内蔵電池を充電ずるには、満充電されたバッテリーを本機に約24時間入れてください） 

•時計設定を行っていないと、お店にプ IJ ントを依頼するとさや文字焼さ込みを行ラとさに、正しい曰付をプ 
U ントすることびでさませんのでお気をつけ<ださい。 

• 時計設定を行っていれば、カメラの画面上に日付び表示されていなくても、正しく日付をプリントできます。 


戻る 
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撮影 モー ドを選ぶ 


■ モードタイヤルで撮露モードを選ぶには 


モードダイヤルを切り 
換える 

•モードダイヤルはゆっくり回し 
て確実に各モードに合わせてく 
ださい。 



〇の部分に 
使用したい 
モードを台わせる 


■ インテリジェントオートモードを選ぶには 
[店!]ボタンを巧す 

• インテリジェントオートモードに切り換わると、 [曲] ボタンび点灯します。 

• [な S] ボタンび点灯中は、モードダイヤルで選ばれている撮影モードは無効に 
なります。 




ffi インテリジェントオートモード P 39 

カメラにおまかせで撮影します。 


P プ□グラム AE モード P 44 

お好みの設定で撮影します。 



A 絞り優先 AE モード P 96 

絞り値をみめて撮影します。 


S シャツター優先 AE モード P 9 巨 

シャツタースピードをミ央めて撮影します。 

M マニュアル露出モード P 96 

絞り値とシャツタースピードをみめて撮影します。 

C1C2 カスタムモード P 106 

あらかじめ登録しておいた設定で撮影します。 

SON シーンモード P 98 

撮影シーンに合わせて撮影します。 

みクリエイテイブコント□-ルモード P 103 

画像効果を確認しなびら撮影します。 
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本機の構え方について 


両手で本機を軽 < 持ち、脇を締め、肩幅 < 5いに足 
を開いて構える 

• フラッシュ発光部や AF 補助光ランプを指などで塞がないでくださし、。 

• シャッターボタンを巧す瞬間に、カメラび動かないよラにお気をつ 
け < ださい。 

•撮影時には、足場び安定していることを確認し、ボールや競技者など 
と衝突するおそれびある場所では周囲に十分お気をつけ<ださい。 
•別売ライブビューファインダーを使用し、角度を調節すると□ーア 
ングル撮影び可能です。低い位置にある花を撮影するとさなどに便 
利です。 （P167) 


AF 補助光ランプ 



構えた向きを検出する(縦位置検出機能) 


本機を縦に構えて撮影したとさ、構えた向さを検出でさる機能です。再生時に自動で縦向さに表示 
することびできます。（[回転表示] (P 1 44) を [ON] に設定している場合のみ） 



撮影時 再生時 

•縦位置検出機能に対応していないレンズを使用した場合でち、本機で撮影すると縦位置検出を行うことび 
でさます。 

•本機を縦に構えた状態で、本機を大きく上に向けたり、下に向けたりして撮影すると、縦位置検出機能び正 
し<働かないことびあります。 

• 動画再生時は、画像を縦向さに表示でさません。 

• 3D 写真の縦撮影には対応していません。 
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写真を撮る 


基本 

使ぇるモ-ド：耐吊!面国®回图丽 i 国 


写真撮影時のピントの合わせ方 ( AFS / AFF / AFC ) 


1 [ AF / M 鬥を巧す 


2 フオーカスモードを選びタッチする 

• [ AF / MF ] を続けて巧すことでも、フオーカスモードを選べます。 
シャッターボタンを半巧しすると、選ばれているフオーカスモードに 
設定されるので、別売ライブビューファインダーをご使用の場合など 
で便利です。 

• 被写体の動さ、撮影シーンに合わせて、フオーカスモードを選んでください。 



項目 

被写体の動き、 

撮影シーン(おずずめ） 

内容 

AFS 

静止している 
(風景、記念撮影など） 

AFS とは 「Auto Focus Single 」 の略で、シャツターボタン 
を半巧しすると、自動でピント合わせを行います。 

半巧ししている間、ピントは固定されます。 

AFF 

動さび予測でさない 
(テ供、ぺットなど） 

AFF とは 「Auto Focus Flexible 」 の略で、シャツターボタンを 
半押しすると、自動でピント合わせを行います。 

半巧ししている間に被写体び動いた場合、動きに合わせて自 
動でピントを合わせ直します。 

AFC 

動いている 
(スポーツ、鉄道など） 

AFC とは 「Auto Focus Continuous 」 の略で、シャツターボタン 
を半押ししている間、被写体の動きに合わせて常にピント合わせ 
を行います。動いている被写体の場合は、撮影時に予測してピン 
卜合わせを行います。(動体予測） 

MF 

手動でピントを合わせます。 ( P 83) 


• [ AFF ] 、 [ AFC ] で撮影する場合は 

- W 端から T 端にズームしたり、急に被写体を遠くから近くに変えたあとは、ピントび合うまで時間び 
かかることびあります。 

-撮影中、ピントび合いにくいとさは、再度シャッターボタンを半押ししてピントを合わせ直してください。 

. シャッターボタンを半巧ししている間、画面に揺れび見える場合びあります。 

• [ AFF ]、[ AFC ] は使用するレンズによって、動作しない場合びあります。詳しくは、 18 ページのホー 
ムページをご覧<ださい。 


次のページに続く@ 
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写真を撮る （続き） 


3 [決定]をタッチする 


4 シャツターボタンを 

半巧し(軽く巧す)する 



フオーカス表示 



AF エリア 


フォー カスモード 

AFS 

AFF/AFC 

ピント 

合っている 

合っていない 

合っている 

合っていない 

フォー カス表示 

点灯 

点滅 

点灯 

点滅または消む 

AF ェ U ァ 

緑 

- 

緑※] 

- 

電子音 

ピピッ 

- 

ピピ、ッ※2 

- 


《 ] 才ートフォーカスモードを[圍]に設定している場合は、半巧し中にピントび合った]回目のみ AF 
エ U アび一瞬表示されます。 

《2半巧し中にピントび合った]回目のみ電子音び鳴ります。 

• [ AFF ] や [ AFC ] で明るさび足りないときは [ AFS ] と同じ動作をします。このとき画面の表示び黄色 
の [ AFS ] に変わります。 


©お知らせ 

•ピントび合う範囲は、使用するレンズによって異なります。 

-交換レンズ ( H - PS 1 404 2) 装着時: 0.2 m ( W 端時〜焦点距離20 mm ) 〜〇〇、 
0.3 m (焦点距離 2] mm 〜 T 端時)〜〇〇 
. 交換レンズ ( H - FS 01 404 2) 装着時: 0.3 m 〜〇〇 
-交換レンズ ( H - H 014) 装着時:0.18 m 〜〇〇 


■ ピントが合いに<い被写体や撮影摄境 

動さの速い被写体、非常に明るい、または濃淡のないちの/ 

ガラス越しや光るわのの近 < にある被写体を撮影するとさ/暗いとさや手ブレしているとさ/ 
被写体に近すざるとさや、遠 < と近 < を同時に撮るとさ 


次のページに続く@ 
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写真を撮る （続き） 


写真を撮る 


• ▼(Qi 公）対甲して、ドライブモ-ドを[旦]に設定する。 

1 撮影モードを選ぶ 


2 シャッターボタンを半 J 甲し 

(軽く巧す）してピントを含わせる 

• 絞り値とシャッタースピードび表示されます。 
(フラッシュ発光時を除さ、適正露出にならないとさは、ホ 
くなり点滅します） 

• お買い上げ時は、[フォーカス優先] ( P 128) が [ ON ] に設 
定されているため、ピントが合うまで撮影でをません。 


隣 

區 . 。 ,_ ぅ 5 で Baa gr 1 

絞り値シャッタースピード 


3 シャッターボタンを全巧し 
(さ5に巧し这む）して撮影する 



次のページに続く@ 


戻る 
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写真を撮る（続き) 


基本 



ピントを合わせたい被写体にタッチするだけで、ピントを合わせて自動的にシャッターを切ります。 


1 [麵 ] をタッチする 



2 [巧 ] をタッチする 



•アイコンび [pi] に変わり、タッチシャツター撮影び可能な 
状態になります。 


3 ピントを合わせたい被写体をタッチする 

•才ートフォーカスモードび[出]、[た:-]、[圍]、[因]の場合、タッチした場所に才ートフォーカス 
モードの[因]と同じ働きの AF エ U アび表示され、ピントび合うと撮影されます。 

• オートフォーカスモードび[因]の場合、タッチした場所び拡大表示され、ピントび合ラと撮影され 
ます。（画面の端には設定でさません） 

•タッチしたい被写体の上にヒストグラムび表示されている場合は、ヒストグラムをドラッグ (P16) 
して移動させてからタッチして<ださい。 

4 [H] をタッチして、タッチシャツター機能を解除する 


©お知らせ 

• 口才ーカス優制びの N] の場合、フォーカスモードを [AFS] に設定してタッチシャッターに失敗したと 
きは、 AF エリアびホく点灯したあと消え、シャッターは切れません。 

[AFF] または [AFC] に設定時は、フォーカス表示び緑点滅しているとシャッターは切れませんび、画面に 
タッチし続けた状態で被写体にピントび合ラと、シャッターび切れます。 

• [測光モード] (P 11 7) び[曰]のときは、タッチした場所で測光を行います。画面の端では、タッチした場所 
の周辺の明るさの影響を受ける場合びあります。 
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写真を撮る（続き) 


基本 


撮影画面の表示情報を切り換える 


[ DISP .] を巧して切り換える 

•カスタムメニューの [LCD 表示スタイル]、 [LVF 表示スタイル]で、液晶モニ 
ターと別売ライブビューファインダーの表示画面をそれぞれ 「 r::::h (液晶モ 
二夕ースタイル）または [ lJ ] (ファインダースタイル)から選ぶことびでさ 
ます。 [LVF 表示スタイル]は、別売ライブビューファインダー装着時のみ選択 
でさます。 



([□] 液晶モニタースタイル） 

•画面は!; TF に切り換わります。（液晶モニター表示での例です） 


情報あり^ 

情報なし 

情報あり（水準器表示)^情報なし(水準器表示) 

■&■© 離因を0 ^ 

、画脚 




■&■© 離因を0 ^ 

1 國 图驶 J 

h 

-0 0- 

1 


([に!]ファインダースタイル） 

• 画面は!; TR こ切り換わります。（別売ライブビューフアインダー表示での例です) 


情報あり 情報あり 

'肩幸良あり（詳細情報 )X '肩き g あり （詳細情報、水準器表示)※ （水準器表示） 

□口*四*回 


《カスタムメニューの[ヒストグラム]を [ ON ] に設定すると、ヒストグラムび表示されます。 

また、カスタムメニューの[露出メーター]を [ ON ] に設定すると、露出メーターを表示させることびでさ 
ます。 （ P 127) 

©お知らせ 

• カスタム乂ニューの[ガイ ドライン表示]を [ OFF ] じ(外に設定すると、ガイドラインび表示されます。 

• 水準器表示について詳しくは、 38 ページをお読みください。 


次のページに続く@ 
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写真を撮る（続き) 


基本 


■ 水準器表示について 

水準器を表示させると、カメラの傾さを補正したい場合などに便利です。 

1 [ D 旧 P .] を数回押して水準器を表示させる 
2 カメラの傾きを確認する 



• 傾さびほぼない状態は、緑色に変わります。 

• 縦位置撮影時は、自動で縦位置用の表示に切り換わります。 


©お知らせ 

• 傾さびほぼ補正された状態でち、± r 程度の誤差び生じることびあります。 

• カスタムメニューの [ Fn ボタン設定]を[水準器表示]に設定しているとさは、ファンクシヨンボタンを巧す 
ごとに、水準器の表示/非表示を切り換えることびでさます。 

• 本機を動かしている間は、水準器表示び正しく表示できない場合びあります。 

• 本機を大さく上に向けたり下に向けたりして撮影すると、水準器表示び正しく表おでさなかったり、縦位置 
検出機能 ( P 32) び正しく働かない場合びあります。 
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カメラにおまかせで撮る(ィンテリジ1ントォ-トモ-ド) 


被写体や撮影状況に合わせてカメラび最適な設定を行ラので、カメラにおまかせで気軽に撮りた 
いとさにお勧めです。 


[の]を巧す 

• インテ U ジェントオートモードまたはインテ U ジェントオートプラスモー 
ドのどちらか最後に使用していたモードに切り換わります。 （ P 42) お買い 
上げ時は、インテリジェントオートモードび設定されています。 

• インテリジェントオートモードに切り換わると、 [曲] ボタンび点灯します。 
撮影中は、ガラスなどに光び反射するのを防止するために [な S ] ボタンび消灯 
しますび、故障ではありません。 

• わラー度巧すと [曲] ボタンび消灯し、モードダイヤルで選ばれている撮影 
モードになります。 

•撮影画面で [I] をタッチし、[^]をタッチすると、ボケ昧コント□ールを 
設定でさます。 （ P 43) 


•被写体をタッチすると追尾 AF 機能び働きます。力ーソルボタンの◄を巧し、 
シャッターボタンを半巧ししても可能です。詳しくは 80 ページをお読みく 
ださい。 



次のページに続く@ 
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カメラにおまかせで撮る(インテリジェントオートモード） （続き） 


■ 自動シーン判別について 

カメラび最適なシーンを判別すると、各シーンのアイコンび2秒間青色で表示 
後、通常の赤色に変わります。 


写真撮影時 

の 




E i 人物 

i 風景 

K 3 i マクロ 


i 夜景&人物 
•[み A ] (才-卜） 

選択時のみ 

巧 i 夜景 

(赤ちゃん※ 

| S | i 夕焼け 


《[個人認証]を [ ON ] に設定時、顔登録の誕生曰び設定済みで、年齢び3歳未満の人物を顔認識し 
たとさのみ表示されます。 

動画撮影時 


E i 人物 

i 風景 

i □—ライト 

巧 i マクロ 


• どのシーンにもあてはまらない場合は [の] になり、標準的な設定を行います。 

• [回]、[旧]、[巧] のときは、カメラび人の顔を自動的に検知し、認識した顔にピントや露出を合わせます。 

(顔認識） 

• [因] と判別された場合に、兰脚などを使用し、ブレの量び少ないとカメラび判断したとさ、シャッタース 
ピードは通常より遅<なります。撮影中はそのままカメラを動かさないよラにお気をつけ<ださい。 

•追尾 AF 時は、指定した被写体に最適なシーンを判別します。 

• [個人認証]を [ ON ] に設定時、登録した顔に近い顔を認識すると、 [因]、[旧]、[巧] のち上に[刊び表示さ 
れます。 

•じ(下のよラな条件によって、同じ被写体でち異なるシーンに判別される場合びあります。 

-被写体条件 

顔の明暗/被写体の大ささ•色/被写体までの距離/被写体の濃淡/被写体び動いているとさ 
-撮影条件 

夕暮れ/朝焼け/低照度/手ブレび発生したとき/ズーム倍率 
•意図したシーンで撮影したい場合は、目的に合った撮影モードで撮影することをお勧めします。 

■ フラッシュ 

フラッシュを閉じているときは[感) ] に、開いているときは [み A] けート）に設定されます。 
フラッシュを開いているときは、被写体の種類や明るさにあわせて、カメラび自動で [み A]、 

[み 急](赤目軽減才ート) 、[み 墓]、または [が] に設定します。 

◎お知らせ 

• フラッシュを使ラとをは、フラッシュを開いてください。 （ P 69) 

• [み急]、[み墓]のときは、デジタル赤目補正び働きます。 

• [み塞]、[み S] のとさは、シャッタースピードび遅くなります。 


次のページに続く@ 
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カメラにおまかせで撮る(インテリジェントオートモード） （続き） 


■ 自動で働<機能と設定でをないメニューについて 

インテ U ジェントオートモードでは、カメラび最適な設定を行ラため、!;(下の機能び自動で働さます。 
-自動シーン判別/逆光補正/顔認識/オートホワイトバランス/インテリジェント ISO / 

クイック AF / デジタル赤目補正/超解像/のレンジコント□ール/長秒ノイズ除去/ 

シェーディング補正/ AF 補助光 

カメラび自動で最適な設定を行ラため、し U 下のメニューは設定でさません。 


メニユー 

項目 

撮影 

•[フォトスタイル]の[スタンダード]、[モノク□-ム] j ;! 外の項目 
•[クイック AF ] •[測光モード] •[フラッシュ] 

•[デジタル赤目補正] •[フラッシュシンク □] •[フラッシュ光量調整] 

-[超解像] • [のレンジコント□—ル]- [ISO 感度上限設定] 

- [ISO 感度ステップ] -[長秒ノイズ除去] -[シェーディング補正] 

•[デジタルズーム] 

動画 

•[フォトスタイル]の[スタンダード]、[モノク□-ム] j ;! 外の項目 
-[写真撮影] -[測光モード] -[超解像] 

•[のレンジコント□ール]•[デジタルズーム] •[フ U ッカー軽減] 

カスタム 

•[カスタムセット登録] •[露出メーター] ‘[ AF/AE □ック切換] 

- [ AF/AE □ック維持] -[ダイレクトフォーカス移動]-[半押し AF ] 

•[AF 補助光] -[ AF + MF ] 


• メニューの設定方法については 己目 ページをお読みください。 


©お知らせ 
• 逆光補正について 

-逆光とは、被写体の後ろ側から光び当たることです。このとさ、被写体び暗<写りますので、画像全体を明 
るくすることにより逆光を補正します。インテ IJ ジェントオートモードでは自動で逆光補正び働さます。 


次のページに続く@ 
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カメラにおまかせで撮る(インテリジェントオートモード） （続き） 


インテリジェントオートプラスモードを使って撮る 


カメラび最適に設定した明るさや色合いを、簡単にお好みに合わせることびでさます。 
カメラにおまかせの設定を好みに合わせたいび、詳しい設定び苦手なちに便利なモードです。 


1 インテリジェントオートモード時に 
[ MENU / SET ] を押す 


2 ◄/►/▲/ ▼で iA モードメニユー 
[の]を選び、►を押ず 

3 ►で[固]を選び、 [ MENU / SET ] を巧ず 

• [ DISP .] を押すと、選択されているモードの説明び表示されます。 



明るさを設定する 


2 


後ダイヤルを押して設定画面を表示ずる 

•後ダイヤルを巧すごとに、明るさ設定操作、ボケ味コント 
□ - J レ操作 ( P 43) 、操作の終了に切り換わります。 

スライドパ’一をドラッグして、設定する 

• 後ダイヤルを回してわ設定でさます。 





色をいを設定する 


1 ► ( WB ) を押して設定画面を表示ずる 


2 スライドパ’一をドラッグして、設定する 

•画像の色合いをホっぽい色から青っぽい色まで調整します。 
• 後ダイヤルを回してわ設定でさます。 

•わう一度カーソルボタンの►を巧すと撮影画面に戻ります。 


◎お知らせ 

• [ q ] をタッチすることでち、写真を撮影することびでさます。 
•設定した明るさと色合いは、電源スイッチを[日 FF ] にする、または 
他の撮影モードに変更すると、標準(中む点)に戻ります。 
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ボケ味コント□ール機能を使って撮る 


使えるモード：幽国 

背景のボケ具合を画面で確認しなびら簡単に設定することびでさます。 


1 [麵 ] をタッチする 


2 [図]をタッチして、設定画面を表示する 

•別売ライブビューファインダー使用時は、後ダイヤルを数回巧 
して、ボケ味コント□ール設定画面を表示して < ださい。 


3 スライドバーをドラッグして、設定する 

• 後ダイヤルを回してち設定でさます。 

4 写真または動画を撮影する 

• [0] をタッチすることでち、写真を撮影することびでさます。 

• [^]をタッチすると、ボケ昧コント□ール操作を終了します。 



• 別売ライブビューファインダー使用時は、後ダイヤルを巧してボケ昧コント□ール操作を終了します。 


◎お知らせ 

• インテ U ジェントオートモードのボケ味コント□ール設定画面では、オートフォーカスモードび[囚]にな 
ります。カーソルボタンの ◄ を巧すと AF エ U ア設定画面び表示されます。（大ささは変更でさません） 
•動画撮影開始時に、撮影状況によっては、ボケはび変わる場合びあります。 

•動画撮影中は、適正露出の範囲で絞り制御を行ラため、被写体の明るさによっては選択カーソルを動かして 
わ実際の絞りは変わらず、ボケ具合に変化びない場合びあります。（例えば、室内などの暗いシーンでは、選 
択カーソルを両端に動かしてわ絞りは開放のままでボケ具合に変化びない場合びあります） 

•使用するレンズによっては、ボケ具合を操作しているときに、レンズ部から音びすることびありますび、こ 
のとさの音はレンズの絞り動作によるちので、異常ではありません。 

•使用するレンズによっては、動画撮影中にボケ具合を操作すると、その動作音び記録されることびあります。 
•使用するレンズによっては動作しない場合びあります。対応レンズについては、ホームぺージをご覧ください。 
•ク U エイティブコント□-ルモードの[ジオラマ]では、ボケ味コント□-ル機能を使えません。 
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基本 


^お好みの設定で Jil る (プ□グラム AE モード） 


被写体の明るさに応じて、シャッタースピードと絞り値をカメラび自動的に設定します。撮影メ 
ニューで多彩な設定をすることで、自由度の高い撮影びでさます。 

モードダイヤルを [ P ] に合わせる 

◎お知らせ 

• シャッタースピードは、 [ iscneo ]、 開放絞り値 F 3 .已[交換レンズ ( H - PS 1 404 2、 H - FS 01 404 2) 装着時]また 
は F 2 .巳[交換レンズ ( H - H 014) 装着時]の場合、約20秒〜1/4000秒の間で自動的に設定されます。 


プ□グラムシフトについて 


プ□グラム AE で本機び自動的に設定したシャッタースピードと絞り値の組み合わせを、同じ露出 
のままで変えることびできます。これをプ□グラムシフトといいます。 

プ□グラム AE での撮影時に、より背景をぼかしたい(絞り値をルさくする）、動さを表現したい 
(シャッタースピードを遅くする）などの設定び可能です。 

ブ シャッターボタンを半押しして、画面に絞り値とシャッ 
タースピードの数値を表示させる 
2 数値び表示されている間に(約10秒間)、後ダイヤルを回 
してプ□グラムシフトする 

•数値の表示中は、後ダイヤルを巧すごとに、プ□グラムシフト操作と 
露出補正操作 ( P 73) び切り換わります。 

•後ダイヤルを回すと、[露出メーター]び表示されます。 （ P 1 27) 

• プ□グラムシフトされている場合は、画面にプ□グラムシフト表示び出ます。 

• プ□グラムシフトを解除するには、電源スイッチをの FF ] にするか、プ□グラムシフト表示び消える 
まで、後ダイヤルを回して < ださい。 

カスタムメニューの [ Fn ボタン設定]を[ワンプッシュ AE ] に設定すると、簡単にプ□グラムシフトを 
解除でさます。 （ P 94) 



©お知らせ 

• EV とは 「Exposure Value 」 の略で、露出量を表 
す単位です。絞り値またはシャッタースピードび 
変化すると EV び変化します。 

• シャッターボタンを半押ししたとさに、適正露 
出でない場合は、絞り値とシャッタースピード 
び赤色で表示され、点滅します。 

• プ□グラムシフトび有効になってから10秒じ( 
上経過すると、プ□グラムシフト設定可能な状 
態は解除され、通常のプ□グラム AE に戻りま 
すび、プ□グラムシフトされた設定は維持され 
ています。 

•被写体の明るさによっては、プ□グラムシフ 
卜でさない場合びあります。 

• IS 日感度を[日 IS 日]に設定すると、プ□グラムシ 
フトでさません。 


くプ□グラムシフトの例> 



〇プ□グラムシフト量 
0プ□グラム線図 
0プ□グラムシフト限界 
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動画を撮る 


使ぇるモ -F :幽の面国 [MJ 回图幽国 

AVCHD 規格に準拠したフル八イビジョン映像や、 MP 4 で記録される動画を撮影でさます。音声 
はステレオで記録されます。 

使用するレンズにより、動画撮影中に働く機能に差びあります。また、レンズの動作音などび記録 
される場合びあります。詳しくは、 18 ページをお読みください。 


動画撮影時のピントの合わせ方 (AF 連続動作) 


ピント合わせは、フォーカスモードと動画撮影メニューの [ AF 連続動作]の設定によって異なります。 


フォー カスモード 

AF 連続動作 

設定 

AFS / AFF/AFC 

ON 

ピントを合わせ続けることびでさます。 

•撮影中、ピントび合いにくいときは、シャッターボタンを半押ししてピン 
卜を合わせてください。 

OFF 

動画撮影開始時のピント位置で固定します。 

•撮影中にシャッターボタンを半押しするか、被写体をタッチしてピント 
を合わせることびでさます。 

MF 

ON 

手動でピントを合わせることびでさます。 

OFF 


•撮影環境や使用レンズによっては、動画撮影時にオートフォーカスび働くと、動作音び記録される場合びあ 
ります。動作音び気になる場合は、動画撮影メニューの [ AF 連続動作]を[日 FF ] に設定するなどして、撮影す 
ることをお勧めします。 

• 動画撮影時にズーム操作を行ラと、ピントび合ラまでに時間びかかることびあります。 


次のページに続く@ 
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動画を撮る（続き） 


動画を撮る 


•画面は撮影モードを [P ]( プ□グラム AE モード）に設定したときの 
例でず。 


1 動画ボタンを巧して撮影を開始する 

• 各撮影モードに適した動画び撮影でさます。 

•動画の記録中は、記録動作表示(ホ)び点滅します。 

•記録開始時の約 0. 日秒間、音声び録音されません。動画ボタンを 
巧したあと、すぐに離してください。 

• [撮影モード]、[画質設定]、[風音低減]、[マイクレベル設定]など 
の動画撮影メニューの設定については、 123〜] 2已 ページを 
お読み < ださい。 

2 もう一度動画ボタンを巧して撮影を終了する 



記録可能時間 


■ 動画記録方式について 

本機は AVCHD 、 MP 4 の2種類の記録方式で動画撮影びでさます。 

AVCHD とは： 

高精細な八イビジョン映像を記録でさます。八イビジョン対応テレビでの鑑賞や、ディスクの 
保存に適した記録方式です。 

MP 4 とは： 

単体の動画ファイルとして保をされるため、パソコンでの編集や WEB アップ□ー ドに適した 
記録方式です。 

■ 撮影した動画の互換性について 

[ AVCHD ] および [ MP 4] で撮影された動画は、それぞれの対応機器であってを、再生すると画 
質や音質び悪くなったり、再生でさない場合びあります。また撮影情報び、正しく表示されない 
場合びあります。この場合は本機で再生してください。 

• [ MP 4] は AVCHDCAVCHD Lite を含む)で撮影した動画と互換性はありません。 

• AVCHD および MP 4 対応機器について、詳しくは下記ヴポートヴイトでご確認ください。 
http://panasonic.jp/support/dsc/ 


次のページに続く@ 
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動画を撮る（続き） 


◎お知らせ 

•動画撮影中にズームやボタン操作などをすると、その動作音び記録される場合びあります。 

•交換レンズ ( H - PS 1 404 2) 使用時、動画撮影中にズームレバーやフォーカスレバーから指を離すと、レ 
バーを戻す音び記録されることびあります。レバーを元の位置に戻すとさは、静かに戻して<ださい。 

•交換レンズ ( H - PS 1 404 2) 使用時、動画撮影中のズームスピードは通常より遅くなります。 

• 画面に表示される記録可能時間は、規則正しく減少しない場合びあります。 

• カードの種類によっては、動画記録後、カードアクセス表示びしばらく出る場合びありますび、異常ではあ 
りません。 

• 画像横縦比の設定び写真と動画で異なる場合、動画撮影開始時に画角び変わります。[記録枠表示] ( P 1 30) 
を [] に設定すると、動画撮影時の画角び表示されます。 

• 忙 X テレ〕ン泻真)]、忙 X テレ〕ン(動画)]をの N ] に設定している場合は、写真と動画のズーム倍率び異 
なるため、写真撮影画面と動画撮影画面び切り換わる際に、画角び変わります。 （ P 67) 

•ク U エイティブコント□ールモードの[ジオラマ]では、動画撮影を短い時間で終了すると、一定の時間まで 
撮影を続けることびあります。撮影び終わるまで構えたままお待ちください。 

•動画撮影中は、 IS 日感度は [ AUT 日](動画風の動作になります。また、 [ ISO 感度上限設定]は機能しません。 

•動画撮影時は、[手ブレ補正]を [(( 齡]に設定していてを、[(咖)]に固定されます。 

•動画を撮影する際は、十分に充電されたバッテリーまたは AC アダプター(別売: DMW - AC 8) の使用をお勧 
めします。 （ P 1 巨 9) 

• AC アダプターを使用して動画を撮影している最中に、停電や AC アダプターを抜<などして電源の供給び 
途絶えると、撮影途中の動画は記録されません。 

• 一部の撮影モードでは、1；(下のような分類で撮影されます。下記];^外では、それぞれの撮影モードに合った 
動画を撮影でさます。 


還択 されている 撮影 モード 

動画 撮影 時の 撮影 モード 

-プ□グラム AE モード 
-絞り優先 AE モード 
•シャツ タ ー f 愛先 AE モ ー r ' 

-マニュアル露出モード 
-シーンモードの[背景ボケ]/[ぺツト]※ 

通常動画 

-シーンモードの 
[赤ちゃん 1]^/ [ホちゃん 2]^ 

人物モード 

-シーンモードの[夜景&人物]/[夜景]/ 
[イルミネーション] 

□ーライトモード 


《動画撮影中に記録した写真([巧*](動画優先)） （ P 48) には、月齢/年齢や名前は記録されません。 


次のページに続く@ 
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動画を撮る（続き） 


動画撮影中に写真を記録する 


動画撮影中でを写真を記録することびでさます。（同時記録) 


動画撮影中に、シャツターボタンを全巧しする 

• 写真を記録中は同時記録表示び表示されます。 

•タッチシャツター機能 ( P 3 日) を使って、写真を撮影することもでき 
ます。 



同時記録表示 


■ 動画優巧、写真優先を設定する 

使ぇるトド：面面凶 [ MJ 回图脚齒 

動画撮影メニューの[写真撮影]で、動画撮影中の写真の記録方法を設定することびでさます。 


項目 

設定内容 

嘴 

(動画優先） 

•記録画素数に] (2 M ) で写真を記録します。通常の写真の [ S ] に M ) とは画質び異なる場合 
びあります。 

•クオリティを [ RAW : ミ:]、 [RAW または [ RAW ] に設定時は JPEG 画像のみ記録されま 
す。 （[ RAW ] 設定時はクオリティは [ sis ] で記録されます） 

•動画撮影中の写真の記録可能枚数は、最大30枚までです。 

•クリエイティブコント□-ルモードの[ジオラマ]では、シャツターボタンを全巧し時と多 
少ずれて記録される場合びあります。 

ち 

(写真優先） 

• 設定した記録画素数、クオリティで写真を記録します。 

• 写真を記録中は画面び黒くなります。その間、動画には静止画像び記録され、音声び途切れます。 

• 動画撮影中の写真の記録可能枚数は、最大8枚までです。 


©お知らせ 

• 写真の画像横縦比は[匹回]に固定されます。 

• i ； rF の場合、同時記録はでさません。 

-[撮影モード]の [ MP 4] を [ VGA ] に設定時 
- EX テレコン使用時([ち泻真優先)]設定時のみ) 
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再生ずる 



1 [面]を巧す 



2 画面を水平にドラッグして画像を送る 

次の画像へ送る:ちか5左にドラッグ 
前の画像に戻す:左か5ちにドラッグ 


•カーソルボタンの ◄/ ►を押してち画像を送ることびでさます。 
•画像送りの早さは、再生の状況によって変わります。 


•画像を送ったあとに画面の左ちの端をタッチしたままにすると、画像を 
連続して送ることびでさます。（画像は縮ルして表示されます） 

■ 再生を終了するには 

再度[面]を押すか、動画ボタンを押す、またはシャッターボタンを半押しする 
©ぉ知らせ 

• 本機は一般社団法人電子情報技術産業協会 (J 曰 TA ) にて制定された統一規格 DCF(Design rule for 
Camera File system ) および、 Exif(Exchangeable Image File Format ) に準拠しています。 DCF 規格 
に準拠していないファイルは再生でさません。 

• 他機で撮影された写真は本機で再生でさない場合びあります。 
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[▲]/[▼] をタッチして再生したい月を選ぶ 

• 撮影した画像び]枚わない月は表示されません。 

• [^]をタッチするとマルチ再生画面び表示されます。 

再生したい日付を選び、[決定]をタッチする 
再生したい画像をタッチする 

•カ レンダー画面表示に戻すには、後ダイヤルを左側に回す、 
または、 [ ICALl ] をタッチしてください。 


扣 II 1 さか 


で圏胃 


WEDTHU FRI 5 ； 

nmmi 

A 圍 HHIBI 
I 国圍圓 H 国国 I 

■BBBBn 

■■ 也 決定」 


©お知らせ 

•始めに選ばれる曰付は、再生画面で選んでいた画像の撮影曰になります。 

•同じ曰付で複数の撮影画像びある場合は、その曰の最初に撮影された画像び表示されます。 
•カレンダーの表おできる範囲は、2000年]月から2099年] 2月までです。 

• [時計設定]を行わずに撮影した場合、 20]] 年]月]曰に表示されます。 

• [ワールドタイム]で旅行先を設定して撮影された画像は、旅行先の曰時でカレンダー表示されます。 


次のページに続く 


基本 


複数の画像を一覧表示する（マルチ再生） 


[回]をタッチする 

*私下のアイコンをタッチすると、再生画面を切り換えることびでさ 
ます。 

•[[ H ]:] 画面 •[を呂]:]2画面 

•[®]:30 画面 •[回 3]: カレンダー再生 

* 後ダイヤルを回してち再生画面を切り換えることびでさます。 

• スライドパ'-に [▲]/[▼] び表示されている場合は、タッチして画面 
を切り換えて < ださい。 

• スライドバーを上下にドラッグすると画面を切り換えることびでさ 
ます。 

* 画面を上下にドラッグ ( P ] 6) すると少しずつ画像を切り換えるこ 
とびでさます。 

• [[/]] と表示される画像は再生でさません。 



■ 1画面表示に戻すには 

画像を選び、タッチしてください。 


スライド バー 


画像を撮影曰ごとに表示する（カレンダー再生） 


マルチ再生画面で、[阮] ] をタッチする 


2 3 4 
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再生する（続き） 


再生画面を拡大する（再生ズーム) 


拡大したい部分をタッチする 

1倍 iz >2 倍 iz >4 倍 [ z >8 倍 iz > ] 6倍 

•後ダイヤルを回しても画像を拡大/縮ルすることびでさます。 

• 拡大するほど、画質は粗 < なります。 

• 画面をドラッグ (P16) すると拡大部分を移動することびでさます。 

• [@]をタッチすると、元の大ささ （] 倍)に戻ります。 

• をタッチすると倍率はルさくなります。 

■ 再生ズームのまま表お画像を切り換えるには 

再生ズームのズーム倍率、ズーム位置を保持したまま表示画像を切り換えることびでさます。 

再生ズーム中に後ダイヤルを巧して画像 
送り操作に切り換え、 [ n ] / [ Q ] をタッチし 
て画像を送る 

•カーソルボタンの ◄/ ►を巧してわ画像を送ることびでさます。 

• i；rF の画像は、ズーム位置び中央に戻ります。 

-[画像横縦比]び異なる画像 
-[記録画素数]び異なる画像 

-回転方向び異なる画像([回転表示]を [ON] にしている場合） 


次のページに続く 
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再生する（続き) 


基本 


再生画面の表示情報を切り換える 


[ DISP .] を巧して切り換える 

• 画面は似下に切り換わります。 



情報なし 

情報あり 詳細情報表示《1 ヒストグラム表示《1りバライト表示)《1ぶ 



情報なし 


《 ] 再生ズーム時、動画再生中、スライドショー中は表示されません。 

《2カスタムメニューの[ノ V イライト表示] ( P 1 27) を [ ON ] にしているときのみ表示されます。 
•再生時はヒストグラムを R (レッド)、 G (グリーン)、巨（ブルー)、 Y (輝啟に分けて表示します。 


次のページに続く@ 


©戻る 
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再生する （続き） 


動画を見る 


本機で再生できる動画のファイル形式は本機または当社製デジタルカメラ （LUMIX) で撮影した 
AVCHD(AVCHD Progressive を除く）、MP4、 QuickTime Motion JPEG です。 

1 [面]を巧す 


2 動画アイコン （[«]) び付いた画像を 
選び 、 [D ] をタッチして再生する 

• 再生を開始すると、画面に再生経過時間び表示されます。 

例)8分30秒のとさ: 8 m 30 s 

• [ AVCHD ] で撮影した動画は、一部の情報(撮影情報など)び表示されません。 
•カーソルボタンの▲を巧してわ、動画を再生することびでさます。 

再生中の画面ちの表示は、カーソルボタンの A/T/ ► に対応してい 
ます。 

■ 動画再生中の操作 

ブ 画面をタッチしてコント□ールパネルを表示する 

•約2秒間何ち操作しないと元の状態に戻ります。 

2 コント□—ルノ ネルをタツチして操作する 




動画アイコン 


動画記録時間 


の 

再生/一時停止 

□ 

停止 

□ 

早戻し再生 

巧 

早送り再生 

巧 

コマ戻し(一時停止中） 

巧 

コマ送り（一時停止中） 


音量下げる 

因※ 

音量上げる 


※ク U エイティブコント□ールモードの[ジオラマ]で撮影された動画を再生した場合、表示されません。 


•早送り/早戻し再生について 

-再生中に [ n ] をタッチすると早送り再生。 D ] をタッチすると早戻し再生りこなります。 
もう一度 [ d ]/[ d ] をタッチすると、早送り/早戻し速度び速くなります。徊面表示び 
[►►] から [►►►] に変わります） 

. [^]をタッチすると、通常再生に戻ります。 

©お知らせ 

• 大容量のカードを使用したとさ、早戻しび遅くなる場合びあります。 

• 本機で撮影した動画をパソコンで再生する場合は CD - ROM (付属)のソフトウエア 
「 QuickTime 」 または rPHOTOfunSTUDIO 」 をご使用ください。 

• 他機で撮影された動画は本機で再生でさない場合びあります。 

• ク U エイティブコント□ールモードの[ジオラマ]で撮影された動画は、約10倍の速度で再生されます。 


次のページに続く@ 
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再生する （続き） 


動画か5写真を作成する 


撮影した動画から、]枚の写真を作成でさます。 

1 タッチ操作での動画再生中に、 [ W ] をタッチする 

2 [ 田]をタッチする 

•確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行されます。実行後は 
[Q] をタッチして再生を終了してください。 


◎お知らせ 

• [記録画素数]はに] (2 M)、 [画像横縦比]は[巧回]、[クオ U ティ]はし *_] で保存されます。 
•動画から作成された写真は、通常の画質より粗くなる場合びあります。 

• [MP4] の [VGA] で撮影された動画からは、写真を作成できません。 

•他機で撮影された動画は写真で保存することびできない場合びあります。 

•動画から作成された写真には、再生時に[【35^び表示されます。 
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画像を消去ずる 


画像は一度消去すると元に戻すことがでさません。 


1枚消去 


消去する画像を選び、 [ 



] をタッチする 


2 [1 枚消去]をタッチする 

• 確認画面び表示されます。 

[はい]を選ぶと消去されます。 




複数消去 （1 00枚^まで)/全画像消去 


《連写グループは]枚として扱います。（選んだ連写グループ内のすべての画像び消去されます） 

1 [ 0 ] をタッチする 

2 [複数消去]または[全画像消去]をタッチする 

• [全画像消去]^確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと消去されます。 

• [全画像消去]選択時、 [★!；( 外全消去]を選択すると、お気に入り設定した画像!;(外の 
全画像を消去することびでさます。 

3 ([複数消去]選択時)消去したい画像を 
タッチする (繰り返す） 

•設定した画像に[細び表示されます。わう一度タッチすると設定 
び解除されます。 

4 ([複数消去]選択時）[実行]をタッチする 

• 確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと消去されます。 

©お知らせ 

•消去中は電源スイッチをの FF] にしないでください。また、十分に充電されたバッテリーまたは八じアダプター 
(別売: DMW-AC8) を使用してください。 

• 消去枚数により、時間びかかることびあります。 

• DCF 規格外または[プ□テクト]設定された画像の場合は、[全画像消去]または[女]；^外全消去]をしても消 
去されません。 



©戻る 
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メニューを使って設定ずる 


お好みの撮影や再生びでさるよラに設定したり、より楽しく、使いやすくするためのメニューを用 
意しています。 

特に「セットアップメニュー」は、本機の時計や電源に関する大切な設定です。ご使用の前に、設定 
を確認してください。 

■ メニューの種類 


メニユー 

内容 

陋]撮影 ( P 1 13〜） 

横縦比、画素数などをお好みで設定でさます。 

[聲]動画 ( P 1 23〜） 

撮影モードや画質設定など、動画撮影時の設定びでさます。 

[ぶ] カスタム （ P 1 2巨〜） 

画面の表示方法やボタンの働さなど、本機の操作をお好みに応じて設 
定でさます。また、変更した設定内容を登録してお < ことびでさます。 

[夕]セットアップ ( P 60 〜） 

時計の設定や電子音の切り換えなど、使いやすさの設定びでさます。 

[が 再生 ( P 1 3已〜） 

画像の保護、切り抜さ、プ IJ ントするとさに便利な設定など、撮影し 
た画像に対する設定びでさます。 


メニューの設定方法 


• カスタムメニューの[メニュー位置メモリー] (P131) を [ON] に設定していると、前回終了したメニュー項 
目を選択状態の画面になります。お買い上げ時は [ON] に設定されています。 


1 [ MENU / SET ] を巧す 


2 ▲/ ▼または後ダイヤルを回して 
メニュー項目を選ぶ 

• いちばん下の項目を選んで、さらに ▼ を巧す、または 
後ダイヤルをちに回すと、次の画面に移ります。 



3 [ MENU / SET ] または後ダイヤルを巧す 

• メニュー項目によっては、設定び表示されないちのや、 

表おのされ方び異なるわのびあります。 


次のページに続く@ 
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メニユーを使って設定する（続き） 


4 ▲/ ▼または後ダイヤルを回して 
設定内容を選ぶ 

• ち図の画面は[のレンジコント□ール]を 
[OFF] から[強]に設定する例です。 

5 [ MENU / SET ] または後ダイヤルを 
巧してミ夫定する 



■ メニューを終了する 

[雨/ 1 D ] を数回押す、またはシャッターボタンを半押しする 


■ 他のメニューに切り換えるには 

例)撮影メニューからセットアップメニューに切り換え 

ブ ◄を押す 


2 ▼ または後ダイヤルを回して 

セツトアップメニューアイコン[グ]を選ぶ 


3 ►または後ダイヤルを巧す 

• 続けてメニュー項目を選んで設定して<ださい。 



◎お知らせ 

•本機では仕様上、お使いのモードやメニュー設定により、設定できなくなったり、働かなくなる機能びあり 
ます。 


戻る 


—曰ゾ ー 














基本 



.一を使って設定ずる 


クイックメニューを使うと、一部のメニューを簡単に呼び出すことびでさます。 

• モードや表示画面によっては、設定でさない項目ちあります。使えない項目はグレーで表示されます。 


[ Q . MENU ] ボタンを巧して、クイックメニューを 
表示する 



2 メニュー項目をタッチする 

• [<1]/[り] をタッチすると、メニュ -I 頁目を切り換えることびでさます。 



メニュー項目 


3 設定内容を選びタッチする 


4 設定び終了した!5[終了]をタッチしてメニューを 
終了する 



次のページに続く@ 
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基本 


t クイックメニューを使って設定する（続き）_ 


■ クイックメニューをお巧みの頃目に変更する 


使用するクイックメニューを]日項目まで設定しておくことびでさます。 
撮影状況などに合わせて、メニュー項目を設定してください。 



2 上段か5 メニューを選び、下段へドラッグする 

• ドラッグした場所に空さびない場合、入れ替える 
メニュー項目へドラッグしてください。 

入れ替えて設定することびでさます。 

• 下段から上段にドラッグすると設定び解除され空さ項目に 
なります。 

• [<|]/[|>]をタッチすると、メこューI頁 g や設定内容を切 
り換えることびでさます。 

• 設定でさる項目は、]; TF のとおりです。 


クイックメニューとして、 
設定することができる項目 




起圓 1凹 I 回' 

クイックメニュー画面に' 
表示させることができる項目 


撮影メニュー 

. ミレフオトスタイ J レ （P] ]3) 

•围画像横縦比 (P1 1已） / 

站記録画素数 (P] ] 5) 

- S おクオリティ （P] ]6) 

- 回 測光モード （P117) 

-四フラッシュ (P 目 9) 

-固フラッシュ光量調藝 (P119) 

- I.R 超解像 (P119) 

- id のレンジコント□—ル （P119) 

-むの EX テレコン泻真 •動励 （P67) 

- SS デジタルズーム （P 目 7) 

- i ( i )) 手ブレ補正 (P 目目） 

撮影機能 

動画撮影メニュー 

•才ートフォーカスモード （P79) 

-旧0感度 (P91) 

-ホワイトバランス （P87) 

-ドライブモード 

] 枚撮影 (P3 已)、 

連写撮景ミ (P74)、 

才ートブラケット (P76)、 

セルフタイマー (P78) 

-«撮影モード (P 123)/ 

を画質設定 (P123) 

.〇写真撮影 №48) 


カスタムメニュー 

-ヒストグラム （P1 2目） 

-ガイドライン表示 （P1 2目） 

•記録枠表示 (P130) 


3 [終了]をタッチする 

•上記手順 ブの 画面に戻ります。撮影画面にするには[終了]をタッチしてください。 
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基本 



.一を使う 


@ セットアップメニュ—の設定方法は C ^ P 已巨） 

[時計設定]、[ェ]モード]、[才ートレビュ ー] は大切な項目です。ご使用の龍こ設定を確認してください。 


項目 


©時計設定 

曰付や時刻を変更するとさ 
に設定します。 


2 


設定•お知5せ 


◄/ ►で含わせたい項目を 
選び、 ▲/▼ で設定する 


[表示順•時刻表示お式]を設定す 
る場を 

• [表示形式]を選び、 [MENU/SET] を 
巧すと、表示順 • 時刻表示形式の設定 
画面び表示されます。 

[ MENU / SET ] を押して決定する 


[ワールドタイム]の設定 




•お知らせについては、 30 ページの「時計を設定する」のお知らせをお読みく 
ださい。 

[ 旅行先 ] 、[ホーム]のいずれかを選択後は、 ◄/ ►でエリアを選び、 
[ MENU / SET ] を押して決定してください。 


潑ワールドタイム 

お住まいの地域と海外などの 
旅行先の時刻を設定します。 
旅行先の時刻を表示し、撮影 
画像に記録することびでさ 
ます。 


• お買い上げ時はまず[ホーム]を設定してください。[旅行先]の設赶ま、[ホー 
ム]設定後に行えます。 

旅行先]: 


旅行先の地域 


ホー ム]: 

お住まいの地域 


現地時刻 


ホームとの時差 


現在時刻 


GMT (グリニッジ- 
標準時)との時差 



•エ U ァ選択時に▲を巧すと、ヴマータイム[{^](夏時間)の設定/解除び 
でさます。 

• 画面に表示されるエリァで旅行先び見つからない場合は、ホームエ U ァか 
らの時差を参考に設定して < ださい。 


次のページに続く@ 


戻る 


- 60 - 


























@ セットアッフメニユーの設定方法は C ^ P 已巨） 


項目 

設定•お知5せ 

田 トラベル日付 

旅行の出発曰と帰着曰を設 
定したり、旅行先の名前を設 
定します。 

記録された経過日数などは、 
再生時に表示させたり、[文 
き焼き込み] (P139) で撮影 
画像に焼さ込むことびでさ 
ます。 

[ トラベル日付設定]: 

[ OFF ]： 経過曰数は記録されません。 

[設定]:出発曰、帰着曰を設定します。撮影時に旅行の経過日数 
(何日目か)び記録されます。 

•現在の日付び帰着曰を経過した場合は、自動的に解除されます。 
[トラベル日付設定]をの FF] にした場合は、[旅行先]も自動的に 
[OFF] になります。 

[旅行先]: 

[ OFF ] 

[設定]:撮影時に旅行先び記録されます。 

•文字入力の方法については、 ]] 2 ページの「文きを入力する」をお読みく 
ださい。 

• CD-R 日 M (付属)のソフトウエア 「PH 日 TOfunSTUDI 日」を使って経過日数 
や旅行先をプリントすることびでさます。 

• トラベル日付は、設定された出発曰と本機の時計設定の日付により計算さ 
れます。ワールドタイムを旅行先に設定している場合は、旅行先の日付によ 
り算出されます。 

•設定したトラベル日付は、電源スイッチをの FF] にしても記憶しています。 
•出発曰より前は、オレンジ色で一（マイナス)付さで表示され、経過曰数は記 
録されません。 

• トラベル曰付び白色で一（マイナス)付さで表おされる場合は [ ホーム]と[旅 
行先]との間に、曰付をまたぐ時差びあります。(記録されます） 

• [AVCHD] で撮影された動画は [ トラベル日付]は記録できません。 

• 動画撮影の際、[旅行先]は記録でさません。 

K>》 電子音 

電子音や電デシャッター音 
の音量を設定します。 

[[•]•» 電子音音量]: 電子シャッター音音量]: 

[な]:なし [么] :なし 

[か]:ル [と]: ル 

帕0)] : 大 [ぶ 1] :大 

• [電テシャッター音音量]は、連写の EH] 設定時 L のみ働きます。 

り 》) スピーカー 音量 

スピーカーの音量を7段階 
に調整します。 

•テレビと接続したとさ、テレビ側のスピーカーの音量は変わりません。 
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@ セツトアップメニューの設定方法は 


C ^ P 已巨） 


項目 


設定•お知5せ 


ミ:言液晶調整/ 

LVF 調整 

液晶モニター/別売ライブ 
ビューファインダーの明る 
さや色合い、またはホみや青 
みなどの色みを調整します。 


1 ▲/▼ で設定項目を選び、 ◄/► 
または後ダイヤルで調整する 

2 [ MENU / SET ] を押して巧定ずる 



•液晶モニター表示時は液晶モニターを、別売ライブビューファインダー 
(P] 目 7) 表示時はファインダーを調整します。 


•被写体によっては実際と違って見える場合びありますび、記録される画像 
に影響はありません。 

[陋 ( AUTO )] :周囲の明るさに応じて、自動的に明るさを調整します。 
[四 （ M 0 DE 1)] :液晶モニターを明るくします。 

[固 （ M 0 DE 2)] :液晶モニターを標準的な明るさにします。 

[巨5 ( M 0 DE 3)] :液晶モニターを暗くします。 


匹1液晶モード 

周囲の明るさに応じて、;夜晶 
モニターの 明るさを設定で 
さます。 


•液晶モニターの画面に表示される画像の明るさを強調しているため、被写 
体によっては実際と違って見える場合びありますび、記録される画像に影 
響はありません。 

• [MODEl] の液晶モニターの画面は撮影時、30秒間何を操作しないと、自 
動的に標準的な明るさに戻ります。ボタンまたはタッチ操作で、再び明るく 
点灯します。 

• 太陽光などび反射して画面び見にくい場合は、手などで遮ってください。 

• [AUTO] または [MODE ]] 時は記録可能枚数び減少します。 

• 再生時は、 [AUTO] は選択できません。 

•周囲び暗い場所などでメニュー画面を表示すると、 [M0DE2] 設定にかか 
わらず、液晶モニターの画面び暗< なります。 

• AC アダプター(別売: DMW-AC8) 使用時の初期設定は [M0DE2] になり 


ます。 


ECO ェコモード 

設定した時間の間に何ち操 
作しないと、自動的に電源を 
切ります。 

また、使用しない間、液晶モ 
ニターを自動的に消灯する 
ことで、バッテリーの消耗を 
防ぎます。 


[ tfZ スリープ モード]: 
[ OFF ]、[1 分]、 [2 分]、 

[已分]、 [10 分] 

[画!自動液晶 OFF ]: 

[ OFF ]、[1 已秒]、 [30 秒] 


設定した時間の間に何を操作をし 
ないと、自動的に電源を切ります。 

設定した時間の間に何を操作をし 
ないと、自動的に液晶 モニターを 
消灯します。 


•[スリープモード]を解除する場合は、シャツターボタンを半押しするか、電源 
スイツチをの FF] にしてからもう一度 [ON] にしてください。 
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@ セットアッフメニユーの設定方法は C ^ P 已巨） 


項目 

設定•お知 5 せ 

ECO エコモード 
(続き） 

•[自動液晶日 FF ] を [ 1己秒]または [30 秒]に設定すると[ス IJ - プモー 
ド] は に分]に固定されます。 

•液晶モニターを再度点灯させるには、いずれかのボタンを巧してください。 

•1；( 下の場合、[スリープモード]は働さません。 

•AC アダプター使用時 •パソコンまたはプリンター接続時 

•動画撮影/動画再生時 •スライドショー時 

度]オートレビュー 

写真撮影後に撮影画像を表示 
する時間を設定します。 

[ OFF ] 、[1 秒]、 [3 秒]、 [已 秒] 

[ホールド]: シャッターボタン半押しまで表示 

• [ホールド]に設定した場合、単写、セルフタイマー撮影時は、オートレ 
ビュー中に再生画面の表示切り換えや、後ダイヤルを回しての拡大などび 
でさます。 

• [ SH ] または [ H ] 設定時の連写、オートブラケット撮影時は、オートレビュー 
の設定にかかわらず、オートレビューされます。（ホールドはされません） 

• [ M ] または [ L ] 設定時の連写では働きません。 

• [個人認証]の[自動登録]を[日 N ] に設定時は、口秒]またはに秒]のみ設定 
でさます。 

OIUSB モード 

USB 接続ケーブル(付鳳を 
使って本機をパソコンやプ 
IJ ンターに接続する際に、 
USB 通信方式を設定します。 

[岛接続時に選択]: パソ]ンまたは Piet 目 rid 旨 e 対応プリンター 

に接続したときに、 [ PC ] または [ PietBrid 旨 e 
( PTP )] のいずれかを選択します。 

[APietBrid 旨 e ( PTP )]: 円 ctBridge 対応プリンターに接続する場 
合に設定します。 

[置 PC ] : パソコンに接続する場合に設定します。 

ffiTV 画面タイプ 

テレビの種類に合わせて設 
定します。 

[匹回]:画面び] 6:9のテレビと接続時 
[因 a ]: 画面び4:3のテレビと接続時 

• AV ケーブル(別売)接続時に働さます。 
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@ セットアッフメニユーの設定方法は C ^ P 已巨） 


項目 

設定•お知5せ 

HnmiHDMI 出力 解像度 

HDMI ミニケーブル(別売） 
を使って本機を HDMI 対応 
の八イビジョンテレビに接 
続して再生する際に、 
HDMI 出力の映像方式を設 
定します。 

[ AUTO ] : 接続したテレビからの情報を元に、自動的に出力解像度お央定します。 
[1 080 i ] : 有効走査線数]日80本のインターレース方式で出力します。 
[720 p ] : 有効走査線数720本のプ□グレッシブち式で出力します。 
[480 p ] : 有効走査線数480本のプ□グレッシブち式で出力します。 

• HDMI ミニケーブル(別売)接続時に働きます。 

• [AUTO] に設定していて映像びテレビに出ないときは、 [ 1080 i ]、 
[720p] または [480p] に切り換えて、お使いのテレビび表示でさる映像ち 
式に合わせてください。（テレビの説明書ちお読みください） 

VI が K ビエラ IJ ンク 

本機と HDMI ミニケーブル 
(別売)を使って接続したビ 
エラ U ンク対応機器を自動 
的に連動させ、ビエラのリモ 
コンで操作でさるよラに設 
定します。 

[ OFF ] :本機のボタンでの操作になります。 

[ ON ]： ビエラリンク対応機器のリモコンで操作びでさるようになり 
ます。（すべての操作はでさません） 

本機のボタンでの操作は制限されます。 

• HDMI ミニケーブル(別売)接続時に働きます。 

• 詳しくは、 1已4 ページをお読みください。 

g 国 3 D テレビ出力 

3 D 画像の出力方法を設定し 
ます。 

[巨固]: 3 D 対応テレビに接続する場合に設定します。 

[[2 D ]]： 3 D 非対応のテレビに接続する場合に設定します。 

3 D 対応テレビで 2 D (従来の画像)再生したい場合を、この設 
定にしてください。 

• HDMI ミニケーブル(別売)接続時に働きます。 

• 3□画像を 3 D で再生するちまについては、 1已1 ページをお読みください。 

巴 3 メニューガイド 
モードダイヤルを SCN / 
みに切り換えたときに 
表示される画面を設定し 
ます。 

[ OFF ] : 現在選択されているシーンモード （ P 98) やクリエイテイ 
ブコント□ールモード ( P ] 03) の撮影画面を表示 
[ AUTO ] : シーンモードやク U エイテイブコント□-ルモードの選択 
画面を表示 
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@ セットアッフメニユーの設定方法は C ^ P 已巨） 


項目 

設定•お知5せ 

因 a バージョン表示 

本体とレンズのファーム 
ウェアバージョンを確認で 
さます。 

•レンズを取り付けていないときは、レンズファームウエアは ] と表示 
されます。 

田—を田ま号リセット 

なに撮影される画像の 
ファイル番号を 00 0] に 
します。 

• フォルダー番号び更新され、ファイル番号び0001から始まります。 

• フォルダーま号は] 00〜999まで作成されます。フォルダー番号び999に 
なると番号リセットびでさなくなりますので、データをパソコンなどに保存し 
てフォーマット(下記)することをお勧めします。 

• フォルダーま号を] 00にリセットするには、まず力ードをフォーマットし 
てから、[ま号 IJ セット]を実行し、ファイルま号をリセットしてくださし、 
そのあと、フォルダーま号の U セット画面び表示されますので、[はい]を選 
びます。 

わ設定リセット 

設定をお買い上げ時の状態 
に戻します。 

撮影設定 

セットアップ/カスタム設定 

•撮影 設定をリセットすると、[個人認証]で登録したデータわ U セットされ 
ます。 

•セットアップ/カスタム設定を U セットすると、じ(下の設定内容わリセッ 
卜されます。また、再生メニューの[回転表示]は[日いになります。 

-[ワールドタイム]の設定内容 
•[ トラベル曰付]の設定内容(出発曰、帰着曰、旅行先） 

-シーンモードの际ちゃん1]/称ちゃん2]、[ぺット]の誕生日設定、名前設定 
• フォルダーま号、時計の設定は変わりません。 

区 > フォーマット 
カードをフォーマット(初期 
化）します。 フォーマッ トす 
ると データを 元に戻すこと 
がでをませんので、必要な 
データを 保巧してか5 
フォーマッ トして<ださい。 

• フォーマットするとさは、十分に充電されたバッテ U —または AC アダプ 
夕一側売: DMW-AC8) を使用し、フォーマット中は電源スイッチ 
を [OFF] にしないでください。 

•他の機器でフォーマットした力ードは、もう一度本機でフォーマットして 
<ださい。 

• フォーマットでさないとさは、別のカードを入れてお試しいただいてから、 
お買い上げの販売店へご連絡ください。 


©戻る 


—目。一 













手ブレを補正ずる 


使えるモ - F :幽と J 面国 [ MJ 回國幽圍 

撮影時の手ブレを感知して、カメラび自動的に補正し、ブレの少ない画像を撮ることびできます。 


手ブレ補正機能に対応したレンズが必要です。 

-交換レンズ (H-PS 14042、 H-FS01 404 2) には、手ブレ補正機能びあります。 
-交換レンズ (H-H014) には、手ブレ補正機能びありません。 


■ 撮影メニューで手ブレ捕正を設定する 

1 撮影メニューか5 [手ブレ補正]を選ぶ ( P 己 6) 

2 力ーソルボタンの ▲/▼ で設定を選び、 [ MENU / SET ] を押す 


項目 

設定内容 

OFF 

手ブレ補正は働きません。 （ai.s スイッチのないレンズをご使用の場合のみ選択できます） 

(( i )) 烟常） 

上下左ちの動さに対する手ブレを補正します。 

((it 

疏し撮り） 

上下の動さに対する手ブレを補正します。流し撮り（一定の方向に向かって動いている 
被写体の動きに合わせて、本機を振りなびら撮影する方法)するときに適しています。 


•手ブレ補正機能のないレンズを使用した場合、[手ブレ補正]は選択でさません。 
• 設定後はメニューを終了してください。 


■ 手ブレを防ぐために 

手ブレ警告表示[((回))]び表示されたときは、手ブレ補正、王脚、セルフタイマー (P7 目)、 シャッ 
夕ーリモコン(別売： DMW-RSL1) (P169) などをお使いください。 

•特に!; TF の場合にはシャッタースピードび遅くなって撮影されますので、シャッターを切ったあと、画像び 
出るまで本機を固定してください。兰脚の使用をお勧めします。 

-ス□-シンク □/ 赤目軽減ス□-シンク □ 

-シーンモードの[夜景&人物]/[夜景]/[パーティー] 

. シャッタースピードを遅くしたとさ 

©お知らせ 

• 日. I.S. スイッチのある別売の交換レンズをご使用の場合は、レンズの 0.1.S. スイッチを[日 N] にすることで 
手ブレ補正機能び働くよラに設定することびでさます。（お買い上げ時は[((||))]に設定されています） 

•兰脚を使用するときは、手ブレ補正を [OFF] にすることをお勧めします。[日 FF] に設定すると、画面に 
[((ioFF ] び表示されます。 

• 似下の場合、手ブレ補正び効さにくくなることびあります。 

-手ブレび大さいとさ、ズーム倍率び高いとさ 
-デジタルズーム使用時 
-動さのある被写体を追いなびら撮影するとさ 
-室内や薄暗い場所での撮影で、シャッタースピードび遅<なるとさ 
シャッターボタンを押し込む際は、手ブレにお気をつけください。 

•l；rF の場合、[((||リでの流し撮りの効果び出にくくなります。 

. 夏の曰中など、明るいところ 
. シャッター スピードび]/100より速い場合 

-被写体の動さび遅<、本機を振る速度びあまりにち遅い場合(背景び流れません） 

-本機び被写体の動さにうまく追い付けていない場合 
• [l(i 美]での流し撮りは、別売ライブビューファインダー (P167) での撮影をお勧めします。 
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ズームを使って撮る 


使ぇるモ -F :幽面国 [ MJ 回图幽国 

(の、 SCN モード時は光学ズーム、 EX テレコンのみ) 


ズーム操作はレンズによつて異なります。 


ズームレバーの ある、交換レンズ 
( H - PS 1 4042) をお使いの場合 
T 側に動かす： 

望遠、大さ < 撮る 
W 側に動かす： 

に角、に < 撮る 
•ズームレバーを 動かす幅 
によって、ズームス ピー 
ドび変わります。 



ズーム U ングのある、交換レンズ 
( H - FS 01 404 2) をお使いの場合 
〇側に回す： 

望遠、大さく撮る 
⑩側に回す： 

に角、に < 撮る 



>交換レンズ (H-H0 1 4) には、ズームレノく一わズームリングもありません。 


■ 化学ズーム 

ズームレバーやズーム U ングを操作して、風景などをにく（に角: W 側)撮ったり人や物を大さく 
遵遠: T 側)撮ることびできます。 

■ EX テレコン ( EX ) 

さらに大きく撮るには、撮影メニューまたは動画撮影メニューで [ EX テレコン泻真)]、 [ EX テレコ 
ン(動画)]をそれぞれ [ ON ] に設定してください。 

• 忙Xテレコン得真)]使用時は、記録画素数を [M] またはに](困付きの記録画素数)に設定してください。 

■ デジタル ズーム 

撮影メニューまたは動画撮影メニューの[デジタルズーム]を [2 X ] または [4 X ] に設定するとよ 
り拡大び可能になります。 

■ ズームの種類と撮影倍率 


種類 

光学 ズーム 

EX テレコン （EX) 

デジタル ズーム 

撮影倍率 

使用するレンズによって異な 
ります。 

写真時: 2 倍^ 1 
動画時: 3.6 倍^ 2 

2 倍(: [2 X ] 選択時） 

4 倍(: [4 X ] 選択時） 

画質 

劣化しない 

劣化しない 

掘:大するほど劣化する 


《 ] 記録画素数に] (4 M)、 画像横縦比 [EE] 選択時。記録画素数や画像横縦比により変わります。 
《2画質設定に H]、[HD] 選択時。 

[FSH]、[FHD] 選択時は、 EX テレコンでの拡大はできません （1 倍)。 

[VGA] 選択時は、 EX テレコン倍率は 4.8 倍に変わります。 
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ズームを使って撮る （続き） 


©ぉ知らせ 

• EX テレコン使用時は、写真と動画のズーム倍率び異なるため、写真撮影画面と動画撮影画面の画角び変わ 
ります。[記録枠表示] (P130) の設定を撮影したいモードに合わせておくと、あらかじめ撮影時の画角を確 
認でさます。 

•デジタルズーム使用時は兰脚を使用し、セルフタイマー (P78) を使って撮影することをお勧めします。 

•私下の場合、忙Xテレコン(写真)]および[デジタルズーム]は使えません。 

•[クオリティ]を [RAW: ミ:]、 [RAW ム ]、 [RAW ] に設定時 
-[連写速度]をに H] に設定時 

• クリエイティブコント□-ルモードの [ トイフォト]では、 [EX テレコン]および[デジタルズーム]は使えません。 
• クリエイティブコント□-ルモードの[ジオラマ]では、[デジタルズーム]は使えません。 


タッチ操作でズームを使う 


タツチ操作でズーム操作を行ラことびでさます。（タツチズーム) 


タッチズームにはパワーズーム(電動式ズーム）に対応したレンズが必要です。 

-交換レンズ (H-PS1 404 2) はパワーズームに対応しています。 

-交換レンズ (H-FS01 404 2、H-H014) はパワーズームに対応していません。 

•対応レンズについては、ホームページをご覧ください。 

1 [麵 ] をタッチする 


2 [应リをタッチする 

• スライドバーび表示されます。 


3 スライドバーをドラッグして、ズーム操作を行う 

•タツチする位置により、ズームスピードは変わります。 


[▲]/[▼] 

ゆっくりズームする 

[全]/[み 

速くズームする 


•ちラー度 [E] をタッチすると、タッチズーム操作を終了します。 

©お知らせ 

• [ステップズーム] (P129) を [ON] に設定時は、ステップズーム用の m 

スライドバーび表示されます。 
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撮影 



.を使って撮る 


使えるモ-ド：瞄 IIPI 面国 IMI 回图 ISCNJ 


■ フラッシュを開</閉じる 



r~ 閉じるとさ Iカチッと音が 
夺するまで巧す 



巧 

。ぶ 



〇 〇 


•使わないときは、フラッシュは必ず閉じておいてくださし、 
• フラッシュを閉じているときは、[嗟)]に固定されます。 


◎お知らせ 

• フラッシュを開くとさに、フラッシュが飛び出しまずので、お気をつけください。 
• フラッシュを閉じるときに、指などを挟まないようにお気をつけください。 


フラッシュ設定を切り換える 


使ぇるトド：面面凶 [ MJ 回图脚 

撮影内容に合わせて、内蔵フラッシュの発光のしかたを設定します。 

• フラッシュを開く。 

1 撮影メニューか5 [フラッシュ]を選ぶ ( P 56) 

2 力ーソルボタンの ▲/ ▼でモードを選び、 [ MENU / SET ] を押す 

• 設定後はメニューを終了してください。 


項目 

設定内容 

ち：強制発光 
ち◎:ホ目軽減 
強制発光 

フラッシュを強制的に発光させます。 

•逆光時や堂光ななどの照明の下に被写体があるときなどに適しています。 

巧：ス □- 
シンクロ 
ち S ◎:赤目軽減 
ス □- 
シンクロ 

フラッシュ発光ととわにシャッタースピードを遅くして背景の夜景などち明るく写 
します。 

•夜景を背景に人物を撮影ずるとをなどに適していまず。 

•シャッタースピードを遅くすると画像がブレることがあります。王脚の使用をお勧 
めしまず。 

感：発光禁止 

どのよラな撮影状況でわフラッシュび発光しません。 

• フラッシュ禁止の場所で撮影するときなどに適していまず。 

•内蔵フラッシュ使用時に発光禁止にずるには、フラッシュを閉じてください。 


フラッシュは2回発光します。特に[ち◎]、 Us ◎りこ設定した場合は、発光間隔が長くなりますの 
で、2回目の発光終了まで動かないようにしてください。 


次のページに続く@ 
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■ 撮影モード別フラッシュ設定 

設定でさるフラッシュ設定は、撮影モードによつて異なります。 
(〇：設定可 、X :設定不可、◎:シーンモード初期設定） 


撮影モード 

ち 

4 ■⑩ 

が 

を S ③ 

感 

店5インテリジェントオートモード 



乂※ 

乂※ 

〇 

P プ□グラム AE モード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

A 絞り優先 ae モード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

S シャッター優巧 AE モード 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

M マニュアル露出モード 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

わ クリエイティブコント□ールモード 

X 

X 

X 

X 

〇 

SON シ—ンモ—ド 

回人物 

〇 

◎ 

X 

X 

〇 

^美肌 

〇 

◎ 

X 

X 

〇 

曰風景 

X 

X 

X 

X 

◎ 

画建物 

X 

X 

X 

X 

◎ 

の スポーツ 

◎ 

X 

X 

X 

〇 

E 背景ボケ 

◎ 

〇 

X 

X 

〇 

回巧 

◎ 

X 

X 

X 

〇 

圆料理 

◎ 

X 

X 

X 

〇 

0コレクション 

◎ 

X 

X 

X 

〇 

夜景&人物 

X 

X 

X 

◎ 

〇 

K ] 夜景 

X 

X 

X 

X 

◎ 

BBfl イルミネーション 

X 

X 

X 

X 

◎ 

gg ホちやん1 

〇 

◎ 

X 

X 

〇 

ホちゃん2 

〇 

◎ 

X 

X 

〇 

巧 ペット 

◎ 

X 

X 

X 

〇 

B パ-ティ- 

X 

〇 

X 

◎ 

〇 

S 夕焼け 

X 

X 

X 

X 

◎ 


《撮影メニューによる設定はできません。フラッシュを開くと[み A] び設定されます。 （P40) 

•撮影モードを変更すると、フラッシュの設定び変わることびあります。変更び必要な場合には、再度フラッ 
シュ設定をして < ださい。 

•設定したフラッシュ設定は電源を [OFF] にしても記憶しています。シーンモードを変更すると、シーンモー 
ドのフラッシュ設定はモードを変更するたびに初期設定に戻ります。 

• 動画撮影時はフラッシュは発光しません。 


次のページに続く@ 
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撮影 


を使って撮る （続き) 


■ フラッシュ撮露可能轟囲 

フラッシュ撮影時に被写体との距離び近い場合、レンズでフラッシュ光び遮られたり、フラッシュ 
光の照明範囲外となるため、撮影画像の一部び暗 < なります。被写体との距離を確認しなびら撮影 
して < ださい。 

フラッシュ光び遮られる被写体との距離やフラッシュ光び届く距離は、使用するレンズによって 
異なります。 



交換レンズ ( H - PS 14042) 
装着時 

交換レンズ ( H - FS 0 1404 2) 
装着時 

交換レンズ 
( H - H 014) 装着時 


W 端時 

T 端時 

W 端時 

T 端時 

旧0感度 
[ AUTO ] 設定時 

約40 cm — 
約 6.8 m 

約30 cm — 
約 4.2 m 

約 ].0 m 〜 
約 6.8 m 

約40 cm — 
約 4.2 m 

約己0 cm — 

約9.巨 m 


• [ISO 感度上限設定] ( P 120) を [ OFF ] に設定時での範囲です。 


次のページに続く@ 
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■ フラッシュモード別のシャッタースピード 


フラッシュモード 

シャツタースピード 

ち 

]/60《1〜]/1巨0秒 

ち<§> 

が 

1-1/4000# 

ち S ③ 

感 

巨〇※2〜1/4000秒 


《 ] シャッター優先 AE モード時は60秒、マニュアル露出モード時は日（バルブ)となります。 
《2マニュアル露出モード時は B (バルブ)となります。 

• フラッシュ発光時は、シャッタースピードび]/I目0秒より速い設定には設定できません。 

• インテリジェントオートモード時のシャッタースピードは判別シーンによって異なります。 


©お知らせ 

• フラッシュ撮影時、被写体からの距離び近すざると白飛びび起さる場合びあります。カスタムメニュー 
の[八イライト表示]を [ON] に設定すると、オートレビュー時または再生時に白飛びの起こっている部分び 
黒と白の点滅で表示されます。[フラッシュ光量調整 ](P119) をマイナス方向に設定するなどして、再度撮 
影することをお勧めします。 

• フラッシュに物を近づけたり、発光中にフラッシュを閉じないでください。熱や光で変形、変色する場合び 
あります。 

•赤目軽減強制発光などの予備発光の直後にフラッシュを閉じないで < ださい。故障の原因となります。 

• フラッシュ撮影可能範囲外で撮影すると、適正露出にならず、白っぽく撮れる場合や暗くなる場合びあります。 

• フラッシュ充電中は、フラッシュアイコンびホに点滅し、シャッターボタンを全巧ししてを、撮影でさません。 

• フラッシュ撮影可能範囲外で撮影すると、ホワイトバランスび合わない場合びあります。 

•使用ずるレンズによってはフラッシュ光が遮5れたり、フラッシュ光がレンズの画角をカバーできないた 
め、撮影画像の一部が暗くなる場合がありまず。 

• フラッシュ使用時にレンズフードを付けていると、フラッシュ光びレンズフードに遮られ、画面の下び暗くな 
り、調光ちでさな < なります。レンズフードを外して使用することをお勧めします。 

•撮影を繰り返すと、フラッシュの充電に時間びかかる場合びあります。アクセス表示び消えてから撮影して 
<ださい。 

•赤目軽減の効果には個人差びあり、被写体までの距離や被写体の人び予備発光を見ていないなどの条件に 
よって、効果び現れにくい場合びあります。 

•外部フラッシュ装着時は、外部フラッシュび優先されます。 

外部フラッシュについては、 168 ページをお読みください。 
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撮影 


露出を補正して撮る 


使えるモ - K ': 面国回图®国 

被写体と背景の明るさに大さ < 差びある場合など、適正な露出び得られないとさに補正します。 


露出 オーバー 


適正露出 


露出アンダー 




露出をマイナス 
方向に補正して 
<ださい。 



方向に補正して 
<ださい。 


1 後ダイヤルを巧して露出補正操作に切り換える 


2 後ダイヤルを回して、露出を補正する 

•露出補正値は一己 EV 〜+己 EV の範囲で設定可能です。動画撮影時 
は一3 EV 〜+ 3 EV の範囲で設定可能です。 

•露出を補正しない場合は、" 0" を選んでください。 

• 後ダイヤルを回すと、[露出メーター]び表示されます。 (P127) 

(ただし、 SON 、モ-ド時は表示されません） 



©お知らせ 

•露出量び-3 EV から+ 3 EV の範囲を超える場合、撮影画面の明るさはそれ似上変化しません。撮影画像の 
実際の明るさは、オートレビューや再生画面で確認しなびら撮影することをお勧めします。 

• 設定した露出補正量は、電源スイッチを [OFS にしても記憶しています。 

•被写体の明るさによっては、露出補正でさない範囲びあります。 

• プ□グラム AE モードでは、絞り値とシャッタースピードの数値び画面に表示中は後ダイヤルを巧すごと 
に、プ□グラムシフト操作と露出補正操作び切り換わります。 

•絞り優先 AE モードでは後ダイヤルを巧すごとに、絞り設定操作 (P96) と露出補正操作び切り換わります。 
• シャッター優先 AE モードでは後ダイヤルを巧すごとに、シャッタースピード設定操作 (P96) と露出補正 
操作び切り換わります。 
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連写ずる 


使えるモ-ド：瞄 II P I 面国 IMI 回图 ISCNI 国 


シャツターボタンを押している間、連続して撮影します。 

連写速度を EH ] で撮影した画像は、ひとつの連写グループ ( P 1 32) として記録されます。 


1 ▼( Qi の)を巧す 


2 連写アイコン（[回 a ] など）をタッチする 
3 連写速度を選び、タッチする 




に H ] (超高速） 

[HK 高速） 

[ M ] 仲速） 

[ L ] (低速） 

連写速度 

20コマ/秒 

4.2 コマ/秒 

3 コマ/秒 

2コマ/秒 

連写中のライブビュー 

なし 

なし 

あ0 

あ0 

連写 
コマ数 

RAW ファイルあり 

- 

9 コマ※1、2 

RAW ファイルなし 

最大 40 コマ 

カードの空さ容量に依存^2 


《 ] 撮影条件によっては連写コマ数び少なくなる場合びあります。（例えば撮影メニュー 
の[超解像]を[拡張]に設定すると連写コマ数び少な < なる場合びあります） 

《2 力ー ドの空さ容量びいっぱいになるまで撮影されますび、途中から連写速度び遅< 
なります。遅 < なるタイ三ングは画像横縦比、記録画素数、クオ U ティの設定、使用す 
るカードによって異なります。 


•連写速度は、の設定によって低下することびあります。 

-フォーカスモード ( P 33 )/IS 日感度 ( P 91)/ [記録画素数] ( P 1 ] 己)/ [クオリティ] ( P 116) / 
[フォーカス優先] ( P 128) 

• 連写速度は、撮影メニューの[連写速度]でち設定でさます。 

• RAW ファイルについては、 11 巨 ぺージをお読みください。 


4 [決定]をタッチする 
5 ピントを合わせて撮影する 

•シャッターボタンを巧したままにすると連続撮影されます。 


連写 [ H (高速)設定時] 
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撮影 


連写する（続き) 


被写体び暗い場合や連写速度をに H] に設定時は、ピントは]コマ目に固定されます。 
常時ピントを合わせなびら連写するので、連写速度は遅くなることびあります。 

連写速度を優先し、可能な範囲でピントの予測を行います。 


◎お知らせ 

• シャッターボタンを巧したまま連続撮影するときは、シャッターリモコン(別売: DMW-RSL1) の使用をお 
勧めします。シャッター U モコンについては、 169 ページをお読みください。 

• に H] または [H] (フォーカスモードび [AFS] または [MF] の場合)設定時、]コマ目の露出、ホワイトバランス 
に固定されます。被写体の明るさの変化によっては、2コマ目!;^降び明るく撮れたり、暗く撮れたりする場 
合びあります。 

[H] (フォーカスモードび [AFF] または [AF 口の場合)、 [M] または [L] 設定時、]コマごとに露出、ホワイト 
バランスを調整します。 

•暗いところでは、シャッタースピードび遅くなるため、連写速度（コマ/秒)び遅くなることびあります。 

• フラッシュび発光するとさは、1コマしか撮影でさません。 

• i；rF の場合、連写は無効になります。 

-クリエイティブコント□-ルモードの[ジオラマ] 

-ホワイトバランスブラケット設定時 
-動画撮影時 


■連 写とピントについて 

ピント合わせは、フォーカスモードとカスタムメニューの[フォーカス優先] (P] 28) の設定に 
よって異なります。 


フォー カスモード 

フォー カス優巧 

ピント合わせ 

AFS 

ON 

1コマ目 

OFF 

AFF/AFC 《 ] 

ON 

常時ピント^2 

OFF 

予測ピント^ 3 

MF 

- 

マニュアルで設定したフオーカス 


12 3 
《《《 











露出を自動蜘こ変えなが 5 撮る け-ロラヶ ツト撮影) 


使えるモ -F :幽面国 [ MJ 回图幽国 

シャッターボタンを押すごとに、露出の補正幅に従って露出を変えなびら最大で7枚まで撮影し 
ます。 


補正幅：[3,1/3]、ブラケツト順序：[0/-/ + ] 設定時の例 
1枚目 2枚目 


3枚目 



±0 EV 



- 1 /3 EV 



+ 1 /3 EV 


1 ▼( Qi の)を巧す 


2 オートブラケットアイコン （[ BE ] など) 

をタッチする 


3 補正幅を選び、タッチする 

4 [決定]をタッチする 
5 ピントを合わせて撮影する 

•シャッターボタンを巧したままにすると連続撮影されます。 

• 設定枚数分びすべて撮影されるまでオートブラケット表示び点滅します。 
• 設定枚数分びすべて撮影されるまでにオートブラケットの設定を変更 
したり、電源スイッチをの FF] にした場合は、]枚目からの撮影になり 
ます。 



次のページに続く@ 
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露出を自動的にをえなび 6 撮る(オートブラケット撮影）（続き） 


■ 才ートブラケットの単写•連写設定、捕正幅、撮影順序を変ちする場合 


2 


3 


撮影メニューか5 [才ートブラケット]を選ぶ （P 已目） 

▲/ ▼で [□ /Q 設定]、[補正幅]または[ブラケット順序] 
を選び、 [MENU/SET] を押す 


▲ /▼ で設定内容を選び、 [MENU/SET] を押す 



項目 

設定内容 

□/Qi 設定 

□禅写） 

a 健写） 


■ [□] 設定時は、1枚ずつ撮影 
でさます。 

• [Qi] 設定時は、設定枚数まで 
連続撮影でさます。 


項目 

設定内容 

補正幅 

3*1/3 (3 枚撮影） 

3*2/3 (3 枚撮影） 

3*1(3 枚撮影） 

5*1/3 (己枚撮影） 

5*2/3 (已枚撮影） 

5*1 (己枚撮影） 

7*1/3 (7 枚撮影） 

7*2/3 (7 枚撮影） 

7*1(7 枚撮影） 


項目 

設定内容 

ブラケット 

順序 

0/-/+ 

-/0/+ 


• 設定後はメニューを終了してください。 


◎お知らせ 

• 露出補正をしてからオートブラケット撮影をする場合は、補正された露出値を基準にして撮影されます。 

• 被写体の明るさによっては、オートブラケットで露出補正でさない場合びあります。 

• [超解像]を[拡張]に設定時、オートブラケットを連続撮影する場合、設定枚数分びすべて撮影されるまでに 
時間びかかることびあります。 

• 似下の場合、オートブラケットは無効になります。 

-ク U エイティブコント□-ルモードの[ジオラマ] 

-ホワイトバランスブラケット設定時 
-動画撮影時 
-フラッシュ撮影時 
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セルフタイマーを使って撮る 


使えるモ - ド：瞄 II P I 面国 IMI 回图 ISCNI 国 


1 ▼( Qi の)を巧す 


2 セルフタイマーアイコン（区田など）を 
タッチする 


3 セルフタイマーの時間を選び、タッチする 


項目 

設定内容 

公" 

]0秒後に撮影します。 

公 〇5 

10秒後に約2秒間隔で3枚撮影します。 

な 

2秒後に撮影します。 

• 兰脚使用時などシャッターボタンを巧したとさ 
のカメラブレを防ぐのに便利です。 






4 [決定]をタッチする 


5 シャッターボタンを半押しして 
ピントを合わせ、全巧しして撮影する 

• ピントび合うまで、撮影されません。フォーカスと露出はシャッ 
ターボタン半巧し時に固定されます。 

• ピントび合っていない場合でわシャッターボタンの全押しで撮影 
されるようにしたいときは、カスタムメニューの[フォーカス優 
先]を[日 FF ] に設定してください。 （ P 128) 


セルフタイマー (10 秒設定時） 



•セルフタイマーランプび点滅し、10秒(または2秒)後に撮影動作 
び開始されます。 

• [ろ') S ] 選択時は、]枚目および2枚目撮影後にセルフタイマーラン 
プび再度点滅し、2秒後に撮影動作を開始します。 


セルフタイマーランプ 



©お知らせ 

•セルフタイマーの時間は、撮影メニューの[セルフタイマー]でち設定でさます。 
•セルフタイマー撮影時は、兰脚の使用をお勧めします。 

• 設定時、撮影状況によっては撮影間隔び2秒似上になることびあります。 

• 設定時、フラッシュ発光量は一定にならないことびあります。 

• ホワイトバランスブラケット設定時は、に設定できません。 

• 動画撮影ではセルフタイマーは無効になります。 
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撮影 


自動でピントを合わせて撮るけ-トフォ-カス) 


使ぇるモ -K': 面国 [MJ 回图幽国 

被写体の位置や数に応じて、ピントの合わせ方を選択でさます。 

また、タッチパネルを使って指定した被写体にピントを合わせることびできます。 
(カスタムメニューの[タッチ設定]で、[タッチ AF] を [ON] に設定してくださし、） 
撮影状況や撮りたい構図に合わせて使い分けてください。 

1 フォー カスモードを [ AFS]、[AF 鬥 または 
[ AFC ] に設定する （ P 33) 

2 ◄(国）を巧す 

3 才ートフォーカスモードを選び、タッチする 

• [出]、 [圍]、[因]、[因]を選択時に ▼ を巧すと、 AF エリア設定画面び 
表示されます。 AF エ U ア設定画面での操作については、 8 ] ページをお 
読み < ださい。 

4 [決定]をタッチする 


©お知らせ 

• シーンモードの[料理]、[夜景]、[イルミネーション]では[:ぶ]に設定でさません。 

• フォーカスモードの [ AFF ] または [ AFC ] では[因]に設定できません。 

• デジタルズーム使用時またはク U エイティブコント□ールモードの[ジオラマ]では、 [囚] に固定されます。 
• シーンモードの[背景ボケ]では AF エリアびルさな]点に固定されます。 


出爛認識)について 


人の顔を自動的に検知(最大]已個）します。認識された顔びどの位置にあってを、顔にピントや露 
出を合わせることびできます。 

カメラび顔を認識すると AF エ U ア枠び表示されます。 

黄色：シャッターボタンを半押しし、ピントび合ラと緑色に変わります。 

白色：複数の顔を認識すると表示されます。黄色の AF エ IJ ア枠内の顔と同じ距 
離にある顔にはピントび合います。 


◎お知らせ 

• AF エリアの位置と大きさを変えることができまず。 ( P 81) 

• [出]選択時、[測光モード]を[四]に設定すると、人の顔に合わせて露出を調整します。 （P117) 

•似下の場合など、撮影状況によっては、顔認識機能び働かず、顔び検知でさないことびあります。その際、 
才ートフォーカスモードは[圏]に切り換わります。 

-顔び正面を向いていない/傾いている/極端に明るいまたは暗い/ 

ヴングラスなどで隠れている/ルさく写っている 

-顔の陰影び少ない -動さび速い -被写体び人物似外である -手ブレしている 


次のページに続く 
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自動でピントを合わせて撮る(才ートフォーカス）（続き） 


ち(追尾 AF) について 


指定した被写体にピントや露出を合わせることびでさます。さらに、被写体び動いてを自動でピン 
卜と露出を合わせ続けます。（動体追尾） 


■ タッチパネル操作時 

被写体をタッチして □ ックでさます。 

•タッチシャッター機能を解除した状態で行つてください。 
• □ック中は AF エリアび黄色になります。 

• [固]をタッチすると、□ックは解除されます。 



■ ボタン操作時 

被写体を追尾 AF 枠に合わせ、シャッターボタンを半押しすると□ック 
でさます。 

•被写体を認識すると、 AF エ U アび緑色になります。 

• シャッターボタンを離すと AF エリアび黄色に変わります。 

• [MENU/SET] を巧すと、□ックは解除されます。 

•インテ U ジェントオートモードでは、力ーソルボタンの◄を巧すごとに追 
尾 AF と顔認識び切り換わります。 

◎お知らせ 

• [測光モード]を[四]に設定すると、□ックした被写体に合わせて露出を調整します。 （P117) 

• □ックに失敗したときは、追尾 AF 枠びホく点滅したあと消えます。もう一度□ックをやり直してください。 
•追尾 AF に失敗したときは、追尾 AF は働きません。その際、才ートフォーカスモードは[因]に切り換わります。 

• の場合、 [ 巧 i:-] は[因]の動作になります。 

-クリエイティブコント□ールモードの[セピア] 

-[フォトスタイル]の[モノク□-ム] 

•l；rF の場合は、動体追尾機能び働かないことびあります。 

-被写体びルさすざる -撮影場所び明るすざる/暗すざる 

-被写体の動さび速い -被写体と背景の色び同じか類似した色びあるとさ 

-手ブレしている -ズーム操作時 


追尾 AF 枠 



圓に3点)について _ 

AF エリアごとに最大23点までピントを合わせることびできます。被写体び中央にない場合に有 
効です。 （AF エ U ア枠は画像横縦比の設定と同じになります） 

©お知らせ 

• 23個の AF エリアを9つのエリアに分け、ピントを合わせる位置を還択できまず。 （P82) 


次のページに続く@ 
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自動でピントを合わせて撮る(才ートフォーカス） （続き） 


因 （1 点)について 


中央の AF エ U ア内にピントを合わせます。 

◎お知らせ 

• AF エリアの位置と大きさを変えることができまず。 

• [因] で被写体び撮りたい構図の中央にないとさなどは、被写体に AF エリアを合わせ、シャッターボタン半 
押しでピントと露出を固定し、半押ししたまま撮りたい構図に本機を動かして撮影することちでさます。 
(フオーカ スモードを [AFS] に設定したときのみ） 


因（ピンポイント）について 


[囚]より小さな点で繊細なピント合わせびできます。 

©お知らせ 

• 拡大した画面で、ピントを合わせる位置を設定できまず。 （P82) 

• シャッターボタンを半巧しするとピントび合っている位置を確認するための画面び約己倍で拡大表示され 
ます。拡大表示される時間はカスタムメニューの[ピンポイント AF 時間] (P] 28) で設定でさます。 

• 被写体によって、ピントび合ったとさに表示される AF エリアの大ささび変わることびあります。 

•動画撮影中、[因]に設定している場合は、 [因] に切り換わります。 


AF エリアの位置を設定する/大きさを変更する 


•タッチシャッター機能を解除した状態で行つてください。 

• ボタン操作では、◄を巧して▼を巧すと AF ェ U ア設定画面を表示できます。 


[出]、[因]選択時 

AF ェ U アの位置と大ささを変更することびでさます。 


2 


3 


被写体を選び、タッチする 

• AF エ U ア設定画面び表示されます。 

• ◄を巧して▼を巧すことでち AF エ U ア設定画面を表示でさます。 

• AF エ U ア設定画面では、カーソルボタンで AF エリアを移動するこ 
とちでさます。 

• [U セット]をタッチすると AF エリアは中央に戻ります。 

スライドパーをドラッグして AF エリア枠の大きさを 
変更する 

• 4種類の大ささに変更でさます。 

• 後ダイヤルを回してち拡大/縮小でさます。 

[決定]をタッチする 

• [MENU/SET] を巧してミ央定することわでさます。 

• [出]選択時は、タッチした場所に[因]と同じ働きの AF エリアび 
表示されます。 [ ^ ] をタッチすると AF エ U アの設定を解除でさ 
ます。 



次のページに続く@ 
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自動でピントを合わせて撮る(才ートフォーカス）（続き） 


[圏] 選択時 

23個の AF エ U アを9つのエ U アに分け、ピントを合わせる位置を選択できます。 

画面をタッチして AF エリア設定画面を表示させ、ち図の 
ように AF エリア枠を選択してください。 

•タッチノ V° ネルから指を離してしばらくすると AF エリア枠び 
消え、 [+] 表示權択した AF エリア枠の中む点)のみび画励こ 
残ります。 

• [ ^ ] をタッチすると AF エリア枠の設定び解除されます。 

• ◄ を巧して ▼ を巧して AF エ U ア設定画面を表示させた場合、 

力ーソルボタンで AF エリア枠び選択できます。 [MEN U/ 

SET] を巧すと AF エ U ア枠びミ央定されます。 

[因] 選択時 

画面を拡大することで、細かいピントを合わせる位置の設定びでさます。 

• 画面の端にはピントを合わせる位置の設定びでさません。 

1 被写体を選び、タッチする 

• ピントを合わせる位置をミ央めるためのアシスト画面び約己倍で拡大表示 
されます。 

• ◄ を巧し、 ▼ を押して拡大位置の設定画面を表示させたあと、カーソル 
ボタンで拡大位置をみめて [MENU/SET] を巧してもアシスト画面び表 
示でさます。 

2 画面をドラッグして中央の十字の交点に被写体ををわせる 

• カーソルボタンでピントを合わせる位置を移動することわできます。 

• [リセット]をタッチすると、ピントを合わせる位置は中央に戻ります。 

• アシスト画面では、 [0] をタッチすることでを、写真を撮影することびでさます。 

■ [タイレクトフォーカス移動]で AF エリアを簡単に移動する 

[:ぶ]、 [圍]、 [囚] 選択時にカスタムメニューの[ダイレクトフォーカス移動]を [ON] に設定する 
と、カーソルボタンで直接 AF エ U アを移動することびでさます。[因]のとさは、拡大位置を移動 
することびでさます。 

•オートフオーカスモード、ホワイトバランス JS 日感度、ドライブモードなど力ーソルボタンに割り当てられ 
ている機能は、クイックメニュ ー(P 已 8) のメニュー項目に設定してお使いください。 
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◎お知らせ 

• [測光モード] (P1] 7) び[曰]のときは、測光夕ーゲットも AF エリアに合わせて移動します。画面の端で 
は、 AF エ U ア周辺の明るさの影響を受ける場合びあります。 

•ク U エイティブコント□-ルモード時は、[ダイレクトフォーカス移動]はの FF] に固定されます。 

•デジタルズーム使用時は、 AF エ U アの位置と大ささを変えることはでさません。 
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手動でピントを合わせて撮る(マ ニ ュアルフォ-カス) 


使ぇるモ -F :幽面国 [ MJ 回图幽国 

ピントを固定したい場合や、被写体との距離び固定されていて、オートフオーカスを働かせたくな 
い場合などに使います。 


手動でピントを台わせる操作はレンズによって異なります。 


フオーカスレバーのある、交換レンズ 
(H-PS1 404 2) をお使いの場合 
〇側に動かす: 近くに 
ピントを合わせる 
© 側に動かず: 遠くに 
ピントを合わせる 
•フ オー カスレ バーを 動 
かす幅によって、ピント 
を 合わせる速度び変わ 
ります。 


フオーカス U ングのある、交換レンズ 
(H-FS01 4042、 H-H014) をお使いの場合 
® 側に回す: 近くに 
ピントを合わせる 
©側に回す: 遠くに 
ピントを合わせる 




1 フオー カスモードを [ MF ] に設定する （ P 33) 


2 レンズのフ オー カスレ バー やフ オーカ スリング 
を操作して、ピントを合わせる 

• カスタムメニューの [MF アシスト]を[日 N] に設定時は、手動でピント 
合わせをするとアシスト画面に切り換わり、掘:大表示されます。 
(MF アシスト） 


• カスタムメニューの [MF ガイド]をの N] に設定時は、手動でピントを合 
わせると画面に MF ガイドび表示されます。近距離側、遠距離側へピン 
卜を合わせる方向を確認でさます。 


MF アシストな広大画面) 



MF ガイド 


次のページに続く@ 
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撮影 


t 手動でピントを合わせて撮る(マニュアルフォーカス） （続き）_ 


MF アシストについて 


■ MF アシストを表示する 

• フォーカスレバーを動かす、フォーカスリングを回す、または画面をタッチすると表示されます。（ク IJ エイ 
ティブコント□ールモードの[ジオラマ]では、画面のタッチによる表示びでさません） 

• カーソルボタンの◄を巧して拡大位置の設定画面を表示させたあと、カーソルボタンで拡大位置をミ央めて 
[MENU/SET] を巧しても表示できます。 

• カスタムメニューの[ダイレクトフォーカス移動]び [ON] のときは、力ーソルボタンを巧すと拡大位置の設 
定画面になります。 

■ MF アシストの表示を変更する 

拡大倍率を約4倍/已倍/10倍に変更でさます。4倍の場合は画面中央に、5倍/10倍の場合は画 

面全体に拡大表示されます。 

• [ Ei ]/[ Epi ] をタッチする、または後ダイヤルを回すと倍率を変更でさます。 

■ 拡大位置を移動する 

• 画面をドラッグ (P] 6) する、または力ーソルボタンを巧すと移動できます。 

• i ; rF の操作を行ラと、拡大位置は中央に戻ります。 

-フォーカスモードを [ MF ] じ(外に設定したとき 
-[画像横縦比]、[記録画素数]を変更したとさ 
-電源スイッチを [OFF] にしたとき 
-拡大位置の設定画面で [IJ セット]をタッチしたとさ 

■ MF アシストを終了する 

• シャッターボタンを半巧しすると終了します。 

• 画面の[終了]をタッチする、または [MENU/SET] を巧しても終了します。 

• フォーカスレバーを動かして、またはフォーカス U ングを回して表示した場合は、操作をやめると約] 0秒 
後に終了します。 


©ぉ知らせ 

• デジタルズーム使用時、または動画撮影中は MF アシストは表示されません。 

•使用するレンズにより MF アシストまたは MF ガイドは表示されない場合びありますび、 MF アシストはタツ 
チパネル操作またはボタン操作で本機を直接操作すると表示させることびでさます。 


次のページに続く@ 
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撮影 


t 手動でピントを合わせて撮る(マニュアルフォーカス） （続き）_ 


マニュアルフオーカスのテクニック 


〇フオーカスレバーを動かして、または 
フオーカスリングを回して、ピントを合 
わせる 

0さらに同じ方向に少し動かす、または回す 
0フォーカスレバーを反対ち向に少し動 
かしなびら、またはフオーカス U ングを 
反対ち向に少し回しなびら微調整する 



◎お知らせ 

• ピントを合わせたあとズーム操作をした場合は、ちラー度ピントを合わせ直してください。 

• スリープモード解除後は、必ずピントを合わせ直してください。 

•近距離を撮影する場合は… 

-兰脚を使用し、セルフタイマー （ P 78) を使って撮影することをお勧めします。 

-ピントの合っている範囲(被写巧深度)び非常に狭くなりますので、ピントを合わせたあと、カメラと被写 
体との距離び変化するとピントび合いにくくなります。 

-画像の周辺部の解像度び少し低下することびありますび、故障ではありません。 


撮影距離昼準について 


撮影距離基準マークは撮影距離の基準となるマークです。 
マニュアルフオーカスや接写の目安にしてください。 



0.18 m 


交換レンズ 

( H - PS ] 404 2) 装着時 


交換レンズ 

( H - FS 0] 404 2) 装着時 

交換レンズ 
( H - H 014) 装着時 


撮影距離基準(撮像面） 
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露出やピントを固定して撮る ( AF / AE □ック) 


使ぇるモ -F : の国画但 J 图國陸] 

被写体のコントラストび強すざて適正露出び得られない場合 (AE □ック）や、被写体び AF エ U ア 
から外れた構図で撮りたい場合 (AF □ ック）などに便利です。 


[AF/AE L0CK/Fn2] ボタンは、 [AF/AE LOCK](AF/AE □ック）と [Fn2] 
(フアンクシヨン 2) の2とおりの使い方びでさます。 

お買い上げ時は、 AF/AE □ックび設定されています。 

•設定を切り換える場合は、カスタムメニューの [AF/AE LOCK /Fn2] で設 
定して < ださい。 

• フアンクシヨンボタンについて詳しくは 92 ページをお読みください。 



1 被写体に画面を合わせる 

之 [ AF/AE L 日 CK ] を巧したままにし、ピントや露出を固定する 

• [AF/AE LOCK] を離すと、□ックは解除されます。 

3 [ AF/AE LOCK ] を巧したまま、撮りたい構図に本機を 
動かし、シャッターボタンを全巧しする 

• [AE] 設定時は、シャッターボタンを半押ししてピントを合わせてから、全巧 
しして < ださい。 

■ AF/AE □ック切換について 

カスタムメニューの [ AF/AE □ック切換]で、ピントや露出の固定内容を設定できます。 



AE □ック表示 


項目 

設定内容 

[AE] 

露出だけを固定します。 

• 露出び合うと、 [AEL] および絞り値とシャッタースピードの表示び点灯します。 

[AF] 

ピントだけを固定します。 

• ピントび合うと、 [AFL] およびフォーカス、絞り値、シャッタースピードの表示び点灯します。 

[AF/AE] 

ピントと露出を固定します。 

• ピントと露出び合うと、 [AFL] と [AEL]、 およびフォーカス、絞り値、シャッタースピードの 
表示び点なします。 


◎お知らせ 

• カスタムメニューの [AF/AE □ック維持]を [ON] に設定すると、 [AF/AE LOCK] を巧したあと、離しても 
ピントや露出を固定することびでさます。 （P] 27) 

• AE □ックを行ラと、液晶モニター/別売ライブビューファインダーに映る撮影画面の明るさち固定されます。 

• マニュアル露出モード時は、 AF □ックのみ有効です。 

• マニュアル フォー カス時は、 AE □ックのみ有効です。 

•動画撮影中に新たに AE □ック、 AF □ックを行うことはできません。 

• 被写体の明るさび変わってわ、露出は固定されます。 

• AE □ック時でも、シャッターボタンを半押ししてピントを合わせ直すことびできます。 

• AE □ック時でち、プ□グラムシフトを設定でさます。 


©戻る 
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撮影 


ホワイトバランスを調整ずる 


使ぇるモ-ド：の面国 [MJ 回图幽 

太陽光や白熱灯下など、白色び赤みびかったり青みびかったりする場面で、光源に合わせて見た目 
に近い白色に調整します。 

1 ►( WB ) を巧す 


2 ホワイトバランスを選び、タッチする 

• [<]]/ [り]をタッチすると、項目を切り換えることびできます。 

3 [決定]をタッチする 


項目 

撮影 状況 

[AWB] 

自動調整 

閒 

晴天の屋外での撮影時 

[A] 

曇りの屋外での撮影時 

[6、] 

屋外の晴天下の曰陰での撮影時 

[み] 

白熱灯下での撮影時 

[四]※ 

フラツシユ光のみでの撮影時 

[出、[出 

あらかじめセツトしている設定を使用 

[晒] 

あらかじめセツトしている色温度設定を使用 


《動画撮影中は [AWB] の動作になります。 



次のページに続く@ 
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ホワイトバランスを調整する （続き） 


■ オートホワイトパランスにごいて 

撮影時の状況によっては、画像び赤っぽくなったり、青っ 
ぽくなったりします。また、光源び複数の場合や白に近い 
色びない場合、オートホワイトバランスび正常に働かな 
い場合びあります。この場合は、ホワイトバランス 
を [ AWB ] し U 外に設定して調整してください。 



10000 K 

青 

ぽ 

い 

色 

9000 K 

8000 K 

7000 K 

600 0 K 

百 

5000 K 

li 

し、 

400 0 K 

色 

3000 K 

ホ 

li 



2000 K 




一； み 


*6 如陰 


曇り空 


太陽光白色堂光打 


•曰の入前•曰の出後、2時間 
•曰の入前•日の出後、1時間 

-•ハ□ゲン電球 

•曰の入前•日の出後、30分 

白熱電球レ" 

• 日の出•曰の入前 


ろラそく 


©お知らせ 

•堂光灯や LED などの照明下では、その種類によって最適なホワイトバランスは異なりますので、 [AWB] ま 
たは[&]、[&]をご使用ください。 

• フラッシュ撮影時、フラッシュ撮影可能範囲 （P71) 外で撮影すると、ホワイトバランスび合わない場合び 
あります。 

•設定したホワイトバランスは電源スイッチを [OFF] にしても記憶していますび、他のシーンモードでホワ 
イトバランスを変更すると、設定したシーンモードのホワイトバランスは [AWB] に戻ります。 

• じ(下のシーンモードでは、ホワイトノ（ランスは [AWB] に固定されます。 

-[風景]/[建物]/[料理]/[夜景&人物]/[夜景]/[イルミネーション]/[パーティー]/[夕焼け] 

• [ダイレクトフォーカス移動] (P82) び[日 N] に設定されているときは、力ーソルボタンでの操作び AF エリ 
アの移動に変わりますので、クイックメニュ ー(P 已 8) のメニュー項目に設定して、お使いください。 


次のページに続く@ 
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ホワイトバランスを調整する （続き） 


手動でホワイトバランスを設定する 


ホワイトバランスの設定値を設定します。撮影時の状況に合わせてお使いください。 

1 [&] または [&] を選び、[ホワイトセット]をタッチする 
2 白い紙など白いものだけを枠内に映し、[決定]を 
タッチする 

©お知らせ 

• 被写体び明るすざたり、暗すざると、ホワイトバランスび設定でさな 
し、場合びあります。そのときは適切な明るさに調整して再度設定して 
<ださい。 



色溫度設定 


撮影場所のいろいろな光に合わせて自然な色合いの撮影びでさるよラ、手動で色温度を設定する 
ことびできます。色温度とは、光の色を数値[単位: K (ケルビン）]で表したもので、温度び高いほど 
青っぽく、低いほどホっぽくなります。 


2 


3 


[S 回]を選び、[色温度設定]をタッチする 
色湿度設定バーをドラッグずる 

• [▲]/[▼] をタッチまたはカーソルボタンの ▲/ ▼を押してち 
数値を設定することびでさます。 

• [2 已〇 0K] 〜 [10000K] まで設定でさます。 

[決定]をタッチする 



次のページに続く@ 
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ホワイトバランスを 調整す る （続き） 


ホワイトバランス微調整 


ホワイトバランスを設定してを、思いどおりの色合いにならないときに、微調整することびできます。 


2 


3 


ホワイトバランスを選び、[調整]をタッチずる 
ホワイトバランス微調整枠内をドラッグして、微調整する 

• [G+]/[M-]/[A]/[B] をタッチまたは力ーソルボタンの ▲/▼/ 
► を巧しても微調整することびでさます。 

◄ : A (アンバー:オレンジ系） ▲: G + (グ IJ ーン:緑系） 

► : B (ブルー:青系） ▼: M —（マゼンタ:ホ系） 

[決定]をタッチする 



©お知らせ 

• ホワイトバランスを A (アンバー）または日（ブルー)方向に微調整すると、画面に表示されるホワイトバラ 
ンスアイコンび微調整した色に変わります。 

• ホワイトバランスを G+ (グリーン）または M —（マゼンタ)方向に微調整すると、画面に表示されるホワイ 
トバランスアイコンに [+] (グ U- ン）または[一](マゼンタ）び表示されます。 

• ホワイトバランスを微調整しない場合は、中む点を選んでください。 

• ホワイトバランスの微調整は、フラッシュ撮影にわ反映されます。 

• ホワイトバランスの各項目で独立して微調整することびでさます。 

• 電源スイッチを[日 FF] にしても設定したホワイトバランス微調整は記憶されます。 

• [A]、[A] で新しくホワイトバランスを設定し直したとき、または [>回] で色温度を設定し直したとき 
は、微調整レベルは標準仲む点)に戻ります。 


ホワイトバランスブラケット 


1回シャッターボタンを押すと、ホワイトバランス微調整の調整値を基準にブラケット設定を行 
い、異なった色合いの画像を自動的に3枚撮影します。 


2 


上記の手順 2 でホワイトバランスを微調整し、 [g]/ 
[D] をタッチしてブラケット設定を行う 

• 後ダイヤルを回してちブラケット設定することびでさます。 

[D] または後ダイヤルち回し:横方向 （A 〜日） 

[ 0 ] または後ダイヤル左回し:縦方向 (G+ 〜 M-) 

[決定]をタッチする 



©お知らせ 

• ホワイトバランスブラケットを設定すると、画面に表示されるホワイトバランスアイコンに [BKT] び表示 
されます。 

•電源スイッチを [0R=] (ス IJ ープモードを含む）にすると、ホワイトバランスブラケットの設定び解除され 
ます。 

• シャッター音は]回しか鳴りません。 

• 動画記録時は、ホワイトバランスブラケットは働きません。 
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撮影 


ISO 感度を設定ずる 


使えるモード：|ド|面国||\/||回图 


光に対する感度 ( IS 日感度)を設定でさます。数値を高く設定すると、暗い場所でを明るく撮ること 
びでさます。 


1 ▲(ISO) を巧す 

2 旧0感度を選び、タッチする 

3 [決定]をタッチする 



旧0感度 

設定内容 

AUTO 

明るさに応じて、自動的に ISO 感度を調整します。 

•最大 [ism 600 ] x . 

日 ISO (インテリジェント） 

被写体の動さと明るさに応じて、 ISO 感度を調整します。 

•最大 [ism 60 〇]※ 

160/200/400/800/ 

1600/3200/6400/12800 

それぞれの ISO 感度に固定します。 

(撮影メニューの[旧0感度ステップ] ( P 120) を [1/3 EV ] に設定し 
ているときは、設定できる旧0感度の項目が増加しまず） 


《撮影メニューの[旧0感度上限設赶 （P120) を [OFF] む外に設定しているときは、[旧0感度 
上限設定]の設定値までの範囲で自動的に設定します。 



160 

12800 

撮影場所(お勧め） 

明るいとさ(屋外） 

暗いとさ 

シャッタースピード 

遅 < なる 

速 < なる 

ノイズ 

少ない 

多い 

被写体ブレ 

多い 

少ない 


■ 日 ISO (インテリジェント旧日感度コント□—ル)について 

被写体の動さを検知し、被写体の動さと明るさに応じて最適な IS 日感度とシャッタースピードを 
カメラび自動的に設定して、被写体のブレを抑えます。 

• シャッタースピードはシャッターボタン半巧し時に固定されず、全押しするまで常に被写体の動さに合わ 
せて変化します。 

©お知らせ 

• [ AUTO ] 設定時のフラッシュ撮影可能範囲については、 7] ページをお読みください。 

• シーンモードの[スポーツ]、[ホちゃん1]/[ホちゃん2]、[ぺット]では[日 ISO ] に固定されます。 

• [ダイレクトフォーカス移動] ( P 82) び[日 N ] に設定されているときは、力ーソルボタンでの操作び AF エリ 
アの移動に変わりますので、クイックメニュ ー( P 己 8) のメニュー項目に設定して、お使いください。 
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撮影 



ンボタンを使ラ 


[Fn 1]、 [Fn2]( フアンクシヨン）ボタンや [Fn3]、[Fn4] アイコンに、 

カスタムメニューの [Fn ボタン設定]に登録されている撮影機能な 
どを割り当てることびでさます。 

[Fn 1]、 [Fn2] はボタンを押すことで、 [Fn3]、[Fn4] はアイコンを 
タッチすることで、割り当てた機能を使うことびでさます。 

• [Fn2] を使用するには、カスタムメニューの [AF/AE L0CK/Fn2] を 
[Fn2] に設定してください。 

1 カスタムメニューの [ Fn ボタン設定]か5 
[Fn 1]、 [ Fn 2]、[ Fn 3] または [ Fn 4] を選び、 

[ MENU / SET ] を巧す 

2 害 II り当てる機能を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 

• [Fn 1]、 [Fn2]、[Fn3]、[Fn4] のそれぞれにお好みの機能を割り当ててください。 


撮影メニュ- 

-/ 撮影機能 

- tAE ♦ワンプッシュ AE ( P 94) 

- I . R 超解像 ( P 119) 

.感 プレビュ ー （ P 95) 

- id ID レンジコント□—ル （ P ]19) 

- 画水準器表示 ( P 38) 

- にの EX テレコン得真 •動画 ） （P 目 7) 

- 〇 フォー カスエリア選択 

- 四 デジタル ズーム （P 目 7) 

-ミ ■♦フォトスタイル （ P 113) 

- ((i)) 手ブレ補正 (P 目目） 

- 困画像横縦比 ( P 115) 

- 國旧〇感度 ( P 91) 

- 站記録画素数 ( P ]] 已） 

•陋ホワイトバランス （ P 87) 

-& クオリティ （ P ]] 目） 

- E 目ぶ 才 ー トフォ ー カスモ ー ド （ P 79) 

• 〇] 公ドライブモード 

-回 測光モード （ P 117) 

1枚撮景ミ ( P 3 日)、 連写撮影 ( P 74)、 

- 区]フラッシュ （P 目 9) 

才ートブラケット ( P 76)、 

- 固フラッシュ光量調整 ( P 119) 

セルフタイマー ( P 78) 


動画撮影 メニュー 

•ち. 動画撮影モード （ P 123)/ • 〇写真撮影 ( P 123) 

画質設定 ( P 123) 


カスタムメニュー 

- H ヒストグラム （ P 12 目） - M ◎記録枠表示 (P 13 日) 

-囲 ガイドライン 表示 ( P 1 2目） 

•設定後はメニューを終了してください。 
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撮影 


t フアンクシヨンボタンを使う（続き）_ 


©お知らせ 

• モードや表示画面によっては、使えない機能わあります。 

• [水準器表示]設定時は、水準器の表示/非表示を切り換えることびでさます。 （P38) 

• [フォーカスエリア選択]設定時は、 AF ェ U アまたは MF アシストの位置設定画面を表示することびでさます。 
• ク|」エイティブコント□ールモードの[ジオラマ]では [Fnl] は使えません。 

•別売ライブビューファインダー表示時は、 [Fn3]、[Fn4] は使えません。 


■ フアンクシヨンボタンを続けて巧すと 

設定画面を表示後に続けてファンクションボタンを押すと、項目 
を移動させることびでさます。シャッターボタンを半押しする 
と、選ばれている項目に設定されるので、別売ライブビューファ 
インダーをご使用の場合などに便利です。 



■ タッチ操作でフアンクシヨンボタンをほ3 

[ Fri 3]、[ Fri 4] はタッチ操作でフアンクシヨンボタンを使うことびできます。 



次のページに続く@ 
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撮影 


t フアンクシヨンボタンを使う （続き）_ 


絞り/シャッタースピードを簡単に適正露出に合わせる（ワンプッシュ AE ) 


使ぇるトド：面面凶回图 

露出の設定び明るすざたり、暗すざたとさ、ワンプッシュ AE を使ラと簡単に適正露出に合わせる 
ことびでさます。 


適正露出でないときの見分け方 

• シャッ ターボタンを半巧した際、絞り値と シャッ タースピードの数値び 
赤色になり、点滅したとさ。 

• M モード時、マニュアル露出アシストびを⑩似外で表示されたとさ。 
マニュアル露出アシストについて詳しくは 97 ページをお読みください。 



ブ 

2 


カスタムメニューの [Fn ボタン設定]をロンプッシュ AE] に設定する 

• [Fnl] の初期設定は、[ワンプッシュ AE] に設定されています。 


(適正露出でないとさに） [Fn 1 ] を巧す 



• 露出メーターび表示され、絞り値やシャッタースピードび適正露出に 
合った設定に変わります。設定び変わる項目は、撮影モードによって 
異なります。 



撮影モード 

設定が変わる項目 

A 

絞り値 

S 

シャッタースピード 

M 

絞り値/シャッタースピード 


•似下の場合では、適正露出に合わせることびでさません。（露出メーターは表示されます） 

-非常に暗い被写体など、絞り値やシャッタースピードを変えてち適正露出にでさないとさ 
-フラッシュ撮影時 
-プレビューモード時 (P9 己） 

-絞り U ングのあるレンズを使用時 

©お知らせ 

• P モード時では、 [Fnl] を押ずとプ□グラムシフトを解除ずることがで 
をます。 


次のページに続く 


因勘お 
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撮影 


t フアン クシ ヨン ボタンを使う （続き）_ 


ッタースピード効果を確認する（プレビューモード) 


使ぇるトド：幽面面凶回图脚齒 

プレビューモードを使ラと、絞り効果とシャッタースピード効果の確認びでさます。 

•絞り効果の確認:実際に撮影される絞り値までレンズの絞り羽根を物理的に絞り込むことにより、被写飛买 
度（ピントの合っている範囲）を確認することびでさます。 

•シャッタースピード効果の確認:実際に撮影されるシャッタースピードでの画面を表示し、動きを確認する 
ことびでさます。シャッタースピードを速 < 設定すると、画面表示びコマ落としのよラに表示されます。 
水の流れなど、動さを止めて撮影したいとさに確認して < ださい。 

• [Fn2] の初期設定は、 [ プレビュー]に設定されています。 

1 カスタムメニューの [Fn ボタン設定]を[プレビュー]に設定する 

2 [Fn2] ボタンを巧して確認画面を切り換える 

• [Fn2] ボタンを巧すごとに画面び切り換わります。 



■ 被写界深度の性質 


撮 

影 

条 

件 

絞り値 

ルさい 

大きい 

レンズの焦点距離 

望遠 

広角 

被写体までの距離 

近い 

違い 

被写巧深度 

(ピントの合つている範囲） 

例：背景をぼかして撮りたいとさ 
など 

深い(広い） 

例：背景までピントを合わせて撮 
りたいとさなど 


©お知らせ 

• プレビューモード中でわ撮影することびでさます。 

•シャッタースピード効果確認のできる範囲は、8 秒〜]/1000 秒です。 
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絞り/シャッタースピードを決めて撮る 


A : 絞り優先 AE モード 


背景までピントを合わせて撮りたいとさは絞り値を大さく、背景をぼかして撮りたいとさは絞り 
値をルさくしてください。 


1 モードダイヤルを [ A ] に合わせる 
2 後ダイヤルを回して絞り値を設定する 

• 後ダイヤルを巧すごとに、絞り設定操作と露出補正操作び切り 
換わります。 



S : シャツター優先 AE モード 


動さを止めて撮りたいとさはシャッタースピードを速く、動さを表現したいとさにはシャッター 
スピードを遅くしてください。 


1 モードダイヤルを [ S ] に合わせる 

2 後ダイヤルを回してシャッタースピードを 
設定する 

•後ダイヤルを巧すごとに、シャッタースピード設定操作と露出 
補正操作び切り換わります。 



M : マニュアル露出モード 


絞り値とシャツタースピードを手動で設定して、露出を決定します。 

露出の状態の目安を示す、マニュアル露出アシストび画面下部に表示されます。 


1 モードダイヤルを [ M ] に合わせる 

2 後ダイヤルを回して絞り値とシャッタース 
ピードを設定する 

• 後ダイヤルを巧すごとに、絞り設定操作とシャッタースピード 
設定操作び切り換わります。 



次のページに続く@ 
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絞り/シャツタースピードを巧めて撮る（続き） 


■ マニュアル露出アシストについて 


図里® 

適正露出になります。 

— 

シャッタースピードを速くするか、絞り値を大きくしてください。 


シャッタースピードを遅くするか、絞り値をルさくしてください。 


• マニュアル露出アシストは目安です。撮影画像を再生画面で確認しなびら撮影することをお勧めします。 

■ B (バルブ)について 

シャッタースピードを B (バルブ)に設定すると、シャッターボタンを全押ししている間、シャッ 

ターび開いた状態になります。（最大約] 20秒間） 

シャッターボタンを離すと、シャッターび閉じます。 

花火や夜景撮影などで、長時間シャッターを開けておさたいとさに使います。 

•バルブ撮影時は、兰脚やシャッターリモコン(別売： DMW - RSL 1) の使用をお勧めします。シャッタ ー IJ モ 
コンについては、 1目9 ページをお読みください。 

• シャッタースピードを B (バルブ)に設定すると、画面に旧]び表示されます。 

•バルブ撮影時は、十分に充電されたバッテリー ( P 23) を使用してください。 

•バルブ撮影すると、ノイズび目立つことびあります。ノイズび気になるときは、撮影メニューの[長秒ノイズ 
除去]を[日 N ] にして撮影することをお勧めします。 （ P ] 20) 

• マニュアル露出アシストは表示されません。 

• マニュアル露出モードでのみ使えます。 

◎お知らせ 

•液晶モニターの明るさは、実際に撮影される画像と異なる場合びあります。 

再生画面で確認して < ださい。 

• 後ダイヤルを回すと、[露出メーター]び表示されます。適正でない範囲び赤色で表示されます。 

• シャッターボタンを半巧ししたとさに、適正露出にならないとさは、絞り値とシャッタースピードの数値び 
ホ色になり点滅します。 

• シャッタースピードを遅く設定したとさは、シャッターボタンを全巧しすると、シャッタースピードの表示 
びカウントダウンします。 

• シャッタースピードび遅いときは、兰脚を使うことをお勧めします。 

• フラッシュ発光時は、1/160秒より速いシャッタースピードには設定できません。 （ P 72) 

• ISO 感度び[日 ISO ] のときに、撮影モードをシャッター優先 AE に切り換えると、 ISO 感度は [ AUTO ] になります。 

• ISO 感度び [ AUT 日]または [日 ISO ] のときに、撮影モードをマニュアル露出に切り換えると、 ISO 感度 
は [ ISO ] 目 0] になります。 

•絞り優先 AE のときに絞りリングのあるレンズを使用する場合は、絞りリングの位置を [ A ] にすると後ダイヤ 
ルの設定び有効になり、 [ A ] 似外では絞りリングの設定び優先されます。 

•マニュアル露出のとさに絞りリングのあるレンズを使用する場合は、絞り U ングの設定び優先されます。 
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撮影 


撮影シーンに□わせて撮る (シ—ンモ—ド) 


被写体や撮影状況に合わせてシーンモードを選択すると、カメラび最適な露出や色調、ピントの合 
わせ方などを設定し、シーンに合った撮影びでさます。 


1 モードダイヤルを [ SCN ] に合わせる 
2 ▲/▼/◄/ ►でシーンモードを選ぶ 

• [ DISP .] を巧すと、選択されているモードの説明び表示されます。 

j [ MENU / SET ] を巧す 


©お知らせ 

• シーンモードを変更したい場合は、 [ MENU / SET ] を巧し、 [ SCN ] を選んだ状態 
で、選び直して < ださい。 

• シーンモード時は、カメラび自動で最適に調整するため!; TF の設定はできま 
せん。 

-倍〇感度/[フォトスタイル]の[スタンダード]、[モノク□-ム]じ(外の項目/ 
測光モード]/[フラッシュシンク □]&/ 胞解働/[のレンジコント□-ル]/ 
[ISO 感度上限設定]/[デジタルズーム] 

《[背景ボケ]時のみ設定でさます。 


昼間の屋外で、人物を弓 I さ立て、肌色を健康的に撮影でさます。 

撮影のテクニック 

• ズーム機能のあるレンズを使用した場合、ズームはでさるだけ望遠にし、被写体までの距離を近くにすると 
より効果び出ます。 


昼間の屋外で、[人物]より肌の表面を特になめらかに撮影でさます。（胸から上を撮りたいとさに 
効果的です） 

撮景ミのテ户7 —…户7 

• ズーム機能のあるレンズを使用した場合、ズームはでさるだけ望遠にし、被写体までの距離を近くにすると 
より効果び出ます。 


©お知らせ 


•背景などに肌色に近い色をした箇所びあると、その部分わ同時になめらかになります。 
• 明るさび不十分なとさは、効果びわかりにくい場合びあります。 
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撮影シーンに合わせて撮る（シーンモード） （続き） 


画建物 


建物びシャープに写る設定です。ガイドラインを表示します。 


巧スポーツ 


スポーツシーンなど、動さの速い場面を撮りたいとさに合わせてください。 


m 背景ボケ 


ピントを合わせる被写体を簡単に指定し、背景をぼかして被写体を弓 I さ立てます。 

■ AF エリアを設定する 

1 被写体をタッチし、 AF エリアを移動する 

• カーソルボタンでも AF エリアを移動でさます。 

2 [決定]をタッチする 
©お知らせ 

• クイック AF び自動的に働さます。 

•ホワイトバランス設定 ( P 87) などカーソルボタンに割り当てられている機能は、クイックメニュー ( P 己 8) 
のメニュー項目に設定して、お使い < ださい。 

• カーソルボタンを巧すと、 AF ェ U ア設定画面び表示されます。 [ U セツト]をタッチすると AF ェ U アは中央 
に戻ります。 

•被写体および背景までの距離や使用するレンズによっては、得られる効果に差びあります。でさるだけ被写 
体に近づいて撮影することをお勧めします。 （ P8 己） 



マク□の設定で屋外の花を自然な色で撮影でさます。ガイドラインを表示します。 

撮影のテクニック 

•兰脚を使用し、セルフタイマーを使って撮影することをお勧めします。 

•近距離で撮影する場合は、フラッシュを[感]にすることをお勧めします。 

©お知らせ 

• ピントび合う範囲は、使用するレンズによって異なります。 

8已 ページの「撮影距離基準について」をお読みください。 

• 被写体び近い場合は、ピントの合っている範囲び非常に狭くなりますので、ピントを合わせたあと、カメラ 
と被写体との距離び変化するとピントび合いにくくなります。 

• 撮影時は近距離側を優先するため、遠くの被写体を撮影する場合は、ピントび合ラのに時間びかかります。 

• 近距離で撮影する場合は、画像の周辺部の解像度び少し低下する場合びありますび、故障ではありません。 

• レンズに指紋やほこりなどの巧れびついていると、レンズにピントび合ってしまい被写体にピントび合わ 
ない場合びありますのでお気をつけください。 


次のページに続く@ 
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撮影シーンに合わせて撮る（シーンモード） （続き） 


m 料理 


レストランなどで、周囲の光に影響されずに料理を自然な色調にします。 

撮影のテクニック 

•兰脚を使用し、セルフタイマーを使って撮影することをお勧めします。 
•近距離で撮影する場合は、フラッシュを[感]にすることをお勧めします。 



アクセサリーやコレクションなどのル物を、くっきり明るく、色鮮やかに撮影できます。 

撮影のテクニック 

•兰脚を使用し、セルフタイマーを使って撮影することをお勧めします。 

•近距離で撮影する場合は、フラッシュを[感]にすることをお勧めします。 

©お知らせ 

• お知らせについては、[花]をお読み < ださい。 


囚夜景&人物 


人物ととちに背景を見た目に近い明るさに撮影でさます。 

撮影のテクニック 

• フラッシュを開いてください。 （[ ち S ®] に設定できます） 

•兰脚を使用し、セルフタイマーを使って撮影することをお勧めします。 

• 被写体の人に、撮影後約]秒間は動かないよラに伝えて < ださい。 

©お知らせ 

•撮影後に、シャッターび閉じたままになることびありますび、信号処理のためで異常ではありません。 
• 暗い場面で撮影すると、ノイズび目立つことびあります。 


因夜景 


夜景を鮮やかに撮影でさます。 

撮影のテクニック 

•兰脚を使用し、セルフタイマーを使って撮影することをお勧めします。 

©お知らせ 

•撮影後に、シャッターび閉じたままになることびありますび、信号処理のためで異常ではありません。 
• 暗い場面で撮影すると、ノイズび目立つことびあります。 


次のページに続く@ 
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撮影シーンに合わせて撮る（シーンモード）（続き） 



イルミネーシヨンをきれいに写します。 

撮影のテクニック 

•兰脚を使用し、セルフタイマーを使って撮影することをお勧めします。 

©お知らせ 

•撮影後に、シャッターび閉じたままになることびありますび、信号処理のためで異常ではありません。 
• 暗い場面で撮影すると、ノイズび目立つことびあります。 


図/國赤ちゃん1/赤ちゃん2 


赤ちゃんの肌を健康的に出し、フラッシュ使用時にはフラッシュの光び通常より弱めに発光します。 
[赤ちゃん1 ] と祿ちゃん 2] のそれぞれに、異なる誕生日や名前を設定できます。これらは、再生時 
に表示させたり、[文字焼さ込み] (P 1 39) で撮影画像に焼さ込むことびでさます。 

■ 誕生曰/ち前を設定する 

1 ▲/ ▼で[月離/年離]または 
[名前を選び、 [ MENU / SET ] 对甲す 

2 ▲/▼で[設定]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 
3 誕生曰/名前を入力する 

誕生日：項目(年•月•日)選択、設定、 [ MENU / SET ]: ミ夫定 

名前：文字入力のち法については]] 2 ページの「文字を入力する」をお読みください。 

•誕生日/名前を設定すると、[月齢/年齢]または[名制は自動で [ ON ] になります。 

•誕生日/名前び登録されていない場合に [ ON ] にすると、自動的に設定画面び表示されます。 

4 ▲/▼で[終了]を選び、 [ MENU / SET ] を押して終了する 

■ 月蹄/年歸やち前の表示を解除するには 

手順 2 で [ OFF ] に設定してください。 

◎お知らせ 

•動画撮影中に記録した写真（[巧*](動画優先)） （P48) には、月輪/年歸や名前は記録されません。 

• CD-R 日 M (付属)のソフトウエア rPH 日 TOfunSTUDI 日」を使って月齢/年齢や名前をプ U ントすることび 
でさます。 

•誕生日や名前を設定していても[月齢/年齢]または[名前]をの FF ] にしていると月齢/年齢や名前は表示 
されません。 




犬や猫などのぺットを撮りたいとさに合わせてください。ぺットの誕生曰や名前を設定でさます。 

©お知らせ 

• [月齢/年齢]、[名前]については、上記の[ホちゃん1]/[ホちゃん 2] をお読みください。 


次のページに続く@ 
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撮影シーンに合わせて撮る（シーンモード） （続き） 


日パーテイー 


結婚式や室内でのパーティーなどで撮影したいとさに合わせてください。人物ととわに背景わ見た目に近い 
明るさに撮影でさます。 

撮影のテクニック 

• フラッシュを開いてください。（[ち S ®] または[がを]に設定できまず） 

•兰脚を使用し、セルフタイマーを使って撮影することをお勧めします。 


ミタ焼け 


夕焼けの風景を撮りたいときに合わせてください。赤色を鮮やかに撮影できます。 
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撮影 


画像に効果を加えて撮影することびでさます。画像に加える効果は、撮影画面で確認しなびら設定 
することびでさます。 


1 モードダイヤルを[み]に合わせる 

2 ▲/▼/◄/ ►でクリエイテイブコント□—ル 
モードを選ぶ 



項目 

効果 

10] ポップ 

色を強調したポップアート風の画像効果です。 

レト〇 

色あせた写真の雰囲気をかちし出した、柔らかい画像効果です。 

圆ノ 、イキ- 

全体的に明るく、ふんわりと柔らかな雰囲気に仕上げる画像効果です。 

キー 

全体的に暗 < 落ち着いた雰囲気で、明るい部分を引さ立てる画像効果です。 

g セピア 

セピア色の画像効果です。 

面!ハイダイナミック 

暗いところから明るいところまで、全体的にバランスのよい明るさで描さ 
出す画像効果です。 

^9トイフォト 

周辺光量を落とした、トイカメラで撮影したよラな画像効果です。 

H ジオラマ 

周辺をぼかし、ジオラマ風に描き出す画像効果です。 


3 [MENU/SET] を巧す 


©お知らせ 

•クリエイティブコント□-ルモードを変更したい場合は、 [MENU/SET] を巧 
し、[资 n を選んだ状態で、選び直して < ださい。 

• [^]をタッチすると、ボケ味コント□ールを設定でさます。 （P43) 

•ク U エイティブコント□-ルの設定は、電源スイッチを [OFF] にしても記憶 
しています。 

• ISO 感度は [AUTO] に、ホワイトバランスは [AW 日]に固定されます。 



次のページに続く 


なお了 選択 < 心 決定 


画像効果を変えて撮る(クリエイティブコント DH レモ-ド) 
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画像効まを変えて撮る(クリエイテイブコント□ールモード） （続き） 




画像効果を好みに合わせて調整する 


画像効果の強さや色合いなどを、簡単にお好みに合わせることびでさます。 



2 


スライドパ’一をドラッグして、設定する 

• 後ダイヤルを回してわ設定でさます。 

•設定できる項目は、選択しているクリエイティブコント□-ルにより異 
なります。 



ク U エイティブ 
コント□-ル 

設定でをる項目 

0ポップ 

鮮やかさ 

落ち着いた色合い 

派手な色合い 

レト〇 

色合い 

黄色っぽい色 

ホっぽい色 

圆ノ 、ィキ- 

色合い 

ピンクっぽい色 く^ 

水色っぽい色 

キー 

色合い 

ホっぽい色 く 1=^ 

青っぽい色 

^セピア 

つントラスト 

明暗差びルさい 

明暗差び大さい 

H ハイダイナミック 

鮮やかさ 

白黒 

が手な色合い 

のトィフォト 

色合い 

ホっぽい色 <1=^ 

青っぽい色 

® ジオラ 7 

鮮やかさ 

落ち着いた色合い <1=^ 

派手な色合い 


•わラー度►を巧すと撮影画面に戻ります。 

• 画像効果の設定を行ラと、画面に [< が]び表示されます。 
•設定を変えない場合は、中む(標準)を選んでください。 


◎お知らせ 

• [1^] をタツチすることでち、写真を撮影することびでさます。 



次のページに続く@ 
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画像効まを変えて撮る(クリエイテイブコント□ールモード） （続き） 




[ジオラマ]のぼかし方を設定する 


[ジオラマ]では、ぼかす部分とぼかさない部分を意図的につくることで、模型を撮影したような効 
果を描さ出します。撮影する向さ（ぼかす向さ）やぼかさない部分の位置、大ささを設定することび 
でさます。 

1 103 ぺージの手順2で[ジオラマ]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 
2 画面をタッチして、設定画面を表示する 

• [Fnl] を巧すことでち設定画面を表示でさます。 



4 


5 


6 


ぼかさない部分を選び、タッチする 

•力ーソルボタンでぼかさなし鄉分を移動することもできます。 


スライドバーをドラッグしてぼかさない部分の大きさ 
を変更する 

• 3 種類の大きさに変更できます。 

• 後ダイヤルを回してち拡大/縮ルでさます。 

• [U セツト]をタッチすると、ぼかさなし鄉分の設茵ま、初期設定に戻り 
ます。 



[巧定]をタッチする 


©ぉ知らせ 

• [ジオラマ]で撮影する場合は 

-撮影画面び通常より遅れて表示され、コマ落としのよラに表示されます。 

• 動画に音声び録音されません。 

-動画は約1/10の時間で記録されます。 （10 分間撮影した場合、動画記録時間は約1分になります） 

表示される記録可能時間は約10倍になります。撮影モードを切り換えたとさは、記録可能時間を確認してく 
ださい。 

• フオーカスモードび [MF] の場合、ピントを合わせた場所にぼかさない部分を移動させてください。 
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カスタムセツトを登録して撮る (ヵスタムモ-ド) 


現在のカメラの設定内容をカスタムセツトとして登録しておくことびでさます。カスタムモード 
で撮影すると、登録したとさと同じ設定で撮影することびでさます。 

• お買い上げ時、カスタムセツトにはプ□グラム AE モードの初期設定び登録されています。 


撮影モード （P ) とメニューなどの設定を [ C 1] に登録する時の例: 



詳しくはし U 下をお読みください。 



包カスタムモード 
に切り換える 


詳しくは] 07 ページをお読みください。 



〇 0で登録した設定 
び呼び出される 


お好みのメニュー設定を登録する（カスタムセツト登録) 


同じ設定で撮影でさるよラに、現在のカメラの設定内容を[カスタムセツト登録]で4つまで登録 
しておくことびでさます。 

準備:あらかじめ、保をしたい状態の撮影モードに設定し、本機でメニュー設定する。 

1 カスタムメニューか5 [カスタムセツト登録]を選ぶ ( P 已 6) 

2 ▲/ ▼で登録したいカスタムセツト （ C 1 など）を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 

•確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行されます。 

実行後はメニューを終了してください。 


カスタムセット 


内容 



モードダイヤルの C1 に登録されます。 

• モードダイヤルを合わせるだけで撮影で 
さますので、よく使ラカスタムセットを 
登録しておけば、便利にお使いいただけ 
ます。 



モードダイヤルの C2 に登録されます。 

• 3つまでカスタムセツトを登録でさます 
ので、状況に合わせて使い分けいただけ 
ます。 




次のページに続く@ 
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撮影 


t カスタムセットを登録して撮る(カスタムモード）（続き）_ 


登録したカスタムセツトで撮る 


[カスタムセツト登録]で登録した設定を、簡単に呼び出すことびでさます。 


モードダイヤルを [C1] に含ねせる 

• [ G 1] に登録されたカスタムセツトび呼び出されます。 



2 

3 

4 


モードダイヤルを [C2] にをわせる 

• [ C 2-1]、 [ G 2-2] または [ G 2-3] に登録されたカスタムセツトび呼び 
出されます。最後に使ったカスタムセツトび呼び出されます。 

• カスタムセツトを変更するとさは、 

^手順2、3、4へ 



[ MENU / SET ] を押し、 ▲/▼/◄/ ►で [C] を選び、 ► を押す 
◄/ ►でカスタムセツトを選ぶ 
[ MENU / SET ] を巧す 



• 選択されているカスタムセツト表示び画面に表示されます。 


@ 剛 

タムセみ • 


■ メニュー設定を変ちする場合は 

モードダイヤルを C1 または C2 に合わせた状態で一時的にメニュー設定を変更してを、登録内容 
は変更されません。登録内容を変更する場合は、カスタムメニューの[カスタムセツト登録]で登録 
内容を上書さしてください。 

◎お知らせ 

• 私下のメニュー項目はカスタムセツト登録されず、他の撮影モードに反映されます。 


撮影メニュー/撮影機能 

セットアップメニュー 

カスタムメニュー 

. シーンモードの祿ちやん1]/祿ちやん2]、 
[ペット]の誕生曰および名前設定 
-[個人認証]で登録されたデータ 

-[才ートレビュ ー]]； 1外 
のメニュー 

-[な S ボタン切換] 

-[タッチ再生送り速度] 
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個人認証機能を使って撮る 


使ぇるモ - F :幽面国 [ MJ 回图幽国 

個人認証とは、登録された顔に近い顔を見つけて、自動で優先的にピントや露出を合わせる機能で 
す。集合写真などで大切な人び奥や隅にいてを、大切な人の顔をされいに撮影することびでさます。 


お買い上げ時、[個人認証]は [ OF 鬥に設定されています。 
顔画像を登録すると自動的に [ ON ] になります。 


• 個人認証機能では、下の機能も働をまず。 

撮影時 

-カメラび登録した顔を認識時、名前を表示^ 

(名前を設定している場合） 

-撮影回数の多い顔をカメラび記憶し、自動的に登録画面を表示 
([自動登録]を [ON] に設定している場合） 

再生時 

-名前や月齢/年齢の表示(情報を登録している場合） 

-登録人物から選んだ人物の画像のみを再生([カテゴ U —再生] (P1 37)) 

※名前は3人まで表示されます。撮影時に表示される名前は登録順によりミ央まります。 

◎お知らせ 

• [個人認証]は、才ートフォーカスモードを [と:] に設定しているときのみ有効でず。 

• 連写撮影時は、]枚目のみ個人認証に関する撮影情報び付加されます。 

• の場合では、[個人認証]を設定できません。 

-シーンモードの[背景ボケ]/[料理]/[夜景]/[イル S ネーシヨン] 

-ク U エイティブコント□-ルモードの[ジオラマ] 

-動画撮影時 

• フォーカスモードを [MF] に設定している場合は、自動登録は働きません。 

•個人認証は、登録した顔に近い顔を探しますので、確実な人物の認証を保証するわのではありません。 

• 個人認証では、顔の特徴を抽出し認証を行ラため、通常の顔認識よりわ時間びかかります。 

• 個人認証情報を登録していても、名前を [OFF] にして撮影した画像は、[カテゴリー再生]の個人認証に分類 
されません。 

• 個人認証情報を変更した場合 ( P 1 1 0) でも、ずでに撮影した画像の認証情報は変更されません。 

例えば、名前を変更すると、変更前に撮影した画像は[カテゴ U —再生]の個人認証に分類されなくなります。 
• 撮影した画像の名前情報を変更するには [ 認証情報編集]の [ 入換え] (P148) を行ってください。 



次のページに続く@ 
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個人認証機能を使って撮る（続き） 


顔画像を登録する 


最大6人までの顔画像を名前や誕生曰などの情報ととをに登録でさます。 

同じ人物の顔画像を複数枚登録するなど （1 登録につさ最大3枚)、顔登録のしかたを工夫するこ 
とにより個人認証されやすくなります。 


■ 顔画像登録時の撮影ポイント 

• 目を開さ、□を開じた状態で正面を向さ、髪の毛で顔の輪郭、目や眉び隠れな 
いよラにする。 

•顔に極端な陰影び出ないよラにする。（登録時、フラッシュは発光しません） 

登録時の良い例 

爲 


■ 撮影時に認証されにくいと感じた5 

• 同じ人物の顔を室内と屋外で、または表情やアングルを変えて追加で登録する。 （P] ]〇) 

• 撮影するその場で追加して登録する。 

■[感度]の設定を変更する。 （P ]]1) 

• 登録している人物を認証しなくなった場合は、再度登録し直す。 

■登録している人物でわ表情や環境によっては個人認証びでさない、または正しく認証されない場合びあ 
ります。 


1 撮影メニューか6 [個人認証]を選ぶ 

2 ▲/ ▼で[登録]を選び、 [MENU/SET] を巧す 

3 ▲/▼/◄/ ►で未登録の顔画像枠を選び、 
[MENU/SET] を巧す 


4 ガイドに顔を合わせて撮影する 

• 人物!;^外の被写体の顔(ぺットなど)は、登録できません。 
• ►を巧すと、顔登録撮影の説明び表示されます。 

•確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行されます。 



次のページに続く@ 
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撮影 


個人 認証 機能を使って撮る （続き) 


5 ▲/ ▼で項目を選び、 [MENU/SET] を巧す 

• 顔画像は3枚まで登録でさます。 


項目 

設定内容 

名前 

名前を設定します。 

1 ▼で[設定]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

2 名前を入力する 

• 文字入力の方法については、 1 ] 2 ページの「文字を入力する」をお読み<ださい。 

月節/年節 

誕生曰を設定します。 

1 ▼で[設定]を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 

2 ◄/► で頂目(年•月 • 日）を選んで ▲/▼ で設定し、 [ MENU / SET ] を押す 

追加登録 

追加登録 

顔画像を追加登録します。 

1 未登録の顔画像枠を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

2 「顔画像を登録する」の手順 4 を行ラ 

解除 

顔画像を]枚消去します。 

► で解除したい顔画像を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

• 画像び]枚しか登録されていない場合は、解除でさません。 


•設定後はメニューを終了してください。 


登録した人物の情報を変更または解除する 


すでに登録している人物の顔画像や情報を変更することびでさます。また、登録している人物の情 
報を消去することびでさます。 

1 撮影メニューか 5 [個人認証]を選ぶ 

2 ▼で[登録]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

3 ▲/▼/◄/ ►で編集または解除したい顔画像を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

4 ▲/▼ で項目を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 


項目 

設定内容 

情報編集 

すでに登録している人物の情報を変更します。 

r 顔画像を登録する」の手順 5 を行う 

登録順 

登録順にピントや露出を合わせます。 

▲/▼/◄/► で登獄慣を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

解除 

すでに登録している人物の情報を消去します。 

▲で[はい]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 


• 設定後はメニューを終了してください。 
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個人 認証 機能を使って撮る （続き） 


自動登録/感度を設定する 


個人認証の自動登録や感度の設定びでさます。 

1 撮影メニューか5 [個人認証]を選ぶ 

2 ▼で[設定]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

3 ▲/▼ で項目を選び、 [ MENU / SET ] を押ず 


自動登録 

[OFF]/ [日 N] 

• [自動登録]を [ON] に設定すると自動的に[個人認証]び[日いになります。 

感度 

[高]/[標準]/[低] 

•認証されに < いとさは[高]を選んで < ださい。認証されやす < なりますび、異なる 
人物を認証する可能性ち高くなります。 

•異なる人物を認証することび多いとさは[低]を選んで < ださい。 

• 設定を元に戻したいとさは、[標準]を選んでください。 


• 設定後はメニューを終了してください。 


自動登録について 


[自動登録]を [ON] に設定すると、撮影回数のをい顔に対して、撮影數自動的に登録画面び表示さ 
れるよラになります。登録画面び表示される目安は3回です。 

1 ▲ で[はい]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

• 登録している人物び]人ちいない場合は、手順 3 へ進んでください。 

• [しル^え]を選ぶと再度選択画面び表示されます。 

▲で [ はい]を選ぶと、[自動登録]び [OFF] に設定されます。 

2 ▲/▼で[新規登録]または[顔画像追加登録]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 


新規登録 

•すでに目人登録されているとさは、登録人物の一覧び表示されます。 

入れ換える人物を選んでください。 

顔画像追加登録 

登録済みの人物に顔画像を追加登録します。 

▲/▼/◄/ ►で追加登録する人物を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

•すでに顔画像び3枚登録されている場合は、画像入れ換えの画面び表示されま 
す。入れ換える顔画像を選んで < ださい。 


• 顔画像の追加登録や入れ換えを行ったあとは、自動的に撮影画面に戻ります。 

3 「顔画像を登録する」の手順5の操作を行う 
©お知らせ 

•登録画面びなかなか表おされない場合は、同じ環境や表情で撮影すると表示されやす < なります。 
• 自動登録だけで認証されにくい場合は、再度登録し直してください。 
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文字を入力ずる 


撮影時に、赤ちゃんやぺットの名前、旅行先などを登録しておくことびでさます。（ひらびな、カタ 
カナ、英数字、記号のみ入力でさます） 

1 入力画面を表おする 

• 入力画面は!;^下の操作から表示でさます。 

-シーンモードの[ホちゃん] ]/ [ホちゃん 2](P] 01 )、 [ぺット] (P1 01 ) の[名前] 

-[個人認証]の[名前] (P110) 

-[トラベル日付]の[旅行先] (P61) 

-[タイトル入力] (P138) 

2 ▲/▼/◄/ ►で文字を選び、 [MENU/SET] で 
入力する 

• 項目を選び、 [MENU/SET] を巧すと似下の操作び行えます。 

•し]:空白を入力 

-彻換]:面蜀（ひらびな)、圃（カタカナ)、 m/ 面（アルファ 
ベット)、田徽き)、面帰号)に文きを切り換える 
-[消去]:文字を消去 
- [◄] : 入力位置を左に移動 
- [►] :入力位置をちに移動 
•入力位置のカーソルは、後ダイヤルで左ちに移動でさます。 

•続けて同じ文字を入力したい場合は、後ダイヤルをち側に回し、カーソルを移動させてください。 

• 入力でさる文字数は!; TF のとおりです。 

-歴蜀/厘 a :最大]5文字（[個人認証]の名前は最大6文字） 

-最大30文字（[個人認証]の名前は最大9文字） 

※へ]、[「]、[」]、[•]、[-!は最大]己文き([個人認証]の名前設定時は最大6文き）です。 

3 ▲/▼/◄/ ►で[決定]を選び、 [MENU/SET] を巧して 
入力を終了する 



文字入力例 

r パ U」 と入力する場合： 

〇脚蜘を選び、 [MENU/SET] を押し、カナに切り換える 
Q 「八」を選び、 [MENU/SET] を押す 
包 r 。」を選び、 [MENU/SET] を2回押し、「パ」にする 
〇「ラ」を選び、 [MENU/SET] を2回押す 
0 跌定]を選び、 [MENU/SET] を押す 


©お知らせ 

• 入力した文字数び多い場合、文字はスライドして表示されます。 
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インテリジェントオートモード、シーンモード時は設定でさません。 

シーンモードの[風景]や[人物]とほぼ同じ色や画質ですび、画質調整やホワイトバランスなどを使つ 
てお好みの画質に調整することわでさます。 


次のページに続く 


撮影 



.一を使う 


(® 撮影メニューの設定方法は 


已巨) 


> [フォトスタイル]、剛光モード]、 [ 超解像]、[のレンジコント□-ル]、[デジタルズーム]は、撮影メニューと動 
画撮影メニューに共通のメニュー項目です。どちらかの設定を変更すると、ちラー方の設定ち変更されます。 


トスタイル 


使ぇるトド：画面阁画回 ig 脚 

撮影したいイメージに合わせて、6種類の効果を選択することびでさます。お好みに合わせて効果 
の色や画質を調整することびでさます。 


-ぶ TD . [スタンダード] 

標準的な設定 

ミ;; IVD [ヴィヴィツド]※1 

彩度高め、コントラスト高めの鮮やかな効果 

な AT [ナチュラル]※1 

コントラスト低めの柔らかな効果 

ミ; iToNO [モノク□-ム] 

色味を抜いた単色の効果 

■ぶ CNY [風景]※1、2 

青空や緑を鮮やかにし、風景撮影に適した効果 

■ぶ ORT [人物]※1、2 

健康的でされいな肌色にし、人物撮影に適した効果 

な UST [カスタム]※1 

あらかじめ登録している設定を使用 


12 
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撮影 


t 撮影メニ ューを 使う（続き）_ 


@ 撮影メニューの設定方法は C ^ P 已巨） 


■ 画質調整す る 

1 ◄/ ►でフォトスタイルの種類を選ぶ 

2 ▲/▼ で項目を選び、 ◄/ ►で調整する 


項目 

効果 

(3 コントラスト 

+ 

画像の明暗差を大さ<します。 

- 

画像の明暗差を小さ<します。 

©シャープネス 

+ 

画像の輪郭を強調します。 

- 

画像の輪郭を柔らか< します。 

©彩度 

+ 

派手で鮮やかな色になります。 

- 

落ち着いた色になります。 

u 旧ノイズリダクション 

+ 

ノイズリダクシヨンの効果を強め、ノイズを軽減します。 

解像感びわずかに低下する場合びあります。 

- 

ノイズ U ダクシヨンの効果を弱め、より解像感のある画質を得る 
ことびでさます。 


• 登録した内容は電源スイッチを [OFF] にしても記憶しています。 

•画質調整すると、フォトスタイルアイコンに [+ ] び表示されます。 

•[モノク□ーム]選択時は[彩度]で色調を変更でさます。 

• インテリジェントオートモード、シーンモード時は画質調整することはできません。 

3 ▼で [ カスタム登録]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

•確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行されます。 

• 設定を[カスタム]に登録でさます。 

©お知らせ 

•インテリジェントオートモード時、他の撮影モードに切り換えたり、電源のの N]/ [日 FF] 切り換えをした場 
合は、[スタンダード]に IJ セットされます。 


次のページに続く@ 
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撮影 


t 撮影 メニ ューを 使う（続き）_ 


@ 撮影メニューの設定方法は C ^ P 已巨） 


司画像横縦比 


使ぇるモ-ド：画面[^掛画回掉 J 國圍 

プリントや再生方法に合わせて、画像の横縦比を選択でさます。 


晒] 

4:3テレビの横縦比 

[困] 

一般のフイルムカメラの横縦比 

[晒] 

八イビジヨンテレビなどの横縦比 

皿 

正方形横縦比 


◎お知らせ 

• プリント時に端び切れることびありますので、事前にご確認ください。 （P1 日 2) 


記録画素数 


使ぇるトド：幽面面凶 [ MJ 回图脚齒 

記録画素数を設定します。 

画素数び大さいほど、大さな用紙にプ U ントしてを鮮明な画像になります。 

画像横縦比： [ EE ] のとさ 画像横縦比： [ W ] のとさ 


1 L 1(16M) 

4己 92x3448 

阻间旧 M) 

3232x2424 

困回 (4IVI) 

2272x1704 


山り 4M) 

4己 76 x 30 已巨 

のの (7 M ) 

3232 x 2160 

曲 m(3 .已 M) 

2272 X ] 已20 


画像横縦比： [匹回] のとき 画像横縦比：[田]のとき 


1 L 1(1 1.己 M) 

4已 76x2 己76 

困应] (6M) 

3232x1824 

のの (2M) 

1920x1080 


山 （1 1.己 M) 

3424x3424 

の 回 CSIVO 

2416x2416 

の 回 (3M) 

1712x1712 


©お知らせ 

• 忙Xテレ〕ン泻真)] (P67) を[日 N] に設定している場合は、各画像横縦比の [L]]； (外の記録画素数 
に [ffi] び表示されます。 

•デジタル画像は画素といラ点び集まって作られています。画素び多いと大さな用紙にプリントしたとさや 
パソコンの画面で見たとさでち、さめ細かな画像になります。 

• [連写速度]を EH] に設定時は、記録画素数は [S] に固定されます。 


次のページに続く@ 
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撮影 


t 撮影 メニ ューを 使う（続き）_ 


@ 撮影 メニューの設定方法は C ^ P 已巨） 



使えるモ-ド：壓 I 面[^运 J 画回掉 J 國圖 

画像を保をするとさの圧縮率を設定します。 


曲] 

JPEG 

画質を優先した JPEG 画像です。 

し: ■] 

標準画質の JPEG 画像です。 

画素数を変えずに記録枚数を増やす場合などに便利です。 

[RAW:::] 

RAW+JPEG 

RAW 画像と JPEG 画像 （[S ミ S] または [■*■]) を同時に記録できます。《1 

[RAW.：.] 

[RAW] 

RAW 

RAW 画像のみを記録でさます。^ 2 


《 ] 本機で RAW 画像を消去すると、 JPEG 画像を同時に消去されます。 
《2各画像横縦比の最大記録画素数 ([!_]) に固定されます。 


©ぉ知らせ 

• RAW ファイルを利用すると、より高度な画像の編集び可能です。編集した画像はパソコンなどで表示でさ 
るファイル形式 (JPEG、TIFF など)で保存できます。 

RAW ファイルの現像や編集には、 CD-ROM (付属)のソフトウエア(市川ソフトラボラトリー 「SILKY 円X 
Developer Studio」） をお使いください。 

• i；rF の効果は、 RAW 画像には反映されません。 

-撮影メニューの[フォトスタイル]、[デジタルホ目補正]、[超解像]、[のレンジコント□ール]、[色空間] 

. シーンモード 

-ク U エイティブコント□-ルモード 

• [RAW ] は L RAW も ] または [RAW ふ ] よりも小さいデータ容量で記録できます。 

• 似下の場合、 [RAW: ミ:]、 [RAW ふ ] または [RAW] に設定できません。 

-[連写速度]をに H] に設定時 
-ホワイトバランスブラケット設定時 


Si 個人認証 


•詳しくは、 108 ページをお読みください。 


次のページに続く@ 
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撮影 


撮影メニューを使う（続き) 

L _ 


@ 撮影メニューの設定方法は c ^ p 己巨） 


Q - af クイック AF 


使ぇるモ-ド：面[^掛画回掉 J 國圍 

カメラのブレびルさくなると、カメラび自動的にピント合わせを行い、シャッターボタンを押した際のピ 
ント合わせび速くなります。シャッターチャンスを逃したくないときなどに有効です。 


[ OFF ]、[ ON ] 

◎お知らせ 

•パ' ッテリーの消耗は早くなる場合びあります。 

•撮影中、ピントび合いにくいときは、再度シャッターボタンを半押ししてピントを合わせてください。 

• プレビューモード時は、[クイック AF] は働さません。 

• 低照度時は、[クイック AF] は働きません。 

• [クイック AF] は、オートフォーカスのでさないレンズおよび、コントラスト AF 非対応フォーヴーズマウン 
卜規格レンズでは働さません。 


圆測光モード 


使えるモ - K : 面[^运 J 画回应 I 国 

明るさを測る測光方式を切り換えることびでさます。 


[岡](マルチ測光） 

画面全体の明るさの配分をカメラび自動的に評価して、露出び最適になるよラに 
測光する方式です。通常はこの方式に合わせて使用することをお勧めします。 

[〇](中央重点測光） 

画面中央部の被写体に重点を置いて、画面全体を平均的に測光するち式です。 

[囚](スポット測光） 

スポット測光ターゲット上の被写体に対して測 
光する方式です。 




スポット測ブ 

6ターゲット 



[ち]、[争@ ] 、[ち S ]、[ ち s @] 
©お知らせ 

•詳しくは、 69 ページをお読みください。 


次のページに続く@ 
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撮影 


撮影 メニューを使う （続き) 

L _ 


@ 撮影 メニューの設定方法は c ^ p 己巨） 


デジタル赤目補正 


使ぇるモ-ド：面[^掛画回掉 J 國圖 

赤目軽減（[が梦 ] 、[が參])選択時にフラッシュび発光すると、デジタル赤目補正び働き、赤目を 
自動的に検出して画像データを修正します。 

[ OFF ]、[ ON ] 

©お知らせ 

• オートフォーカスモードび[:ぶ]で顔認識しているとさのみ働さます。 

•ホ目の状態によっては補正でさない場合びあります。 

• [ ON ] に設定すると、アイコンに [y ] び表示されます。 



使ぇるモ-ド：面凶画回擅 J 國 

後幕シンク□とは、車など動さのある被写体をス□ーシャッターでフラッシュ撮影する場合、 
シャッターび閉じる直前に発光する撮影ち法です。 


ささま< 

[先幕] 

一般的なフラッシュ撮影のち法です。 1 

B 

1 

あとま< 

[後幕] 

?だ写体のをろに光源び写0、躍動感び出ます。 1 

■ 

1 


◎お知らせ 

• 通常は[先幕]に設定してください。 

• [後幕]に設定すると、画面のフラッシュアイコンに [2 ncl ] び表示されます。 

• フラッシュシンク□の設定は、外部フラッシュ使用時にわ有効です。 （ P ] 68) 

• シャッタースピードび速いときは、フラッシュシンク□の効果び十分に得られない場合びあります。 
• [後幕]設定時は、[がを]、 [ ち S ®] に設定でさません。 

• シーンモードでは、[背景ボケ]でのみ設定でさます。 


次のページに続く@ 
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撮影 


t 撮影 メニ ューを 使う（続き）_ 


@ 撮影メニューの設定方法は C ^ P 己巨） 


.光量調整 


使ぇるモ-ド：面度 J 画回掉 J 國圍 

撮影した写真び明るすざたり、暗すざたりする場合は、フラッシュの発光量を調整してください。 

©お知らせ 

• -2 EV から+ 2 EV の範囲で、1/3 EV ごとに調整できます。 

• フラッシュ発光量を調整しない場合は、"0 EV" を選んでください。 

• フラッシュ発光量び調整されているとさは、画面のフラッシュアイコンに [+] または[一]び表示されます。 


LR 超解像 


使ぇるトド：面面阁回图齒 

超解像技術を利用して、より輪郭びはっきりした、解像感びある画像を撮影することびできます。 

[ OFF ]、 [弱]、[中]、蜡]、[拡張] 

◎お知らせ 

• [掘:張]は、より解像感を高めた自然な画像を撮影でさます。 

• [拡張]使用時は連写や連続撮影の速度び遅くなります。 

• 動画撮影時は邮聞は[弱]に変わります。 


iO のレンジコント□ール 


使ぇるトド：面面凶回图 

背景と被写体の明暗差び大さい場合など、撮影状況に合わせて、コントラストや露出を自動的に補 
正します。 

[ OF 鬥、[弱]、[中]、蜡] 


©お知らせ 

•撮影条件によっては、補正効果び得られない場合びあります。 

• [のレンジコント□ール]有効時には、画面の [iO] び黄色になります。 
• [弱]、[中]、[強]は効果の最大範囲を表します。 


次のページに続く@ 
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撮影 


t 撮影メニ ューを 使う （続き）_ 


@ 撮影メニューの設定方法は C ^ P 己巨） 


ISO 旧 0 感度上限設定 


使ぇるモ-ド：面 [ AJ 掛回 S 

被写体の明るさに応じて、選択した数値を上限として最適な ISO 感度を設定します。 

[ OFF ] 、 [200] 、 [400] 、[800]. [1 600]. [3200] 

◎お知らせ 

• ISO 感度び [AUTO] または[日 ISO] 時に働きます。 

• 動画撮影時は働さません。 


旧 0 感度ステップ 


使えるトド：面面阁 [ MJ 回图脚齒 

[ISO] 60] 〜 [ISO] 280 0] までの ISO 感度の設定を、1/3 EV ごとの設定値に変更します。 


[1/3 EV ] 

[1 60]、[200]、[250]. [320]、[400]、[500]. [640]、[800]、 [1 000]、 

[1 2已〇]、 [ ] 600]、[2000]、 [2 已〇0]、[3200]、[4000]、[5000]. [6400]、[8000]、 
[10000]. [12800] 

リ EV ] 

[160]. [200]、[400]、[800]、 [] 600]. [3200]、[6400]、 [ 1 2800] 


©お知らせ 

•[1/3 EV] から [1EV] に設定を変更すると、 IS 日感度は [1/3 EV] 時に選んでいた設定値に最も近い値にな 
ります。（もう一度 [1/3 EV] に変更した場合、設定値は戻りません。 []EV] 時に選んでいた設定値のままに 
なります。） 


m 長秒ノイズ除去 


使えるモ - K : 面[^运 J 画回应 I 國国 

夜景撮影など、シャッタースピードを遅くして撮影することで発生するノイズを、カメラび自動的 
に取り除さ、されいな画像を撮影することびでさます。 


[ OFF ]、[ ON ] 

©お知らせ 

• ノイズ除去中は、信号処理のために選択したシャッタースピードと同じ時間「しばらくお待ちください」と 
表术されます。 

•シャッタースピードを遅くして撮影する場合は、兰脚の使用をお勧めします。 

• 動画撮影時は働さません。 

• [連写速廚をに H] に設定時は使えません。 


次のページに続く@ 
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撮影 


t 撮影メニ ューを 使う （続き）_ 


@ 撮影メニューの設定方法は C ^ P 己巨） 


: ] シェーディング補正 


使ぇるモ-ド：面[^掛画回掉 J 國圖 

レンズの特性によって画面周辺び暗 < なる場合、画面周辺の明るさを補正した画像を撮影するこ 
とびでさます。 

[OF 鬥、 [ ON ] 

©お知らせ 

•撮影条件によっては、補正効果び得られない場合びあります。 

• 高い IS 日感度では、画面周辺のノイズび目立つ場合びあります。 

• 似下の場合は補正でさません。 

-動画撮影時 

-動画撮影中の写真記録([巧1(動画優先)]設定時のみ） 

-[連写速度]をに H] に設定時 

•使用するレンズによっては補正できない場合びあります。対応レンズについては、ホームぺージをご覧ください。 


[tea EX テレコン(写真) 


[OF 鬥、 [ ON ] 

◎お知らせ 

•詳しくは、 目7 ページをお読みください。 


因 デジタル ズーム 


[0 FF ]、[2 x ]、[4 x ] 


©お知らせ 

•詳しくは、 67 ページをお読みください。 


連写速度 


[ SH ]、[ H ]、[ M ]、[ L ] 

◎お知らせ 

•詳しくは、 74 ページをお読みください。 
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撮影 


t 撮影 メニ ューを 使う （続き）_ 


@ 撮影メニューの設定方法は C ^ P 己巨） 



[□/ Qi 設定]、[補正幅]、[ブラケット順序] 
©お知らせ 

•詳しくは、 76 ページをお読みください。 


のセルフタイマー 


[公1。]、[ろ、。 i]、 [公 2 ] 

©お知らせ 

•詳しくは、 78 ページをお読みください。 


色空間 


使えるトド：幽面面阁 [ jyu 回图脚 

撮影した画像をパソコンの画面やプ U ンターなどで再現する場合に、色再現を正し < 行ラための 
方式を設定します。 


[ sRGB ] 

sRGB 色空間に設定します。パソコンを中むとした機器で広く使われています。 

[ AdobeRGB ] 

AdobeRGB 色空間に設定します。 

AdobeRG 日色空間は sRG 日色空間よりも色再現の範囲び広いため、丑こ商用印刷など 
の業務用途で使われています。 


◎お知らせ 

•色空間の設定によって、撮影した画像のファイル名はじ(下のよラに変わります。 


P 1000001 .JPG 


h - P：sRGB 

: AdobeRG 巳 

• AdobeRG 日についての専門的な知識びない方は、 sRG 日に設定してくださし、。 
• 動画撮影時は、 [ sRGB ] に固定されます。 


((ii) 手ブレ補正 


[OFF] 、 [|(i))]、[((i リ 

©お知らせ 

•詳しくは、 目目 ページをお読みください。 
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動画撮影メニューを使ラ 


(® 動画撮影メニューの設定方法は C ^ P 已巨） 

• [フォトスタイル]、閒リ光モード]、[超解像]、[のレンジコント□ール]、[デジタルズーム]は、撮影メニューと動 
画撮影メニューに共通のメニュー項目です。どちらかの設定を変更すると、わラー方の設定ち変更されます。 

-詳し<は、撮影メニューの同じ項目をお読み<ださい。 


撮影モード 


使ぇるトド：幽面面凶 [ MJ 回图脚齒 

動画のデータ形式を設定します。 


[ AVCHD ] 

八イビジヨンテレビなどで再生する場合に適したデータ形式です。 

[ MP 4] 

パソコンなどで再生する場合に適したデータ形式です。 


1- 画質設定 


使えるモード： I 曲 l @® ISIIMI @@ ISCNII^>l 


記録する動画の画質を設定します。 

[ AVCHD ] を選んだ場合 


項目 

画質（ビット レー ト） 

コマ 数 

画像横縦比 

[ FSH ] 

1 920 x 1 080画素 / 約] 7 Mbps 

60 i (センサー出力30コマ/秒） 

16：9 

に H ] 

1 280 x 720 画素 / 約] 7 Mbps 

60 p (センサー出力30コマ/秒） 


[ MP 4] を選んだ場台 


項目 

画質(ビットレート） 

コマ数 

画像横縦比 

[ FHD ] 

1 920 x 1 080画素/約20 Mbps 


16：9 

[ HD ] 

1 280 x 720 画素/約] 0 Mbps 

30コマ/秒 

[ VGA ] 

640 x 480 画素/約4 Mbps 


4:3 


◎お知らせ 

• 「ビットレート」とは一定時間当たりのデータの量で、この場合は数値び大さいほど高画質になります。本機 
は V 日 R 記録方式を採用しています。 VBR とは Variable 团 t Rate (可変ビットレーりの略で、撮影する被 
写体により、ビッ h レー h (—定時間当たりのデータの量)び自動的に変わる記録方式です。このため、動さ 
の激しい被写体を記録した場合、記録時間は短くなります。 


写真撮影 


[巧!(動画優先)]、[ち(写真優先)] 
◎お知らせ 

• 詳しくは、 48 ページをお読みください。 
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撮影 


t 動画 撮影メニューを 使う （続き）_ 


@ 動画撮影メニューの設定方法は 己巨） 


«AF AF 連続動作 


[OF 鬥、 [ON] 

◎お知らせ 

• 詳しくは、 4已 ページをお読みください。 


WXm EX テレコン(動画) 


[OF 鬥、 [ON] 

©お知らせ 

•詳しくは、 日7 ページをお読みください。 


^風音低減 


使えるトド：幽面面阁 [ jyu 回图脚齒 

音声記録時に風雑音びある場合は、それを自動的に判別し記録しにくくします。 

[OFF] 、 [AUTO] 


©お知らせ 

• 風音低減を [ AUTO ] に設定時、通常と音質び異なる場合びあります。 
• ク U エイティブコント□ールモードの[ジオラマ]では使えません。 


b マイクレベル表示 


使ぇるモ - K : 画面[^运 J 画回位]國国 

マイクレベルを撮影画面に表示するかしないかを設定します。 

[OFF] 、 [ON] 

©お知らせ 

• クリエイティブコント□ールモードの[ジオラマ]では使えません。 
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撮影 


t 動画撮影 メニューを 使う （続き）_ 


@ 動画撮影メニューの設定方法は 己巨） 


iV マイクレベル設定 


使ぇるモ-ド：画面 IAJ 运 J 画回0國圖 

音声入力のレベルを4段階に調整します。 

©お知らせ 

• クリエイティブコント□ールモードの[ジオラマ]では使えません。 


m フリッカー軽減 


使ぇるトド：面面掛 [ MJ 回图 

動画のちらつきや横しまを軽減させるために、シャッタースピードを固定することびできます。 


[ OFF ]、[1/ 已0]、[1/60]、 [1/1 00]、 [1/120] 


©お知らせ 

• [ OFF ] じ(がを選ぶと、動画撮影中のシャッタースピードび選択したシャッタースピードに固定されます。 


©戻る 
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撮影 



.一を使う 


@ カスタムメニューの設定方法は C ^ P 已巨） 


項目 


カスタムセツト登録 


設定•お知5せ 


[Cl]、[C2-1]、[C2-2]、[C2-3] 


•詳しくは、 10目 ページをお読みください。 


AF/AE LOCK / Fn 2 •詳し<は、 8目 ページをお読み<ださい。 
ボタン設を •詳しくは、 92 ぺージをお読みください。 


[ OFF ] 

[ ON ] :ヒストグラムをドラッグして、位置 
を設定することびでさます。 

• 撮影画面でわ直接タッチ操作でさます。 



ヒストグラム 

ヒストグラムを表示するか 
しないかを設定します。 


• ヒストグラムとは、横軸に明るさ、縦軸にそ 
の明るさの画素数を積み上げたグラフで 
す。撮影した画像のヒストグラムの形状(グ 
ラフの分布)を見ることによって、その画像 
の露出状況を判断することびでさます。 



•撮影画像とヒストグラムが切下の条件で一致しない場合は、ヒストグラム 
がオレンジ色で表示されまず。 

-露出補正時またはマニュアル露出モード時、マニュアル露出アシストび 
"0" 似外のとき 
-フラッシュび発光するとさ 

• フラッシュを閉じているとさに、適正露出にならないときや、暗いところで液 
晶モニターの明るさび正確に表示できないとき 
• 撮影時のヒストグラムは目まです。 

•パソコンの画像編集ソフトなどで表示されるヒストグラムとは一致しません。 


[ OFF ]、 [困]、[困] 


ガイドライン表示 


撮影時に表示するガイドライ 
ンのパターンを設定します。 


[ g ]: ガイドライン上の [□] をドラッグし 
て、位置を設定することびでさます。 
•画面の端など、タッチ操作でガイドラインを移 
動しにくいときは、力ーソルボタンを使って位 
置を設定して < ださい。 

• 撮影画面でわ直接タッチ操作でさます。 


L 


|t\‘ 

|励 


• 被写体を交点上やライン上に配置すると、被写体の大ささや傾さ、ノ くランス 
を見なびら、意図的な構図で撮影することびでさます。 


次のページに続く@ 
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撮影 


カスタムメニユーを使5 (続き) 

L _ 


@ カスタムメニューの設定方法は 已巨） 


項目 設定•お知5せ 

[OFF] 、 [ON] 


八イライト表示 

オートレビューまたは再生 
時に、白飛びの起こっている 
部分を黒と白の点滅で表示 
します。撮影画像には影響さ 
れません。 


•白飛びび起こっている場合は、ヒストグラム 
(P126) を参考に、露出をマイナスち向に巧正して 
(P73) 再度撮影することをお勧めします。 

•マルチ再生、カレンダー再生、再生ズーム時は働 
さません。 


八イライト表示 [ ON ] 



[OFF] 、 [ON] 


露出 メーター 

露出メーターを表示するか 
しないかを設定します。 


• [ON] に設定すると、露出補正、プ□グラム 
シフト、絞り設定、またはシャッタース 
ピード操作時に[露出メーター]び表示さ 
れます。 

• 適正でない範囲び、赤色で表示されます。 

• [露出メーター]び表示されないときは、 [DISP.] を巧して液晶モニターの 
表示情報を切り換えてください。 (P37) 

•約4秒間何ち操作しないと[露出メーター]び消灯します。 



[AE] 、 [AF] 、 [AF/AE] 


AF/AE □ック切換 


AF/AE □ック維持 


•詳しくは、 8目 ページをお読みください。 

[OFF] : [ AF/AE LOCK ] を押している間だけピントや露出び固定さ 
れます。 （ P 86) 


ピントや露出を固定して撮影 
する際の [AF/AE LOCK] の 
ボタン動作を設定します。 


[ AF/AE LOCK ] を離すと、□ックび解除されます。 

[ON ]： [ AF/AE LOCK ] を押したあと、離してをピントや露出び固定 
されます。 

もう一度 [ AF/AE LOCK ] を押すと、□ックび解除されます。 


ダイレクトフォーカス移動 


[OFF] 、 [ON] 


•詳しくは、 82、84 ページをお読みください。 
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@ カスタムメニューの設定方法は C ^ P 已巨） 


項目 

設定•お知5せ 

フォーカス優先 

[ OFF ] :シャッターチャンスを優先させるため、シャッターボタンを 
全押しすると、撮影されます。 

[ ON ]： ピントび合うまで撮影でさません。 

ピントび合っていない場合 
は撮影でさないよラに設定 
します。 

• [OFF] に設定すると、フォーカスモードを [AFS] 、 [AFF] または [AFC] に設 
定していても、ピントび合っていない場合びありますのでお気をつけくだ 
さい。 

• 動画撮影時は働さません。 

半押し AF 

シャッターボタン半押し時に、 
自動的にピントを合わせるか 
合わせないかを設定します。 

[ OFF ]、[ ON ] 

ピンポイント AF 時間 

[ LONG ] (約] .5 秒)、 [ MID ] (約] .0 秒)、！; SHORT ] (約0.已秒） 

オートフォーカスモード 
を[囚]に設定時、シャッ 
ターボタンを半巧ししたと 
さに画面表示び拡大される 
時間を設定します。 



[ OFF ]、[ ON ] 

AF 補助光 

暗い場所での撮影時、ピント 
を合わせやすくするために 
シャッターボタン半押し 
で AF 補助光ランプび点灯し 
ます。(撮影に応じて大さ 
な AF エリアび表示されます） 

•補助光の有効距離は、使用するレンズによって異なります。 

. 交換レンズ (H-PS1 404 2) 装着、 W 端時:約 1.0 m 〜約 3.0 m 
-交換レンズ (H-FS01 404 2) 装着、 W 端時:約1.0 m 〜約 3.0 m 
. 交換レンズ (H-H014) 装着時:約 1.0 m 〜約3.己 m 

• AF 補助光は、画面中央部の被写体に対してのみ有効です。被写体を画面中 
央に配置してご使用 < ださい。 

• レンズフードは外してください。 

•暗闇で動物を撮るとさなど、暗い場所で AF 補助光ランプを光らせたくない場 
合は、 [OFF] に設定してください。このとき、ピントは合いにくくなります。 

•交換レンズ (H-PS 14042、 H-FS0 1404 2) 装着時、 AF 補助光び少し遮ら 
れますび、性能には問題ありません。 

• 径の大さなレンズをお使いの場合は、 AF 補助光び大さく遮られ、フォーカ 
スび合いにくくなる場合びあります。 

• シーンモードの陋景]、[建物]、[夜景]、[夕獅ブ]では、 [OFF] に固定されます。 

AF+MF 

自動でピントを合わせたあ 
と、手動でピントを合わせる 
ことびでさます。 

[ OFF ] 

[ ON ] : AF □ックしている間（フォーカスモードび [AFS] 時のシャッ 
夕ーボタン半押し、または [AF/AE LOCK] での AF □ック）に 
手動でピントを微調整することびでさます。 

MF アシスト 

[ OFF ]、[ ON ] 

•詳しくは、 83 ページをお読みください。 
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撮影 


カスタムメニユーを使5 (続き) 

L _ 


@ カスタムメニューの設定方法は 已巨） 


項目 

設定•お知5せ 

MF ガイド 

[ OFF ]、[ ON ] 

•詳しくは、 83 ページをお読みください。 

パワーズームレンズ 

ノのーズーム(電動式ズー 
ム)対応交換レンズをお 
使いの場合のみ選択でさ 
ます。 

-交換レンズ 
(H-PS14042)KK9- 
ズームに対応しています。 

-交換レンズ 
(H-FSO 14042 . 

H-H 日 14) はパワーズ ー 
ムに対応していません。 

(対応レンズについては、 
ホームページをご覧くだ 
さい） 

瞧点距離表が： 

ズーム操作をすると、焦点距離び表示され、心" f 離表り 
ズームが置を確認することびでホまず。 

[ OFF ]、[ ON ] 

現在の焦点距離 

[ステップズーム]: 

[ON] L 設定してズーム操作をすると、 

決められた各焦点距離の位置でズーム 

び停止します。 ■■■mliEHa 

• 動画撮影時は働さません。 

[ OFF ]、[ ON ] 

[ ズーム位置メモリー]: 

電源スイッチを [ON] にすると、電源スイッチを [OFF] にしたときの 
ズーム位置へ自動的に戻します。 

[ OFF ]、[ ON ] 

[ズーム速度]: 

ズームレバー操作時のズームスピードを設定することびでさます。 

•[ステップズーム]を [ON] に設定すると、ズームスピードは変わりません。 

[写真]: [ H ] 搞蔥、 [ M ] 仲菊、 [ L ] (傾！） 

[動剛： [ H ] 搞速)、 [ M ] 仲患、 [ L ] (低逝 

[ズームリング操作]: 

ズームレバーとズーム U ングのあるパワーズーム対応交換レンズを装 
着しているとさのみ選択でさます。 

[OFF] に設定すると、誤操作を防止するためにズームリングでの操作を 
無効にできます。 

[ OFF ]、[ ON ] 

LVF 表示スタイル 

別売ライブビューファイン 
ダーの表示ち法を設定します。 

[!□]: ファインダースタイル 
[〇] :液晶モータースタイル 

•別売ライブビューファインダー装着時のみ選択でさます。 

•詳しくは、 37 ページをお読みください。 

LCD 表示スタイル 

液晶モニターの表示方法を 
設定します。 

[!□] :ファインダースタイル 
[〇]: 液晶モータースタイル 

•詳しくは、 37 ページをお読みください。 
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撮影 


—を使う（続き) 


@ カスタムメニューの設定方法は C ^ P 已巨） 


項目 

設定•お知5せ 

な5 ボタン切換 

インテリジェントオート 
モードに切り換えるとさ 
の [曲] ボタンの操作方法を 
設定します。 

[押して切換]: [な 5] ボタンを押すとインテリジェントオート 

モードに切り換わります。 

[押し続けて切換]: [の] ボタンをしばらく押したままにするとイン 
テリジェントオートモードに切り換わります。 

動画ボタン 

動画ボタン動作の有効、無効 
を設定します。 

[ OFF ]、[ ON ] 

記録枠表示 

動画 撮影 時の画角と、写真 撮 
影 時の画角を切り換えます。 

[〇]:写真 
[ M ]: 動画 

•記録枠表示は目安です。 

残枚数/残時間切換 

記録可能枚数または記録可能 
時間の表示を切り換えます。 

[〇: な(残枚数)]: 写真の記録可能枚数を表示します。 

[か 0( 残時間)]: 動画の記録可能時間を表示します。 

液晶優先再生 

[ OFF ]、[ ON ] 

• 詳しくは、 1目7 ページをお読みください。 

タッチ設定 

タッチ操作の有効、無効を設 
定します。 [ OFF ] に設定時は 
画面に該当のタッチタブや 
タッチアイコンは表示され 
ません。 

[タッチノネル]: すべてのタッチ操作。 [ OFF ] に設定すると、ボタ 
ンやダイヤルでの操作のみになります。 

[ OFF ]、[ ON ] 

[タッチタブ]: [@3 k タッチズーム）、 [ E ] (タッチシャッ 
夕一)、 [図] (ボケ味コント□-ル）、 [ Fn 3]、 
[ Fri 4] のアイコンを表示するためのタッチタ 
ブ操作 

[ OFF ]、[ ON ] 

[タッチ A 鬥： タッチした被写体にピントを合わせる操作 

[ OFF ]、[ ON ] 

タッチ再生送り速度 

タッチ操作で画像を連続し 
て送るとさの画像送りの早 
さを設定します。 

[ H ] : 高速 
[ L ] :低速 
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撮影 


カスタムメニユーを使5 (続き) 

L _ 


@ カスタムメニューの設定方法は 已6 ) 


ダイヤル操作ガイド 

ダイヤル操作ガイドを表示す 
るかしないかを設定します。 

[OFF]、[ON] 

• [ ON ] に設定すると、後ダイヤルを巧すと操作の切 一 _ _ 

り換えび可能な画面に、ダイヤル操作ガイドび表 C ダイヤル操作ガイド） 

示されます。 み^! 

1。田." 

メニュー 位置 メモリー 

最後に操作したメニューの 
位置を記憶します。 

[OFF]、[ON] 

ピクセルリフレッシュ 

撮像素テと画像処理の最適 
化を行います。 

•撮像素テと画像処理の最適化については、お買い上げ時は最適な状態に設 
定されています。被写体にない明るい点び記録され、気になるときは、本機 
能をお使い < ださい。 

• 終了後は、電源を入れ直してください。 

センサーク IJ 一ニ ング 

撮像素テ前面に付着したごみ 
やほこりを仏い落とすダスト 
リダクションを行います。 

•ダストリダクション機能は電源スイッチをの N ] にすると自動的に働きま 
すび、特にごみび気になるときは、本機能をお使いください。 （ P 1 8己） 

レンズ無しレリーズ 

本体にレンズを取り付けて 
いないときは、シャッターを 
切れないよラに設定するこ 
とびでさます。 

[OFF]: 本体にレンズを取り付けていないとさやレンズび正しく取り 
付けられていないときには、シャッターび切れません。 

[ON]： レンズの装着にかかわらず、シャッターび切れます。 

• ライカレンズ用マウントアダプター(別売： DMW - I \/ IA 2 M 、 DMW - MA 3 R ) 
使用時は [ ON ] に設定してください。 
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連写画像を見る 


■ 連写グループについて 

連写速度をに H ] に設定して連続撮影された画像は、連写アイコ 
ン[〇1]び付いた連写グループとして、まとめて記録されます。 

• グループ単位での消去や編集びでさます。(例えば、[〇1]び付いた連写グルー 
プを消去すると、グループ内のすべての画像び消去されます） 


©お知らせ 

•写真の合計び、己0000枚を超えると、それ!;^降に撮影された連写画像はグループ化されません。 

• 他機で撮影した連写画像は、連写グループ画像として認識されない場合びあります。 

•時計設定を行わずに撮影した場合、連写画像はグループ化されません。 

• 1枚を残した状態で、それ!;(外の画像をすべて消去すると、連写グループではなく]枚の画像として扱われ 
ます。 



連写アイコン 


連写画像を連続再生ずる 


連写アイコン[马 J ] び付いた画像を選び、 [ II ] をタッチする 

•カーソルボタンの▲を押してち再生することびでさます。 

再生中の画面ちの表示は、力ーソルボタンの ▲/▼/◄/► に対応しています。 


■ 連写グループ再生中の操作 


の 

連続再生/一時停止 

□ 

停止 

巧 

早戻し再生 

巧 

早送り再生 

巧 

前の画像に戻す(一時停止中） 

田） 

次の画像へ送る(一時停止中） 


_ 連写画像を1枚ずつ再生する _ 

1 連写アイコン[〇1]び付いた画像を選び、 [ P ] をタッチする 

• カーソルボタンの▼を巧すことでち同じ操作びでさます。 


2 水平ドラッグして画像を送る 

• ◄/► を巧してわ画像を送ることびでさます。 

• [ B ^] をタッチする、または、もう一度▼を巧すと、通常再生画面に戻ります。 

•連写グループ内の画像に対して、通常の写真再生時と同様の操作び可能です。（マルチ再生、再生ズー 
ム、画像の消去など） 
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連写グループ単位(グループ内すベての画像)で編集する 


再生時に [ MENU / SET ] を押し、再生メニューを表示する （ P 已 6) 
▲ /▼ で項目を選び、 [ MENU / SET ] を押す 
[1 枚設定]または[複数設定]を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 
連写アイコン[马 J ] び付いた画像を選び、編集を行う 


連写グループ内の画像を1枚ずつ編集する 


連写アイコン[马 J ] び付いた画像を選び、 
[ g ] をタッチする 


2 [ MENU / SET ] を押し、再生メニューを表示する 

3 ▲/▼ で項目を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

4 [1 枚設定]または[複数設定]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 
5 画像を選び編集を行う 


||H . ち1 がが尸] I 


次のページに続く 


運写画像を編集ずる 


連写グループ内の画像を]枚ずつまたはグループ単位(グループ内すベての画像)で編集でさます。 
• i ； rF の編集メニューび使えます。 

-[タイトル入力] ( P 138)、 [文宇焼き込み] ( P 139)、 [トリミング彻抜き)]※1 ( P 143)、 

[横縦比変換]《1 ( P 1 43) 、 [ 回転表示] ( P 1 44) 、[お気に入り] ( P 14己)、 

[プリント設赶 （ P 146)、 [プ□テクト] ( P 147)、 [認証情報編集]^ 2( p ]48) 

《 ] 連写グループ単位での一括編集はでさません。 

《2連写グループ内の画像を]枚ずつ編集することはでさません。 


ブ2 3 4 
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連写グループ内に保存されている全画像の合計枚数 
連写グループ内で設定された画像の枚数 
連写グループ全体で設定されたプ U ント枚数 

• 例えば、2枚の連写画像それぞれに3枚ずつプリント設定しているときは目と表示されます。 


©お知らせ 

• それぞれの編集方法について、詳しくは「再生メニューを使ラ」をお読みください。 （ P ] 3己） 

• [文字焼さ込み]、 [ トリミング彻抜き)]、[横縦比変換]を行った画像は、連写画像とは別に新規保をされます。 


再生•編集 


運写画像を編集する （続き） 


■ 連写グループ再生時の[お気に入り]/[プリント設定]/[プ□テクト] 

アイコン表示について 

連写グループ内の画像に[お気に入り] ( P 14 已) 、[プリント設赶 （ P 146)、 [プ□テクト] 

( P 147) 設定をすると、グループの先頭画面のをアイコンに設定枚数（[プ U ント設定]時は設定枚 
数と合計枚数)び表示されます。 


連写グループ代表画像 
(連写の1枚目） 


[お気に入 0] 


[プリント設定] 


[プ□テクト] 


® ⑥⑥ 
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(® 再生メニューの設定方法は C ^ P 已巨） 

撮影した画像の回転表示やプ□テクト設定など、いろいろな再生機能を使ラことびでさます。 

• [文き焼き込み]、 [ リサイズ(縮小)]、[トリミング(切抜き)]または[横縦比変換]は、編集した画像を新しく 
作成します。カードの空さ容量びない場合、新しい画像を作成することびでさませんので、容量に余裕びあ 
ることを確認してから画像の編集を行ラことをお勧めします。 


墙 20/30切換 


3 D 画像の再生方法を切り換えることびでさます。 

• 3 D 再生び可能な場合にのみ表示されるメニューです。詳しくは、 1己] ページをお読みください。 



撮影した画像を音楽に合わせて一定間隔で順番に再生することびでさます。また、写真のみや、動 
画のみ、 3 D 写真のみなどをスライドショーで再生することをでさます。テレビに接続して画像を 
見るとさにお勧めの再生方法です。 


2 


3 

4 


再生メニューか5 [スライドショー]を選ぶ 
▲ /▼ で項目を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

• [3 D ] の画像を 3 D で再生する方法については、 ] 己] ページをお読みく 
ださい。 

• [カテゴリー選択]時は、 ▲/▼/◄/ ►でカテゴリーを選び、 
[ MENU / SET ] 対甲して手順 3 へ進んでください。 

カテゴリーの詳細については] 37 ページをお読み < ださい。 

▲で[開始]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 
▼を押してスライドショーを終了する 

• スライドショーを終了すると、通常再生になります。 



■ スライドシヨー中の操作 

再生中に表示されるカーソルは、 ▲/▼/◄/► に対応しています。 


▲ 

再生/一時停止 

▲ 

▼ 

停止 


◄ 

前の画像へ※ 

► 

次の画像へ^ 

▼ 


後ダイヤル(を回し） 

音量下げる 

後ダイヤル(ち回し） 

音量上げる 


が 


※一時停止中および動画または連写グループ再生中のみ操作でさます。 
• [命/ク]を巧すとメニュー画面に戻ります。 


次のページに続く@ 
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(® 再生メニューの設定方法は C^P 已巨） 

■ スライドシヨーの設定を変更する 

スライドシヨーのメニュー画面で[効果]または職定]を選ぶと、スライドシヨー再生時の設定を 
変更することびでさます。 

[効果] 

画像び切り換わる際の画面効果を選ぶことびでさます。 

[ナチュラル]、[ス□一]、[スウイング]、[アーバン]、[日 F 鬥、[おまかせ] 

• [アーバン]を選んだとさは、画面効果として画像び白黒になることびあります。 

• [おまかせ]は、[カテゴ U —選択]選択時のみ使用でさます。カテゴリーごとにお勧めの効果で再生します。 

• 慟画の别または[カテゴリー選択]の[回]のスライドシヨー時、劇果]は[日 FF] に固定されます。 

• 連写グループのスライドシヨー時は、[効果]を設定していてち無効になります。 

•縦向さに表示された画像を再生するとさは、一部の[効果]は動作しません。 

[設定] 

再生間隔や U ピートを設定でさます。 


項目 

設定 

[再生間隔] 

1秒、2秒、3秒、己秒 

[リピート] 

OFF、ON 

[音設定] 

[OFF]: 音を出しません。 

[AUTO]: 写真再生時は音楽を、動画再生時は音声を再生します。 

[音楽]:音楽を再生します。 

[音声]:音声(動画のみ)を再生します。 


• [再生間隔]は、[効果]を [OF 門に設定しているとさのみ設定でさます。 

• 連写グループまたは動画のスライドシヨー時、[再生間隔]を設定していてわ無効になります。 


次のページに続く@ 
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@ 再生メニューの設定方法は C^P 已巨） 


气 I 再生モード 


[通常再生]、[写真のみ]、[動画のみ]、口 D ]、 [カテゴリー再生]または[お気に入り再生]を選び、再 
生することびでさます。 

1 再生メニューか5 [再生モード]を選ぶ 

2 ▲/▼ で項目を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

• [3D] の画像を 3D で再生する方法については、 ] 己] ページをお読みください。 


上記手順 2 で[カテゴリー再生]選択時 

3 ▲/▼/◄/ ►でカテゴリーを選び、 [ MENU / SET ] を押す 

•画像び見つかったカテゴ U —のアイコンび青になります。 

• 分類されるカテゴ U —はじ(下のとおりです。 




シーンモードなどの撮影情報 

四 

個人認証^ 

回 

G ) 人物、美肌、の夜景&人物、 

のホちゃん 

巧 

の風景、建物、の夕焼け 

巧 

の夜景&人物、の夜景、 
イルミネーション 

困 

スポーツ、パーティー 



シーンモードなどの撮影情報 

固 

り）ホちやん 

巧 

ペット 

M 

料理 

口 

トラベル曰付 

回 

連写速度をに H] で連続撮影した 
写真 


《 ▲/▼/◄/► で再生したい人物を選び [MENU/SET] を巧して再生してください。 

連写設定を EH] で連続撮影した写真は、連写グループ全体び個人認証画像として扱われます。 


次のページに続く@ 
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@ 再生メニューの設定方法は C^P 已巨） 


固タイトル入力 


撮影画像に文字（コメント）を入力しておくことびでさます。入力後、[文字焼さ込み] (P139) で撮 
影画像に焼さ込むことびでさます。 


1 再生メニューか5 [タイトル入力]を選ぶ 

2 ▲/▼ で [1 枚設赶または[複数設定]を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 


3 


画像を選び、 

[ MENU / SET ] で設定する 

•すでにタイトルび入力されている画像に 
は[国]び表示されます。 

[複数設定]選択時 

〇画像を選び、 [MENU/SET] で設定 
する（繰り返す） 

• わう一度 [MENU/SET] を巧すと設定び 
解除されます。 

0 ◄を数回押して[実行]を選び、 
[MENU/SET] を押して実行する 


[1 枚設定] [複数設定] 



◄/► で選びます。 ▲/▼/◄/► で選びます。 


4 文字を入力する （ P 112) 

• 設定後はメニューを終了してください。 


◎お知らせ 

•タイトルを消去するには文字入力画面ですベての文字を消去してください。 

• CD-ROM (付属)のソフトウエア rPH 日 TOfunSTUDIO」 を使って、文き（コメント）をプリントすることび 
でさます。 

• [複数設定]で一度に設定でさるのは] 00枚までです。 

• 動画、クオリティを [RAW: ミ:]、 [RAW ム ] または [RAW ] にして撮影された画像、他機で撮影された画像は夕 
イトル入力でさません。 


次のページに続く@ 
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再生メニューか 5 [文字焼を込み]を選ぶ 

▲ / ▼で [1 枚設定]または[複数設定]を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 
画像を選び、 [ MENU / SET ] で設定する 

• すでに文字焼さ込みされた画像には、 

画面に[臣 n び表示されます。 

[複数設定]選択時 

〇画像を選び、 [MENU/SET] で設定 
する（繰り返す） 

• もう一度 [MENU/SET] を巧すと設定び 
解除されます。 

0 ◄を数回押して[実行]を選び、 

[MENU/SET] を押して実行する 

▲ /▼で[設定]を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 

▲ /▼ で焼き込む項目を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

▲ /▼ で設定を選び、 [ MENU / SET ] を押す 


項目 

設定内容 

[撮影 日時] 

[OFF] 

[曰付]:年月曰を焼さ込みます。 

[曰時]:年月曰時分を焼さ込みます。 

[名前] 

[OFF] 

[2: i ] (個人認証）：[個人認証]で登録された名前を焼き込みます。 

[み/ WK ホちやん/ペット）： 

シーンモードの[ホちやん1]/[ホちやん2]、[ぺット]の名前設定で登録 
された名前を焼さ込みます。 

[旅行先] 

[OFF] 

[ON]： [旅行先]で設定された旅行先名を焼き込みます。 

[ トラベル日付] 

[OFF] 

[ON]：[ トラベル日付]で設定されたトラベル日付を焼き込みます。 

[タイトル] 

[OFF] 

[ON]： [タイトル入力]で入力されたタイ h ルを焼さ込みます。 


[ 1枚設定] [複数設定] 



◄/► で選びます。 ▲/▼/◄/► で選びます。 


再生•編集 



—を使う （続き） 


(® 再生メニューの設定方法は 己巨) 


□ 文字焼さ込み 


撮影した画像に、撮影曰時、名前、旅行先、トラベル曰付などを焼さ込むことびでさます。 


次のページに続く 
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(® 再生メニューの設定方法は C ^ P 已巨) 

7 [而/如を巧す 

8 ▲/▼で[実行]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

•確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行されます。 

実行後はメニューを終了してください。 

©お知らせ 

•文字焼さ込みされた画像をプリントする場合、お店やプリンターで曰付プ U ントを指定すると、曰付び重 
なってプリントされます。 

• [複数設定]で一度に設定でさるのは] 00枚までです。 

•文字焼さ込みを行ラと画質び粗<なることびあります。 

•使用するプリンターによっては文字び切れる場合びありますので、事前にご確認ください。 

• i；rF の場合、文字や曰付情報を焼さ込むことびでさません。 

-動画 

-時計とタイトルを設定せずに撮影された画像 
-文字焼さ込みされた画像 

-クオ U ティを [ RAW : ミ:]、 [ RAW ふ]または [ RAW ] にして撮影された画像 
-他機で撮影された画像 


次のページに続く@ 


戻る 


-140- 









@ 再生メニューの設定方法は C ^ P 已巨） 


[ P 動画分割 


撮影した動画を2つに分割でさます。必要な部分と不要な部分を分割したいとさにお勧めです。 

分割すると、元に戻すことができません。 

1 再生メニューか5 [動画分割]を選ぶ 

2 ◄/ ►で分割編集したい動画を選び、 [ MENU / SET ] を押す 
3 分割したい位置で▲を押す 

• わラー度▲を巧すと、続さから動画び再生されます。 

•一時停止中に ◄/► を巧すと、分割位置の細かい調整をすることびでさ 
ます。 

4 ▼ を巧す 

•確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行されます。 

実行後はメニューを終了してください。 

• 分割処理中にカードまたはバッテ IJ 一を抜 < と、動画び消失するおそれびあります。 



©お知らせ 

• 他機で撮影された動画は、[動画分割]できない場合びあります。 

•動画の最初や最後のほラでは分割でさない場合びあります。 

• [MP4] 動画の場合、分割すると画像の順まび変わります。カレンダー再生 (P 己 0) や[再生モード]の 
[動画のみ]で検索することをお勧めします。 

• 撮影時間び短い動画は分割でさません。 


次のページに続く@ 


戻る 


-141- 















再生メニューか 5 [ リサイズ(縮小)]を選ぶ 

▲ / ▼で [1 枚設定]または[複数設定]を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 
画像、サイズを選ぶ 
[ 1枚設定]選択時 

〇 ◄/ ►で画像を選び、 [MENU/SET] を押す 
0 ◄/ ►でサイズを選び、 [MENU/SET] を押す 

•確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行されます。 

実行後はメニューを終了してください。 

[複数設定]選択時 

〇 ▲/ ▼でサイズを選び、 [MENU/SET] を押す 
0 ▲/▼/◄/ ►で画像を選び、 [MENU/SET] で設定する 
(繰り返す） 

•もう一度 [MENU/SET] を巧すと設定び解除されます。 

0 ◄を数回押して[実行]を選び、 

[MENU/SET] を押して実行する 

* 確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行されます。 

実行後はメニューを終了してください。 



©お知らせ 


• [複数設定]で一度に設定でさるのは] 00枚までです。 

• リヴイズ(縮ル)を行うと画質び粗くなります。 

• 他機で撮影された画像は IJ サイズ(縮ル)できない場合びあります。 

• 動画、連写グループ、文き焼き込みされた画像、クオリティを [RAW も]、 [RAW ふ ] または [RAW ] にして撮影 
された画像は U サイズ(縮ル)でさません。 


次のページに続く 


再生•編集 



—を使う （続き） 


(® 再生メニューの設定方法は 


已巨) 


リサイズ(縮小）画像サイズ(画素数)を小さくする 


ホームぺージ用やメール添付などで送信しやすいように、画像の容量簡録画素数)をルさくします。 
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再生メニューか5 [トリミング(切抜き)]を選ぶ 
◄/ ►で画像を選び、 [ MENU / SET ] を押す 
後ダイヤルと ▲/▼/◄/ ►で切り抜く部 
分を選ぶ 


が 


後ダイヤル(む回し)：拡大 
後ダイヤル(左回し）：縮小 


4 [ MENU / SET ] を押す 

•確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行さ 
れます。実行後はメニューを終了してください。 


L/T/ ◄/►:移動 


◎お知らせ 

• 卜 U ミング彻抜き)を行うと画質び粗くなります。 

• 他機で撮影された画像はトリミング(切抜き)できない場合びあります。 

• 動画、文き焼き込みされた画像、クオリティを [ RAW : ミ:]、 [ RAViLi .] または [RAW ] にして撮影された画像は 
トリ三ング(切抜さ)でさません。 

• 卜 U ミング彻抜き)を行った画像には、元の画像の個人認証に関する情報はコピーされません。 


横縦比変換 


[晒] で撮影した画像を、プ U ント用に [困]、 [面]または[田]に変換することびできます。 

1 再生メニューか5 [横縦比変換]を選ぶ 

2 ▲/▼で[阻]、[血]または [ n ] を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

3 ◄/►で[匹回]の画像を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

4 ◄/► で左もの位置を決定し、 [ MENU / SET ] を押して決定する 

•縦に回転されている画像は ▲/ ▼で枠を移動でさます。 

•確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行されます。 

実行後はメニューを終了してください。 

©お知らせ 

• 横縦比変換を行ラと、変換後の画素数び元の画像より大さ < なる場合びあります。 

• 他機で撮影された画像は橫縦比変換でさない場合びあります。 

• 動画、文き焼き込みされた画像、クオリティを [RAW も]、 [ RAW ふ] または [RAW ] にして撮影された画像は 
横縦比変換でさません。 

•横縦比変換した画像には、元の画像の個人認証に関する情報はコピーされません。 



次のページに続く 


再生•編集 



—を使う（続き） 


(® 再生メニューの設定方法は 


己巨) 


トリ5ング(切抜さ）画像を切り抜< 


撮影した画像の必要な部分を拡大して切り抜< ことびでさます。 


ブ2 3 
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@ 再生メニューの設定方法は C ^ P 已巨） 


が/が A 画像回乾/回輯表示 


本機を縦に構えて撮影した写真を自動で縦向きに表示させたり、画像を手動で90°ごとに回転さ 
せることびでさます。 


画像回転(画像を手動で回転する） 


1 再生メニューか5 [画像回転]を選ぶ 

• [回転表示]を [ OFF ] に設定すると、陋像回転]は選択できません。 

2 ◄/► で画像を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

• 連写グループは回転でさません。 

3 ▲/▼ で回転方向を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

广►:時計回りに90°回転します。 

◄■V反時計回りに90°回転します。 

• 設定後はメニューを終了してください。 






回転表示(画像を自動で回転して表示ずる） 


1 再生メニューか5 [回転表示]を選ぶ 

2 ▼で [ ON ] を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

• [ OFF ] に設定すると、画像は回転されずに表示されます。 

• 設定後はメニューを終了してください。 

◎お知らせ 

•パソコンで再生するとき、 Exif に対応した 0 S またはソフトウエアでないと、回転して表示されないことび 
あります。 [ Exif とは、一般社団法人電子情報技術産業協会 ( J 曰 TA ) にて制定された、撮影情報などの付帯 
情報を追加することびでさる写真用のファイルフォーマットです] 

• 他機で撮影された画像は回転できない場合びあります。 

• マルチ再生時は、回転表示されません。 

•本機の上下を逆にして撮影した画像は回転表示されません。 


次のページに続く@ 
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@ 再生メニューの設定方法は C ^ P 己巨） 


★ お気に入り 


画像にマークを付け、お気に入り画像として設定しておくと、下のことびでさます。 
• お気に入りに設定した画像のみスライドショーする。 

•お気に入りに設定した画像のみ再生する。（[お気に入り再生]) 

•お気に入りに設定した画像!;^外を消去する。（[女]；^外全消去]) 


1 再生メニューか5 [お気に入り]を選ぶ 

2 ▲/ ▼で [1 枚設定]または[複数設定] 
3 画像を選び、 

[ MENU / SET ] で設定する 

•すでにお気に入りび登録されている画像に 
は [★] び表示されます。 

[複数設定]選択時 

• この手順を繰り返します。 

• もう一度 [MENU/SET] を巧すと設定び解除 
されます。 

• 設定後はメニューを終了してください。 


を選び、 [ MENU / SET ] を押す 


[1 枚設定] [複数設定] 



◄/► で選びます。 ▲/▼/◄/► で選びます。 


■ [お気に入り]設定をを解除する 

1 再生メニューか5 [ お気に入り]を選ぶ 

2 ▲/▼で[全解除]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

•確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行されます。 

実行後はメニューを終了してください。 

•[ 再生モード]を設定中は、 [ 全解除]を選択でさません。 

◎お知らせ 

• 999枚まで設定でさます。 

• 他機で撮影された画像では、[お気に入り]設定びできない場合びあります。 
•[クオリティ]を [ RAW ] にして撮影された画像は、お気に入りに設定できません。 


次のページに続く@ 
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[1 枚設定] 


再生メニューか5 [プリント設定]を選ぶ 

▲ / ▼で [ 1枚設赶または[複数設定]を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 
画像を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

▲ / ▼でプリント枚数を設定し、 

[ MENU / SET ] で決定ずる 

• [複数設定]選択時は、手順 又 4 を繰り返して 
<ださい。 

• [複数設定]選択時は、連写グループに対して[プ 
リント設定]を行ったとさ、合計枚数び1000枚 
政上の場合は、 [999+] と表示されます。 


[複数設定] 



◄/ ►で選びます。 


/◄/ ► で選びます。 


► 設定後はメニューを終了してください。 


再生•編集 



—を使う（続き） 


(® 再生メニューの設定方法は 


已巨) 


プリント設定 


DP0F プ U ントに対応したお店やプ U ンターでプ U ントするときに、画像、枚数や日付プリントを 
指定することびでさます。詳しくは、お店にお尋ねください。 

連写グループに[プリント設定]を行った場合は、グループ内の画像すべてに対して設定した枚数 
分のプ U ント設定びされます。 


■ [プリント設定]をを解除する 

1 再生メニューか5 [プリント設定]を選ぶ 

2 ▲/▼で[全解除]を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 

•確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行されます。 

実行後はメニューを終了してください。 

■ 曰付をプリントする 

プ U ント枚数設定時、►を押すごとに曰付プ U ントを設定/解除でさます。 

• 日付プ U ントを設定してち、お店やプリンターによっては日付プ U ントできない場合びあります。 

詳し < は、お店に尋ねるか、プリンターの説明書をお読み < ださい。 

• 文字焼さ込みされた画像に曰付プ IJ ントは設定でさません。 

©お知らせ 

• プリント枚数は〇〜999枚まで設定でさます。 

• プリンターによっては、プリンター側の日付プ U ント設定び優先される場合びありますので、お気をつけく 
ださい。 

•他機で設定した[プ U ント設定]は利用でさない場合びあります。そのとさはすベて解除してから再設定し 
て < ださい。 

• DCF 規格に準拠していないファイルには設定できません。 

•動画、[クオリティ]を [RAW] にして撮影された画像は、プリント設定できません。 


次のページに続く 
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[1 枚設定] 


再生メニューか5 [プ□テクト]を選ぶ 

▲ / ▼で [ 1枚設赶または[複数設定]を選び、 [ MENU / SET ] を押ず 
画像を選び、 

[ MENU / SET ] で設定ずる 
[複数設定]選択時 

• この手順を繰り返します。 

• もう一度 [MENU/SET] を巧すと設定び解除 
されます。 


[複数設定] 


>設定後はメニューを終了してください。 


な动トー 主' 


4/ ►で選びます。 


▲/▼/◄/► で選びます。 


再生•編集 



—を使う（続き） 


(® 再生メニューの設定方法は C ^ P 己巨) 


プ□テクト 


画像を誤って消去することびないよラに、消去したくない画像にプ□テクトを設定することびで 
さます。 


■ [プ□テクト]設定をを解除する 

1 再生メニューか5 [プ□テクト]を選ぶ 

2 ▲/▼で[全解除]を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 

•確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行されます。 

実行後はメニューを終了してください。 

◎お知らせ 

• [プ□テクト]設定は本機似外では無効になる場合びありますので、お気をつけください。 

• 画像をプ□テクトしても、フォーマットした場合は消去されます。 

• 画像をプ□テクトしなくても、力ードの書き込み禁止スイッチを 「LOCK」 側にしておくと、消去はされません。 


次のページに続く 
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@ 再生メニューの設定方法は C ^ P 己巨） 


1=認証情報編集 


選択した画像の個人認証に関する情報の解除や入れ換えびでさます。 


2 

3 

4 


再生メニューか5 [認証情報編集]を選ぶ 

▲/▼で[入換え]または[解除]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

◄/ ►で画像を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

◄/ ►で人物を選び、 [ MENU / SET ] を押す 



5 ([入換え]選択時） ▲/▼/◄/► で人れ換えたい人物の 

画像を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 

•確認画面び表示されます。[はい]を選ぶと実行されます。 

実行後はメニューを終了してください。 

◎お知らせ 

•解除した個人認証に関する情報は元に戻すことびでさません。 

• 個人認証情報をすべて解除した画像は、[カテゴリー再生]の個人認証に分類されません。 
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他の機器 
との接続 


3 D 写真を楽しむ 


3 D 写真を撮る 


本機に 3D 交換レンズ(別売: H-FT012) を取り付けると、迫力ある 3D 写真を撮影することびでき 
ます。 3D 写真を見るには 3D 対応テレビび必要です。 

3 D 写真 



※イラストはイメージ図です。 

1 本機に 3 D 交換レンズを取り付ける 

2 被写体に画面を合わせ、シャッターボタンを全押しして撮影する 

• 3D 撮影時は、ピントを合わせる操作は不要です。 

• 3D 交換レンズを装着して撮影した写真は MPO 形式 (3D) で保存されます。 


3 D の写真をを全に見るために、撮影時にはむ下の点にお気をつけください。 

-できるだけ本機を水平にして撮影してください。 

-被写体に近づきすざないでください。 [3D 交換レンズ(別売: H-FT012) 装着時は、被写体から0.目 m 
離れて撮影してください] 

-乗車中や歩行中などは手ブレにお気をつけ<ださい。 


©お知らせ 

• 3 D 写真の縦撮影には対応していません。 

•安定した写真を撮影するために、兰脚やフラッシュの使用をお勧めします。 

• 被写体までの距離び0.目 m 〜約] m では、左ちの視差び大さ<なり、画面の両端では立体効果び得られない 
場合びあります。 

• 3D 写真の記録可能枚数は、2 G 日の力ードを使用の場合、約已00枚です。（画像横縦比[巧!]、クオ IJ 
ティ[阻:ミ:]に設定時） 

• 3D 交換レンズの取扱説明書ちお読み<ださい。 


次のページに続く@ 
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3 D 写真を楽しむ（続き) 


他の機器 
との接続 


■ 3 D 撮露時の制限事頃 

3D 交換レンズ(別売: H-FT012) を使っての撮影時には、し U 下の機能び使えません。 

(撮影機能） 

• オートフォーカス/マニュアルフォーカス操作 
• 絞り値設定 
• ズーム操作 
• 動画撮影^^ 

•ク1」エイテイブコント□-ルモードの[八イダイナミック]/[トイフォト] 

•ボケ昧コント□ール機能 

《 ] 動画ボタン、動画撮影メニューは無効または使用でさな<なります。 


(撮影メニュー） 

•[記録画素数]^ 2 / [ クオリティ]& 'V [クイック AF]/ [デジタルホ目補正]/ 

[超解像]/[のレンジコント□ール]/[シェーディング補正]/忙Xテレコン(写真)]/ 
[デジタルズーム]/[連写速度]のに H]/ [手ブレ補正] 

《2じ(下のよラに固定されます。 


画像横縦比 

記録画素数 

の 

]824 x 1368 画素 

■na 

]824 x ]2]6 画素 

晒 

]824 x 1024 画素 

田 

1712 X 1712 画素 


《3 3D 交換レンズ装着時は、!; TF のアイコンび表示されます。 

[因日ぶ s](MPCI+ ファイン）： MP 日画像とファイン相当の JPEG 画像を同時に記録します。 

[西]ふ] (MPCI+ スタンダード）： MPO 画像とスタンダード相当の JPEG 画像を同時に記録します。 


(カスタムメニユ ー) 

• [AF/AE □ツク切換]/[ダイレクトフォーカス移動]/[フォーカス優先]/[半巧し AF]/ [ピンポイント A 鬥寺間]/ 
[AF 補助光]/ [AF+MF]/[MF アシスト]/ [MF ガイド]/[パワーズームレンズ]/[動画ボタン]/[記録枠表示]/ 

[残枚数/残時間切換]/[タツチ設定]の[タツチ AF] 


次のページに続く@ 
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3 D 写真を楽しむ（続き) 


他の機器 
との接続 


3D 写真を見る 


本機と 3 D 対応テレビを接続して 3 D 記録した写真を再生すると、迫力ある 3 D 写真を楽しむこと 
びでさます。 

3 D 対応の SD カードス□ット付さテレビにカードを入れて、撮影した 3 D 写真を再生することを 
でさます。 


本機で撮影した 3 D 写真を再生でさる機器についての最新情報は、下記ヴポートヴイトをご確 
認ください。 

http://panasonic.jp/support/dsc/ 


準備： [ HDMI 出力解像度] ( P 64) を [ AUTO ] または [ 1 080 i ] に設定する。 
[3 D テレビ出力] ( P 64) を[画]に設定する。 


HDMI ミニケーブルで本機と 3 D 対応テレビをつなざ、再生画面を表示する 
( P 153) 

• [ビエラ U ンク KP 日 4) をの N ] に設定していてビエラ U ンク対応テレビに接続した場合は、テレビの入力切換び 
自動で切り換わり、再生画面び表示されます。詳しくは、 1己4 ぺージをお読みください。 

• 3 D 記録された写真には、再生時のサムネイル表示に[巧巧]び表示されます。 


■ 3 D 記録した写真のみを選んで 3 D 再生する 

再生メニューの[再生モード]で口 D ] を選んでください。 （ P 137) 

■ 3 D 記録した写真のみをスライドシヨーで 3 D 再生する 

再生メニューの[スライドシヨー]で [3 D ] を選んでください。 （ P 1 3已） 


■ 3D 記録した写真の再生方法を切り換える 

1 3D 記録した写真を選ぶ 

2 再生メニューか 5 [2D/3D 切換]を選び、 [MENU/SET] を押ず (P 日 6) 

• 2D (従来の画像)で再生されている場合は 3D に、 3D で再生されている場合は 2D に再生方法び切り 
換わります。 

• 3D 撮影写真の視聴中に疲労感、不快感など異常を感じた場合は、 2D で再生してください。 


次のページに続く@ 
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他の機器 
との接続 


3 D 写真を楽しむ（続き） 


■ 3 D 写真では働かない/ほ用でをない機能 

• カスタムメニューの[八イライト表示]^ 

•再生ズーム^ 

• 消去※ 

• 再生メニューの編集機能([タイトル入力]/[文字焼さ込み]/[動画分割]/[リサイズ(縮ル)]/ 

[トリミング彻抜さ)]/[横縦比変換]/[画像回転]/[回転表示]/[お気に入り]^/ 

[プリント設定]^/[プ□テクト]勺[認証情報編集]^) 

《 2 D として表示する場合は使用でさます。 

©お知らせ 

• 3D で撮影した写真を本機の液晶モニターで再生した場合、 2D (従来の画像)で再生されます。 

• 3D 記録した写真と 2D 記録した写真を切り換えて再生する場合は、数砂間黒画面び表示されます。 

• 3D 写真のサムネイルを選択時、または 3D 写真再生後のサムネイル表示は、再生開始や表示に数秒間かか 
ります。 

• 3D 写真の視聴時、テレビ画面に近いと目の疲れび出ることびあります。 

•テレビび 3 D 写真に切り換わらなかつた場合は、テレビ側で必要な準備を行つてください。 

(詳しくは、テレビの取扱説明書をお読みください） 


3 D 写真を残す 


レコーダーやパソコンにを 3 D 写真を保をすることびでさます。 

■ レコーダー でダビングする 

3 D に対応したレコーダーでダビングすると、 3 D 写真は MPO 形式のまま記録されます。 
•ダビングした写真び 3 D 写真に切り換わらなかった場合は、テレビ側で必要な準備を行ってください。 
(詳しくは、テレビの取扱説明書をお読みください） 


3 D 記録した写真のダビングについて 

ダビングでさる機器についての最新情報は、下記ヴポートヴイトでご確認ください。 

http://panasonic.jp/support/dsc/ 


■ パソコンにコピーする 

詳しくは、 1已7 ぺージの rrPH 日 TOfunSTUDIO 」 を使ってパソコンにコピーする」をお読みくだ 
さい。 
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他の機器 
との接続 


テレビで見る 


本機で撮影した画像をテレビ画面で再生でさます。 

準備：本機の電源スイツチを [ OFF ] にし、テレビの電源も切つておく。 


お使いのテレビの端子を確認して、端子に 
合った接続コードをお使いください。 
接続する端子によって画質が変わります。 

1 本機とテレビをつなぐ 


HDIVH 端子 


高画質 


映像端子 



•端テの向きを確認して、プラグを持ってまっすぐ抜き差ししてください。（斜めに差したり、向きを逆 
にすると、端テび変形して故障の原因になります） 




HDMI ミニケースレ(別売)で接続する場台 



テレビ側の端子 



•当社製 HDMIS ニケーブル(別売)をお使い < ださい。 

-品ま： RP-CDHM] 已 （1 .己 m)、RP-CDHM30(3.0 m) 

• [HDMI 出力解像闻 (P64) を確認してください。 

• 音声はステレオで再生されます。 

•液晶モニター/別売ライブビューファインダーに画像は表示されません。 

• ビエラリンク （HDMI) を使って再生する場合、詳しくは ] 己4 ページをお読みください。 



• 当社製 AV ケーブル(別売)をお使いください。 

-品ま： DMW-AVC1 

• [TV 画面タイプ] (P63) を確認してください。 

• 音声はモノラルで再生されます。 

•別売ライブビューファインダー (P1 日 7) 表示はできません。 

2 テレビの電源を入れ、接続ずる端子に合わせてテレビの入力切換を選ぶ 


次のページに続く@ 
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テレビで見る （続き) 


他の機器 
との接続 


3 本機の電源を入れ、[面]を押す 

◎お知らせ 

• [画像横縦比]によっては、画像の上下や左ちに黒い帯び付いて表示されることびあります。 

• 画像の上下の端び切れて表示される場合は、テレビの画面モードの設定を変更してください。 

• AV ケーブルと HDMI ミニケーブルを同時に接続しているときは、 HDMI ミニケーブルからの出力び優先さ 
れます。 

• US 日接続ケーブルと HDMI ミニケーブルを同時に接続しているときは、 US 日接続ケーブルでの接続び優 
先されます。 

•画像を縦にして再生すると、多少ぼやけることびあります。 

•画像び表おされる際、テレビの機種によって画像び乱れる場合びあります。 

• テレビの説明書をお読み<ださい。 


SD カードス□ット付きテレビにカードを入れて、撮影した写真を再生することびできます。 
•テレビの機種によって、画像びテレビの全画面で表示されないことびあります。 

• [AVCHD] で撮影した動画は、 AVCHD の□ゴマークび付いている当社製テレビ（ビエラ）で再生するこ 
とびでさます。 

•再生に対応したカードについては、テレビの説明書をお読みください。 


ビエラリンク （ HDMI ) を使う 


ビエラリンク （ HDMI) (HDAVI Controli ^ ) とは 

• 本機と HDMIS ニケーブル(別売)を使って接続したビエラリンク対応機器を自動的に連動させて、ビエラの 
I」モコンで簡単に操作できる機能です。（すべての操作びできるちのではありません） 

•ビエラリンク （ HDMI ) は HDMI CEC (Consumer Electronics Control ) と呼ばれる業界標準 
の HDMI によるコント□-ル機能をベースに、当社独自機能を追加したものです。他社製 HDMI CEC 対 
応機器との動作保証はしておりません。ビエラリンク （HDMI) に対応した他社製品については、その製 
品の取扱説明書をご確認 < ださい。 

•本機は、ビエラリンク （HDMI) Ver. 己に対応しています。ビエラリンク （HDMI) Ver. 己とは、従来の当社 
製ビエラリンク機器にも対応した最新の当社基準です。に010年] 2月現在） 


準備：[ビエラリンク] ( P 64) を [ ON ] に設定する。 

1 HDMI ミニケープルで、本機とビ 
エラリンク （ HDMI ) に対応した 
当社製テレビ(ビエラ）をつなぐ 
( P 153) 

2 本機の電源を入れ、[面]を巧す 


当社製テレビ(ビエラ) 
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他の機器 
との接続 


テレビで見る （続き） 


3 テレビのリモコンで操作する 

•画面に表示される操作アイコンを参考に操作して<ださい。 

◎お知らせ 

• 動画の音声を再生するには、スライドシヨー設定画面で[音設定]を [AUTO] または障司に設定してくだ 
さい。 

•操作アイコン表示中にしばらく何わ操作しないと、操作アイコンび非表示になります。 

また操作アイコン非表示中に!; TF のボタンのいずれかを巧すと、操作アイコンび表示されます。 

. ▲/▼/◄/►、快定]、[サブメこユー]、协]、[緑]、横] 

•テレビに2つじ(上の HDMI 入力端テびある場合は、本機を HDMI1 じ(外に接続することをお勧めします。 

• 本機のボタンを使っての操作は制限されます。 


■ その他の連動操作について 

電源 OFF 

テレビの U モコンを使ってテレビの電源を切ると、本機の電源わ連動して切れます。 

自動入力切換 

• HDMI ミニケーブルで接続して本機の電源を入れ、本機の [(3] を巧すと、テレビの入力切換を自動で本機 
の画面に切り換えます。また、テレビの電源び待機状態のときは自動で電源び入ります。（テレビの情源才 
ン連動」を「する」に設定している場合） 

•テレビの HDMI 端テによっては、入力切換び自動で切り換わらない場合びあります。そのときはテレビのリ 
モコンを使って入力切換して<ださい。（入力切換の方法はテレビの取扱説明書をお読み<ださい） 

• ビエラリンク （HDMI) び正しく働かない場合は、 ] 82 ぺージをご確認ください。 


©お知らせ 


• お使いのテレビびビエラ U ンク （HDMI) 対応かわから 
ないときは、接続した当社製テレビにビエラリンク 
(HDMI) の□ゴマークび付いているかご確認いただく 
か、テレビの取扱説明書をお読み < ださい。 

• HDMI 規格に準拠していないケーブルでは動作しません。 

•当社製 HDMI ミニケーブル(別売)をお使いください。 

-品ま： RP-CDHM] 已 （1 .已 m)、RP-CDHM30(3.0 m) 

• ビエラ iJ ンク動作時、本機の [HDMI 出力解像廚は自動的に判別されます。 


VIWA レか 
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他の機器 
との接続 


記録した写真や動画を残ず 


本機で記録した写真や動画は、 そのつ ァイル形式 ( JPEG 、 RAW 、 MPO 、 AVCHD 、 MP 4) によって 
他の機器への取り込み方法び異なります。お使いの機器により、 J ； rF の方法をお選び < ださい。 


SD 力ードをレコーターに入れてタビングする 


取り込み可能なフアイルお式：圏 （ JPEG 、 MPO )/ 麵 ( AVCHD 、 MP 4) 


当社製ブルーレイディスクレコーダーや DVD レコーダーに本機で撮影した SD カードを入れ 
ると、ブルーレイディスクや DVD ディスク、 A — ドディスクにダビングすることができます。 

本機で撮影した SD カードを直接入れてダビングできる機器、八イビジョンに対応した機器についての最 
新情報は、下記ヴポートヴイトでご確認ください。 

http://panasonicJp/support/dsc/ 


• ダビングや再生方法など詳し < は、レコーダーの取扱説明書をお読み < だ 
さい。 



AV ケーブルを使って再生映像をダビングする 


取り込み可能なファイルお式： 醒星」 ( AVCHD 、 MP 4) 

本機で再生した映像をブルーレイディスクレコーダーや DVD レコーダー、ビデオなどを使い、ブ 
ルーレイディスクや DVD ディスク、八ードディスク、ビデオなどにダビングします。 

八イビジョン対応機器し U 外でを再生でさるので、ダビングして配る場合などに便利です。このとさ 
映像は八イビジョンではなく、標準の画質になります。 

1 本機と録画機を AV ケーブル(別売） 

で接続する 

2 本機で再生を始める 
3 録画機で録画を始める 

• 録画(ダビング)を終了するとさは、録画機 
の録画を停止したあと、本機の再生を停止 
して < ださい。 


AV ケーブル(別売） 

©お知らせ 

•横縦比び4:3のテレビでご覧になる場合は、必ず本機の [TV 画面タイス （P 目 3) を [4 : 3] に設定してダビング 
してください。 [16:9] に設定してダビングした動画を4:3のテレビで見ると、縦長の映像になります。 

• ダビング時は本機の [DISP.] を巧し、画面表示を消しておくことをお勧めします。 （P 已 2) 

• ダビングや再生方法など詳しくは、録画機の取扱説明書をお読みください。 



次のページに続く@ 
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他の機器 
との接続 


記録した写真や動画を残す（続き） 


rPHOTOfunSTUDIOJ を使ってパソコンにコピーする 


取り込み可能なファイルお式：居 g ( JPEG 、 RAW 、 MPO )/ 画国 J ( AVCHD 、 MP 4) 

CD - ROM (付属)のソフトウエア! " PHOT 日 funSTUDIO 」 を使ってパソコンに写真や [ AVCHD ]、 
[ MP 4] で撮影した動画を取り込んだり、 [ AVCHD ] で撮影した動画から、従来の標準画質 
の DVD ビデオを作成することなどびできます。 

また DVD に画像を書さ込んだり、複数の写真をつなぎ合わせて 
] 枚のパノラマ写真に合成したり、お好みの音楽や効果を付けてスラ 
イドショーを作成することなどびでさ、それらを DVD に保存すること 
をでさます。 


1 お使いのパソコンに rPHOTOfunSTUDIOJ をインス I ルする 

• 動作環境やインストールについて、詳し<は「取扱説明書基本操作編」をお読み<ださい。 

2 本機とパソコンを接続する 

• 接続のしかたについては、 1已9 ぺージの「写真、 [MP4] 動画を取り込む ([AVCHD] 動画似外)」をお読 
み < ださい。 

3 rPHOTOfunSTUDIOJ を使って画像をパソコンにコピーする 
•詳しくは rPH 日 TOfunSTUDI 日」の取扱説明書 (PDF) をお読みください。 



©お知らせ 

• 取り込んだファイルやフォルダーを、 Windows のエクスプ□ーラーなどで消去や移動などを行わないで 
ください。 f HOT 日 funSTUDI 日」を使って再生、編集などびできなくなります。 
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他の機器 
との接続 


む/コンと接続ずる_ 


本機をパソコンと接続すると、本機の画像をパソコンに取り込むことびでさます。 

•お使いのパソコンによっては、取り出した力ードから直接読み込むことわでさます。詳しくは、パソコンの 
説明書をお読み<ださい。 

• SDXC メモ U —カードにパソコンび対応していない場合、フォーマットを促すメッセージび表示されるこ 
とびあります。（撮影した画像び消去されますので、フォーマットしないで<ださい)カードを認識しない場 
合は、下記のヴポートヴイトをご覧ください。 

http :// panasonic . jp / support / sd _ w / 

•取り込んだ画像はプ U ントやメール送信などにお使いいただけます。 CD - R 日 M (付属)のソフトウエア 
rPH 日 TOfunSTUDI 日」を使うと便利です。 

• CD - R 日 M (付属)のソフトウエアや動作環境、インストールなど詳しくは、「取扱説明書基本操作編」をお読 
み < ださい。 

■ほ 用でをるパソコン 




Windows 


Mac 


98/98 SELU 前 

Me /2000 

XP / Vista /7 

OS 9 /OS X 

PHOTOfunSTUDIO は 
使える？ 

使えません 

使えます※1 

使えません 

[ AVCHD ] 動画を 
パソコンに取り込める？ 

取り込めません 

取り込めまず^2 

取り込めません 

[ MP 4] 動画を 
パソコンに取り込める？ 

取り込めません 

取り込めまず 

取り込めまず 
(0 S 9.2.2/0 S X 
[10.1 〜10.7]) 

写真を 

パソコンに取り込める？ 

取り込めません 

取り込めまず 

取り込めまず 
(0 S 9.2.2/0 S X 
[10.1 〜10.7]) 


• Windows 98/98 SE じ(前または Mac OS 狂 xl ；( 前のパソコンは、 USB 接続はできませんび、 

SD メモ U —カード U —ダー/ライターび利用でされば取り込めます。 

《 ]Internet Explorer 6.0 似上びインストールされている必要びあります。 

お使いになる機能によっては処理能力び高いパソコンび必要になります。お使いになるパソコンの環 
境によっては正しく再生されなかったり、正しく動作しない場合びあります。 

《2 [ AVCHD ] 動画は必ず! PHOTOfunSTUDIO 」 を使って取り込んでください。 


次のページに続く@ 
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パソコンと接続する （続き) 


他の機器 
との接続 


写真、 [ MP 4] 動画を取り込む （[ AVCHD ] 動画 m 外) 


準備：本機とパソコンの電源を入れる。 



•十分に充電されたバッテ U - または AC アダプター(別売: DMW - AC 8) を使用してください。バッテリー使 
用時、 US 日接続中にバッテリー残量び少なくなると、電源表示ランプび点滅し、警告音び鳴ります。 1巨0 
ページの「安全に USB 接続ケーブルを取り外す」をお読みのラえ、 US 日接続ケーブルを抜いてください。 
データび破壊されるおそれびあります。 


1 USB 接続ケープル(付属)を本機とパソコンに挿入する 

•付属の USB 接続ケーブル似外は使わないでください。故障の原因になります。 

之 ▲/ ▼で [P 口を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 

•セットアップメニューで [ US 日モード] ( P 63) を [ PC ] に設定しておくと、 [ US 巨モード]の選択画面 
は表示されず、自動的に PC と接続します。 

• [ USB モード]を [ PictBricige ( PTP )] にして接続した場合、パソコンの画面にメッセージび表示さ 
れる場合びあります。[キャンセル]仲止)を選んで画面を閉じ、安全に US 日ケーブルを取り外し 
( P 160 UUS 日モード]を [ PC ] に設定し直してください。 

3 パソコンを操作する 

•取り込みたい画像の入っているフォルダーやファイルを、パソコン上の別のフォルダーにドラッグ 
アンドド□ップすると、パソコンに画像を保存することびでさます。 

©ぉ知らせ 

• AC アダプター(別売)を抜さ差しする場合は、本機の電源を切ってから行ってください。 

•カードの抜さ差しは電源を切って、 US 日接続ケーブルを抜いてから行ってください。データび破壊される 
おそれびあります。 


次のページに続く@ 
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他の機器 
との接続 


パソコンと接続する （続き） 


■ 力ードの中をパソコンで見る（フォルダー構造） 

Windows の場合：「コンピユーター」にドライブ(「リムーバブルディスク」）を表示 

Mac の場台： デスクトップ上にドライブ (rLUMIX」、rNO_NAME」 または r 名称未設定」)を表示 


力ード 


- [dcimI 

み 00 PANAJ 


理 


PANA 


-P1 00000 1..JPG 

〇 〇 〇 

-P1000002.JPG 


LP1000999.JPG 



HlOl.PANAl 


H999_PANA| 

HMISCI 

HPRIVATEI 


HAVCHD 1 


DCIM : 画像 

〇フォルダー番号 
〇 色空間 

P ： sRG 巨 


包ファイル番号 
〇 JPG ： 

MP 4： 

RW 2： 

MP 0： 

MISC ： 

AVCHD ： 


AdobeRG 巨 
写真 

MP 4 動画 

RAW ファイルの画像 
3 D 画像 
DP 0 F プ U ント 
お気に入り 
AVCHD 動画 


じ(下の場合に撮影すると新しいフォルダーび作成されます。 

•セットアップメニユーの[ま号リセット] ( P 目己) 実行後 
•同じフォルダーま号のあるカードを挿入した場合(他社の力 
メラで撮影した場合など） 

• フォルダー内にファイル番号999の画像びある場合 


■ まをに USB 接続ケーブルを取りかす 

パソコンの画面でタスクトレイの 「の」 アイコンを選び、 「 DMC-GXl の取り出し」をク 
リックする 

• お使いのパソコンの設定によっては、このアイコンび表示されない場合びあります。 

• アイコンび表示されていない場合は、デジタルカメラの液晶モニターに[通信中]び表示されていないこと 
を確認してから取り外して<ださい。 

■ PTP モードで接続する 

(Windows® XP/Windows Vista ⑨ /Windows® 7/Mac OS X のみ） 

[ USB モード]を [ PictBriclge ( PTP )] にしてください。 

• カードからパソコンへの読み込みのみ可能です。 

• PTP モードでカードの中に] 000枚!;^上の画像びあると、取り込めない場合びあります。 

• PTP モードで、動画は再生でさません。 
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他の機器 
との接続 


プリントずる 


PictBridge に対応したプリンターに接続すると、本機の液晶モニター上でプリントする画像を選 
択したり、プ U ント開始を指示することびでさます。 

• 連写画像はグループとして表示されません。一覧で表示されます。 

•お使いのプリンターによっては、取り出したカードから直接プリントすることわでさます。 

詳し < は、プリンターの説明書をお読み < ださい。 

準備：本機とプ U ンターの電源を入れる。 

あらかじめプ U ンター側で印字品質などの設定をしておく。 



•十分に充電されたバッテ U —または AC アダプター(別売: DMW - AC 8) を使用してください。 

接続中にバッテリー残量び少なくなった場合は、電源表示ランプび点滅し、警告音び鳴ります。すぐにプリ 
ントを中止してください。プ U ント中似外のときは、 US 日接続ケーブルを抜いてください。 


1 USB 接続ケーブル(付属)を本機とプリンターに挿入する 
之 ▲/▼で [ PictBridge ( PTP )] を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 

◎お知らせ 

• [ S ] (ケーブル切断禁止アイコン)表示中は、 US 日接続ケーブルを抜かないでください。 
•付属の US 日接続ケーブル外は使わないでください。故障の原因になります。 

• AC アダプター(別売)を抜さ差しする場合は、本機の電源を切ってから行ってください。 

• カードの抜さ差しは電源を切って、 US 日接続ケーブルを抜いてから行って<ださい。 
•動画はプ U ントでさません。 


次のページに続く@ 
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プリントする （続き) 


他の機器 
との接続 


画像を選んで1枚ずつプリントする 


1 ◄/► で画像を選び、 [ MENU / SET ] を巧す 



2 ▲で[プリント開始]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

• プ U ント開始前に設定でさる項目については] 63 ページをお読みください。 
• プ U ント終了後、 US 日接続ケーブルを抜いてください。 


複数の画像を選んでプリントずる _ 

ブ ▲ を押す 

2 ▲/▼ で項目を選び、 [ MENU / SET ] を押ず 


項目 

設定内容 

複数選択 

複数の画像を選んでプ U ントします。 

• ▲/▼/◄/► で画像を選び、 [ MENU / SET ] を巧す。 

(もう一度 [ MENU / SET ] を巧すと設定び解除されます） 

• 選択び終了したら◄を数回巧して[実行]を選び、 [ MENU / SET ] を巧してください。 

全画像 

保をされているすべての画像をプリントします。 

プリント設定 ( DPOF ) 

[プリント設定]で設定 ( P 146) された画像のみをプリントします。 

お気に入り 

[お気に入り]設定 ( P 1 4己） された画像のみをプリントします。 


3 ▲で[プリント開始]を選び、 [ MENU / SET ] を押す 

• プ U ント確認画面び表示された場合は、[はい]を選んでプリントしてください。 
• プ U ント開始前に設定でさる項目については] 63 ページをお読みください。 

• プ U ント終了後、 US 日接続ケーブルを抜いてください。 


次のページに続く@ 
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プリントする （続き) 


他の機器 
との接続 


プリントの各種設定 


r 画像を選んで1枚ずつプリントする」の手順 2、 または r 複数の画像を選んでプリントする」の手 
順 3 の画面でそれぞれの項目を選んで設定してください。 

• 本機び対応していない用紙サイズやレイアウト設定でプリントしたい場合は、本機の用紙サイズ、レイアウト 
設定を [&] にして、プ U ンター側で設定してください。(詳しくはプリンターの説明書をお読みください） 

• [プ I 」ント設定 ( DPOF )] 選択時には、[日付プリント]と[プリント枚数]の項目は表示されません。 


■ 日付プリント 


項目 

設定内容 

OFF 

曰付プリントされません。 

ON 

曰付プリントされます。 


• プリンターび日付プリントに対応していない場合は、日付をプリントすることびできません。 

• プリンターによっては、プリンター側の日付プ U ント設定び優先される場合びありますので、お気をつけく 
ださい。 

• 文字焼さ込みされた画像をプリントする場合、日付プリントを指定すると、日付び重なってプ U ントされま 
すので、日付プリントを [ OFF ] にしてください。 

•使用するプリンターによっては、画像横縦比を[田]に設定して撮影した画像の日付び、縦方向にプリント 
される場合びあります。 

■プ U ント枚数 

プ U ントする枚数(最大999枚まで)を設定でさます。 

• 後ダイヤルでわ設定でさます。 


■ 用紙サイズ 


項目 

設定内容 

み 

プ U ンターの設定び優先されます。 

L /3 .己" X 己" 

89 mmx 127 mm 

2 L / 己" X ス' 

127 mmx 178 mm 

はびさ 

100 mmx 148 mm 

16：9 

101.6 mmx 180.6 mm 

A 4 

210 mmx 297 mm 


項目 

設定内容 

A 3 

297 mmx 420 mm 

1 Ox 15 cm 

100 mmx 1 已〇 mm 

4" x 6" 

101.6 mmx 1 己 2.4 mm 

8 "x ] 0" 

203.2 mmx 2 已 4 mm 

レター 

216 mmx 279.4 mm 

力ード 

己 4 mmx 8 已 .6 mm 


• プ U ンターび対応していない用紙サイズは表示されません。 


次のページに続く@ 
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他の機器 
との接続 


プリントする （続き） 


■ レイアウト(本機で設定可能なレイアウト） 


項目 

設定内容 

田田 

2面印刷 

宜直 

4面印刷 


項目 

設定内容 

み 

プリンターの設定び優先されます。 

且 

1面縁なし印刷 

国 

] 面縁あり印刷 


• プリンターび対応していない場合は、選択でさない項目びあります。 


■ レイアウト印刷について 

1枚の用紙に同じ画像を印刷する場台 

例えば、1枚の用紙に同じ画像を4枚印刷する場合、[レイアウト]を垣目]、[プ U ント枚数]を4枚に 
設定してください。 

1枚の用紙に異なる画像を印刷する場台 

例えば、1枚の用紙に異なる画像を4枚印刷する場合、[レイアウト]を垣团、[プリント枚数]を]枚に 
設定してください。 

©お知らせ 

• プリント中にオレンジ色の [•] び表示されたとさは、プ U ンターからエラーメッセージを受け取っていま 
す。プリント終了後にプリンターに異常びないか確認してください。 

• プ U ント枚数び多い場合、複数回に分けてプリントされることびあります。このとさ、残り枚数の表示は設 
定枚数と異なります。 

• RAW ファイルをプリントする場合、本機で同時に記録された JPEG 画像びプリントされます。 JPEG 画像 
びない場合はプ U ントでさません。 



[文字焼さ込み]を使って、 [プ U ント設定]のプ U ント枚数設定時にカーソルボタンの►を 

画像に曰付を焼さ込むこと 押すと、押すごとに曰付プ U ントを設定/解除でさます。 


びでさます。 

•お店やプリンターでプリン 
卜ずる場合は、日付が重 
なつてプリントされまずの 
で日付プリントを指定しな 
いで < ださい。 


お店に依頼する場を 

設定さえしておけば、カードを取り出して、お店に日付入りで依 
頼するだけです。（[個人認証]またはシーンモードの[赤ちや 
ん1]/[ホちやん2]、[ぺット]の[月齢/年齢]や[名前]、[トラべ 
ル曰付]、[旅行先]、または[タイトル入力]で入力した文字のプ 
U ントはお店では依頼でさません） 

自宅でプリントする場合 


曰付プ U ントに対応しているプ U ンターに本機を接続して、プ 
リントするだけで日付プ U ントびできます。 


• CD-ROM (付属)のソフトウェア 「 PH 日 TOfunSTUDIO 」 を使つて曰 
付プ U ントすることびでさます。 


※曰付プ U ントを設定してち、お店やプリンターによっては曰付プリントで 
さない場合びあります。詳しくは、お店に尋ねるか、プリンターの説明書を 
お読み < ださい。 
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別売品のご紹介 


品名 

品番 

バッテ U —パック 

DMW - BLD 10 

バッテリーチャージャー※] 

DMW - BTC 7 

DC カプラー※2 

DMW - DCC 9 

AC アダプター※2 

DMW - AC 8 

ライブビューファインダー 

DMW - LVF 2 

シャッターリモコン 

DMW - RSL 1 

ズームアシストレバー 

DMW - ZL ] 《3 

本革バッグ 

DMW - BAL 1 

ソフトバッグ 

DMW-BAGK DMW - 日 AG 2、 DMW - CZ 18 

ソフトケース 

DMW - CG 3《4、 DMW - CG 4《4 

本革ボディケース 

DMW - CGBX 1 

レンズキャップ 

DMW - LFC 37 ※已、 DMW - LFC 46 《邑、 DMW - LFC 已2《7 

レンズ U アキャップ 

DMW - LRC 1 

ボディキャップ 

DMW - BDC 1 

兰脚アダプター^8 

DMW - TA 1 

フラッシュライト 

DMW - FL 220、 DMW - FL 360、 DMW-FL 己00 

ショルダーストラップ 

DMW-SSTL ] 、 DMW-SSTG ] 、 DMW - SSTG 2、 

DMW - SSTG 3、 DMW-SSTG 己 

□ングショルタ'—ストラップ※9 

DMW - SSTG 6、 DMW - SSTG 7、 DMW - SSTG 8 

MC プ□テクター 

DMW - LMCH 37 ※の' DMW - LMC 4 日※1 ] 、 DMW - LMC 已2※に 

ND フィルター 

DMW - LND 37 ※…、 DMW - LND 4 日《 ]] 、 DMW - LND 已2※に 

PL フィルタ ー( ヴーキュラータイプ） 

DMW - LPL 37《] 0、 DMW - LPL 46 ※り、 DMW - LPL 己2※に 


《 ] 変換プラグ ( C タイプ)付さ ( P 170) 

《2 DC カプラーと AC アダプターは、必ずセットでお買いホめください。単独では使用でさません。 

他の機器の AC アダプターは使用しないでください。 

《3 交換レンズ ( H - PS 14042、 H - H 014) では使用できません。 

《4 交換レンズ ( H - FS 01 404 2) 装着時は使用できません。 

※己交換レンズ ( H - PS 1404 2) 装着時 
《6 交換レンズ ( H - H 0 1 4) 装着時 
义1 交換レンズ ( H - FS 01 404 2) 装着時 

《8 取り付けたレンズび兰脚の台座に接触する場合にお使いください。 

《9 斜め掛けに適した□ングタイプのショルダーストラップです。 

《]0交換レンズ ( H - PS 1 404 2) では、これらのフイルターをお使いいただくことをお勧めします。 
《 ]] 交換レンズ ( H - H 014) では、これらのフイルターをお使いいただくことをお勧めします。 

※に交換レンス H - FS 01 404 2) では、これらのフイルターをお使いいただくことをお勧めします。 

• その他のレンズをお使いの場合は、お使いのレンズに対応したフイルターをお使いください。 


次のページに続く@ 
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別売品のご紹な （続き) 


その他 • 
Q&A 


品名 

品番 

AV ケーブル 

DMW - AVC 1 

HDMI 三ニケーブル 

RP - CDHM ] 己、 RP - CDHM 30 

交換レンズ 

• H - PS 4 已] 7已 - H - PS ] 4042 - H - VSO 14140 

- H - FS 1 00300 - H - FS 04 已200 - H - FS 01 404己 

• H - F 007014 - H-FOOS • H - ES 045 

• H - X 02 已 -^020 - H-HOM 

3 D 交換レンズ 

H - FT 012 

マウントアダプター 

DMW - MA 1 (フォーヴーズマウント用） 

ライカレンズ用マウントアダプター 

DMW - MA 2 M (ライカ M マウント用） 

DMW-IVIASR (ライカ R マウント用） 


•別売品の最新情報は、カタ□グ/ホームページなどをご覧ください。 

http :// panasonic . jp / support / dsc / 

記載の品番は 20]] 年] 0月現在のをのです。変更されることびあります。 


CLUB Panasonic 

Pawa 



別売品は販売店でお買い求めいただけます。 
パナソニックの家電製品直販ヴイト「パナセンス」で 
お買い求めいただけるをのをあります。 

詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 

http :// club . panasonic . jp / mall / sense / 
携帯電話からをお買い求めいただけます。 
http :// p - mp . jp / cpm / 
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別売品のご紹な（続き) 


その他 • 
Q&A 


ライブビューファインダー(別売) 


ライブビューファインダー(別売: DMW - LVF 2) を使用すると、□ーアングル撮影時などでを撮影 
画面をライブビューファインダーで見ることびできます。 

準備：電源スイッチを [ OFF ] にしてください。 

本体に取り付けられているホットシューカバーを取り外してください。 （ P 14) 

1 ホットシューに別売ライブビューファインダーを奥まで確実に差し込む 
2 本機の電源を [ ON ] にする 

3 別売ライブビューファインダーの [ LVF / LCD ] ボタンを押して切り換 
える 

• LCD (液晶モニター)表示と LVF (ライブビューファインダー)表示を切り換えることびできます。 

• LVF 表示ではタッチ操作することびでさません。カーソルボタンまたは後ダイヤルを使って操作し 
て < ださい。 


• [ LVF / LCD ] ボタンによる切り換えはデジタルカメラの電源を [ OFF ] にしても保持されます。 

■ 液晶 優 巧再生について 

カスタムメニューの陳晶優先再生] ( P 130) を [ ON ] に設定すると、撮影モードから再生モード 
に切り換えたとさに液晶モニターび点灯します。 

ライブビューファインダーを点灯させて撮影したとさでを液晶モニターに切り換える手間びなく 
なります。 

◎お知らせ 

•取り付け•取り外しの斷ま、ゆっくりとていねいに行ってください。 

•外部フラッシュとの併用はでさません。 

•ストラップ装着時は、別売ライブビューファインダーに引っかけないようにお気をつけください。 

•別売ライブビューファインダー装着時は、脱落のおそれびありますので、別売ライブビューファインダーの 
みを持たないよラにして<ださい。 

•詳しくは、別売ライブビューファインダーの説明書をお読みください。 
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別売品のご紹な （続き) 


その他 • 
Q&A 


外部フラッシュ（別売) 


外部フラッシュ（別売: DMW - FL 220、 DMW - FL 3 目0、 DMW - FL 已〇 0) を使用すると、内蔵フラッ 
シュに比べてフラッシュ撮影可能範囲びにびります。 

準備:本機の電源スイッチを [ OFF ] にし、内蔵フラッシュを閉じてください。 

本体に取り付けられているホットシューカバーを取り外してください。 （ P 14) 

■ 専用フラッシュライト(別売: DMW - FL 220) を使う場合 

ブ ホットシューに専用フラッシュライトを取り付け、本機と専用フラッシュライトの 
電源を入れる 

2 撮影メニューか5 [フラッシュ]を選ぶ (P 己 6) 

3 ▲/▼ でモードを選び、 [ MENU / SET ] を押す 

•外部フラッシュ接続中は!; TF のアイコンび表示されます。 

ち： 外部フラッシュ強制発光 
ち S : 外部フラッシュス□-シンク □ 

■ 本体 ( DMC - GX 1 化の通信機能のない市販のか部フラッシュをほう場合 

•外部フラッシュ使用時の露出は、外部フラッシュ側で設定する必要びあります。外部フラッシュをオート 
モードでお使いになる場合は、本体側で設定されている絞り値と IS 日感度に合わせることのでさる製品を 
お使い < ださい。 

•絞り優先 AE またはマニュアル露出モードにして使用し、本機で設定した絞り値と IS 日感度をが部フラッシュ 
側でわ設定して<ださい。（シャッター優先 AE モードでは絞り値び変化するので適正露出び得られません。 
またプ□グラム AE モードでは絞り値び固定でさないので、外部フラッシュの調光び適切に働さません。） 

©お知らせ 

•ライブビューファインダー(別売)との併用はでさません。 

• 外部フラッシュ装着時わ本機の絞り値やシャッタースピード、 ISO 感度を設定でさます。 

• 市販の外部フラッシュには、シンク□端テび高圧のちのや、極性び逆のちのびあります。このよラなフラッシュ 
を使用した場合、本機を故障させる原因になったり、正常に動作しない場合びあります。 

•専用フラッシュライトじ(外の通信機能のある外部フラッシュを使用すると正常に動作しないだけでなく、 
故障の原因になる場合びありますので、使用しないでください。 

•外部フラッシュの電源スイッチび [ OFF ] でも、装着すると外部フラッシュモードになるものびあります。 

外部フラッシュを使用しないときは、外部フラッシュを外してください。 

•外部フラッシュ装着時は、内蔵フラッシュを開かないでください。 

• 外部フラッシュを装着すると置いたとさに不安定になるため、撮影時は兰脚の使用をお勧めします。 

•持ち運びするときは、外部フラッシュを取り外してください。 

•外部フラッシュ装着閒ま、脱落のおそれびありますので、外部フラッシュのみを持たないようにしてください。 
•外部フラッシュ使用時にホワイトバランスを [0] に設定した場合、撮影結果によってはホワイトバランス 
を微調整して < ださい。 ( P 90) 

•広角時に近くで撮影すると、フラッシュ光びレンズで遮られ画面の下部び暗くなる場合びあります。 

•詳し < は、外部フラッシュの説明書をお読み < ださい。 
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別売品のご紹な（続き） 


フィルター(別売) 


MC プ□テクターは、色調や光量にほとんど変化を与えない透明なフィルターで、レンズ保護用と 
して使うことびできます。 

ND フィルターは、色調に変化を与えずに、光量だけを1/呂 (3 絞り分)に減少させることびできます。 
PL フィルターは、金属や球面し U 外(平らな非金属、水蒸気や空気中の見えない微粒子など)からの反 
射光を抑え、コントラストを強調する写真を撮影することびでさます。 

©お知らせ 

•交換レンズ ( H - PS 1 404 2) 使用時、フィルターの取り付け/取り外しは、本体の電源スイッチを[日 F 円にし 
てレンズ鏡筒び収納されている状態で行って<ださい。 

•複数のフィルターを同時に取り付けないで<ださい。 

• フィルターを付けたまま、レンズキャップやレンズフードを取り付けることびでさます。 

• フィルターじ(外のコンバージョンレンズなどを装着して使用することはでさません。故障するおそれびあ 
ります。 （20]] 年10月現在） 

•詳しくは、各種フィルターの説明書をお読みください。 


シャツターリモコン(別売) 


シャッターリモコン(別売: DMW - RSL 1) を使用すると、王脚使用時に手ブレを防いだり、 B (バル 
ブ)撮影時や連写時にシャッターボタンを全押しした状態で固定することびでさます。本体の 
シャッターボタンと同様の働さをします。 

◎お知らせ 

• 私下の場合、シャッター U モコンでは操作でさません。 

-ス U —プモードを解除するとさ 
-動画を撮影開始/終了するとさ 
•詳しくは、シヤッターリモコンの説明書をお読みください。 


AC アダプター (別売 )/ DC カプラー (別売) 


AC アダプター(別売: DMW - AC 8) を接続し電源コンセントにつなぐと、本機をパソコンやプリン 
ターに接続するとさに、バッテ U —の消耗を気にせず使ラことびでさます。 AC アダプターを使用 
するには、 DC カプラー(別売: DMW - DCC 9) び必要です。 

©お知らせ 

• AC アダプター および DC カプラーの 取扱説明書ちお読み < ださい。 
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海外旅行先で使う 


チャージャーは、日本国内で使用することを前提として設計されておりますび、海外旅行等での一 
時的な使用は問題ありません。 

• 電源電圧 （1 00 V 〜240 V )、電源周波数(己0 Hz 、 60 Hz ) でご使用いただけます。 

•市販の変圧器などを使用すると、故障するおそれびあります。 

ただし、国、地域によって電源コンセントの形状は異なるため変換プラグび必要です。 


■ 巧換プラグの付け方 

• ご使用にならないとさは変換プラグを AC コンセントから外 
して < ださい。 



変換プラグの一例 


図の向きに差し込む 



■ 主な国、地域の代表的な電源コンセントのタイプ 


北米 

力 A 

カナダ A 

八ワイ A 


ヨー□ッバ 

ィギリス B 3 

イタ1」ア C 

オーストリア C.SE 

オランダ C.SE 

A , B , 

ギリシャ 日 3, C , 

SE 

ス'イス' c!se 

スウ王ーデン 誦白. 

ペィン g 貴， 

デンマーク C 

ドィッ ^ 户 

ノルウェー C 

八ンガ U - C 

フィンランド B , 巳 

フランス 集’ 

ベルギー 冒 

□シ7 鲁厚’ 


アジア 

ノ 、ノ K ‘ B ， BF ， 

^ ソ^ B 3 .C 

ィンドネシァ C 巽’ 

シンガ'ポール 

タイ を BF ’ 

大韓民国 3户 

ム:巧 A ，。， 

n/ ち 日 

中華人民 
共麵 

フイリピン A,0 

ベトナム 2:1 

香港特別 B . BF , 

行政区 B 3 ,C 

マカオ特別 B . BF , 

行政区 B 3 .C 

T 7 \, 一ご/ア 巨，巨'， 

ゾレ^ソ B 3 .C 

オセアニア 

オーストラ IJ ア〇 

グアム島 A 

サイバン島 A 

トンガ 0 

i 界ジ □ 

つィリ- S 宮 

中南米 

のレゼンチン 3直’じ 

プエルトリコ ；^ bf ’ 

ブ 5 ジル 含户 

メ牛シコ 尝 


中東’アフリカ 

g ブ點 

エジプト 點式 

クウェート 巨 A 

トルコ sIe 

南アフリカ B . BF , 
共串□国 B 3 .C 

モ□ッコ 


タイプ 

A 

B 1 BF 1 B 3 

C 1 SE 

0 

アメ U カンタイプ 

U . にタイプ 

ヨー□ピアンタイプ 

トスタトぶ」ァン 

二!ンセント 
臟 

© 

0 

图 

固 

〇 

贷 

◎ 

プラグ 

形状 

不要です 

H 

* 

A 

H 

H 

H 


■ 時計を巧か旅行巧の時刻に合わせる 

セットアップメニユーの[ワールドタイム]で旅行先を設定すると、旅行先の時刻に切り換わります。 
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液晶モニター表の 


液晶モニターの画面表示は、本機の操作状態を示しています。 

•画面は液晶モニターで表示画面を[|;;;;;|](液晶モニタースタイル)に設定時の例でず。 


プ□グラム AE モード [P] 時（お買い上げ時) 


123 4已6 7 8 9 



23益212019181716 


■撮影 時 

1 撮影モード ( P 31) 

2 フォトスタイル ( P 113) 

3 フラッシュモード （ P 69) 

4 撮影モード(動画撮影時） ( P 123) 

画質設定 ( P 123) 

己記録画素数 ( P ]] 己） 

6 クオリティ （ P 116) 

7 手ブレ補正 ( P 66)/ 

手ブレ警告 ( P 66): ((回)） 

8 連写 (P74):Qh/ 

才ートブラケット （ P 76) : 圏 B / 

セルフタイマー ( P 78): 公1。 

9 バッテリー残量 ( P 2 己） 

10 記録動作 ( P 46)( ホ点滅)/ 

フォーカス ( P 34) (緑点な）： ♦ 

11 タッチタブ （ P 43、68、93、 13 0)《1 
12 タッチ ズーム （ P 68 )《i 
13 タッチシャッター ( P 36 V 》 1 

14 Fn 3( ファンクションボタン） （ P 93 )‘》i 

15 Fn 4( フアンクシヨンボタン） （ P 93 )‘ 》 i 


16 記録可能枚数 ( P 29) 《 2 
17 ダイヤル操作ガイド ( P ]31) 

18 に日感度 ( P 91) 

19 露出補旧直 ( P 73)/ 

明るさ （ P 42)/ 

マニュアル露出アシスト （ P 97) 
20 シャッ タースピー ド （ P 3 己） 

21 絞り値 ( P 3 己） 

22 測光モード ( P 117) 

23 才ートフォーカスモード （ P 79) 
24 フォーカスモード （ P 33) 

25 露出メーター ( P 1 27)/ 

焦点距離表示 ( P 129)/ 

ステップズーム （ P 129) 

26 AF エ U ァ ( P 34.81) 

27 力ード ( P 28) 帰録時のみ表示)/ 
記録経過時間 （ P 46) : XXmXXs ※ご 
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お晶 モニター 表示（続き） 


撮影時（各種設定後) 


2829 303132 33 34 35 



46 45 44 43 42 41 


28 カスタムセット （ P 106) 

29 ク U エイテイブコント□ール 
調整表示 ( P 104) 

30 フラッシュ光量調整 ( P 119) 

31 後幕 ( P 118) 

32 EX テレコン觸画時） （ P 67) 

33 EX テレコン泻真時） （ P 67) 

34 デジタルズーム （ P 67) 

3己 ヒストグラム （ P ] 26) 

36 スポット測光夕ーゲット （ P 1 1 7) 

37 ボケ味コント□-ル ( P 43) 

38 セルフタイマー ( P 78)《4 
39 ホワイトバランスブラケット （ P 90) 
40 記録可能時間 ( P 29) 《 2 :残 XXmXXs 《 3 
41 ホワイトバランス微調整 ( P 90) 

42 ホワイトバランス （ P 87)/ 

色合い ( P 42): □ 

43 現在曰時/旅行先設定 ( P 60)’ x 5:。^ 
44 プ□グラムシフト （ P 44) 

45 AE □ック （ P 86) 

46 個人認証 ( P 108) 


47 AF □ック ( P 86) 

48 マイクレベル表示 ( P 124) 

月齢/年齢 ( P 101)^6 
旅行先 ( P 61)’^5 
49 風音傾咸 ( P 124)/ 

名前 ( P 101)《6/ 

トラベル経過曰数 ( P 61)《5 
50 同時記録表示 ( P 48) 

51 写真撮影 ( P 48) 

52 超解像 ( P 119) 

53 D レンジコント□-ル ( P 119) 

液晶モニターにのみ表示されます。 

《2カスタムメニューの[残枚数/残時間切換]の設 
定で、記録可能枚数または記録可能時間の表示を 
切り換えることびでさます。 

《3 h は 「 hour (時間)」、 m は 「 minute 份)丄 
S は 「 second (秒)」を省略した表示です。 

《4カウントダウン中に表示されます。 

※己電源を入れたとさ/時計設定後/再生から撮影 
モードへ切り換え後、約己秒間表示されます。 
※目シーンモードの[ホちやん1]/[ホちやん 2] 

や[ぺット]で電源を入れた場合に約已秒間表示 
されます。 
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■再生時 

1 再生モード ( P 49) 

2 動画再生 ( P 53):||| a / 

連写グループ連続再生 ( P 132) : Ola 

3 プ□テクト （ P 147) 

4 プリント枚数 ( P 146) 

5 記録画素数 ( P 11己)/ 

撮影モード(動画撮影時） （ P 123) / 

画質設定 ( P 123): m 

6 クオリティ （ P 116) 

7 バツテリー残量 ( P 巧） 

8 画像番号/ I -ータル枚数 

9 連写枚数/ 

動画記録時間 （ P 己 3) : XXhXXmXXs 《1 
10 再生(動画•連写画像） ( P 53.132) 

11 マルチ再生 ( P 己 0) 

12消去 ( P 己己） 

13 撮影情報^2 
14 月齢/年齢 ( P 101) 

15 連写グループ表示 ( P 132) 

16 名前※3 ( P 101、] 10)/ 

旅行先^ 3 ( P 61)/ 

タイトル※ 3( p 138) 

17 トラベル経過日数 ( P 61) 

18 情報取得中アイコン ( P 17已） 

19 文字焼さ込み済み表示 ( P 139)/ 

再生経過時間 （ P 己 3) : XXhXXmXXs 《1 
20 お気に入り表示 ( P 1 4已) / 

ケーブル切断禁止アイコン （ P ] 61 ) 

21 フオルダーファイル 番号 ( P 1 6 〇 )※ 2 
22 色空間 （ P 122) 

23 撮影曰時/ワールドタイム （ P 60) 

24 ヒストグラム （ P 己 2) 

《 ] h は 「 hour (時間)」、 m は 「 minute (分)」、 S は 
「second (秒)」を省略した表示です。 

《2 [ AVCHD ] で撮影した動画には表示されま 
せん。 

《3 [タイトル]、[旅行先]、[名前](ホちゃん/ 
ぺツト）、[名前](個人認証)の優先順位で表 
示されます。 

《4撮影した動画には表示されません。 


その他 • 
Q&A 


お晶 モニター 表示 （続き） 


8 9 


〇1 



I ^22指巧 

再咳龜 
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メッセージ表示 


確認/エラー内容を液晶モニターに文章で表示します。 
ここではそのをなメッセージを例として説明しています。 


:ージ 原因•対策 


この画像はプ□テクトされています 

画像のプ□テクトを解除してから ( P 147) 消去をしてください。 

消去できない画像があります/ 

この画像は消去でさません 

DCF 規格に準拠していない画像は消去でさません。 

パソコンなどに必要なデータを保存してから本機でフォーマット 
( P 巨己） してください。 

この画像には設定できません 

DCF 規格に準拠していない画像は[タイトル入力]、[文字焼さ込 
み]、[プ U ント設定]びでさません。 

メモリーカードエラー/ 

フオーマツトしますか？ 

本機では使用できないフォーマットです。 

• 別のカードを入れてお試し<ださい。 

•パソコンなどを使って必要なデータを保存してから本機で 
フオーマツト （ P 6 已） し直してくだ'さし、。 

データは消去されます。 

レンズが確認できません 
またはレンズ無しレリ -ズが 
オフになつています 

•ライカレンズ用マウントアダプター(別売: DMW - MA 2 M 、 
DMW - MA 3 R ) 使用時は、カスタムメニューの[レンズ無しレリー 
ス ( P 1 31 ) を [ ON ] に設定してください。 

レンズが正しく装着されていません 
レンズ装着時はレンズ取り外しボタン 
を押さないでください 

• レンズを一度外し、レンズ取り外しボタンを巧さずに再度付け直 
してください。 （ P 20) 

再度電源を入れ直し、それでも表おされる場合は、お買い上げの 
販売店にご連絡<ださい。 

レンズと通信できませんでした 
レンズとの接点がミちれていないか 
ご確認ください 

• レンズを本体から取り外し、レンズ側と本体側の接点を乾いた綿 
棒で軽くふいてください。再度レンズを取り付け、電源を入れ直 
し、それでわ表示される場合はお買い上げの販売店にご連絡くだ 
さい。 

レンズび正しく動作しませんでした 
電源を入れ直してください 

• レンズに手などで力び加わり、正常に動作しなかった場合に表示 
されます。再度、電源を入れ直してください。それでち、表示され 
る場合は、お買い上げ時の販売店にご連絡ください。 

メモリーカードエラー/ 

力ー ドのパラメータび異常です/ 
このカードは使用できません 

本機に対応したカードをお使いください。 （ P 28) 

• SD メモ U - 力ード (8 M 日〜2 GB ) 

• SDHC メモ IJ — 力ード (4 G 日〜32 GB ) 

• SDXC メモ U — 力ード (48 G 日、目4 GB ) 

力ー ドを入れ直してください/ 

別のカードでお試しください 

• カードへのアクセスに失敗しました。わラー度カードを入れ直し 
て < ださい。 

• min 倍 D 力ード/ microSD 力ード/ microSDHC 力ードは、必ずア 
ダプターに入れてから本機に挿入して<ださい。 

• 別のカードを入れてお試し<ださい。 

リードエラー/ライトエラー/ 
カードを確認してください 

•データの読み込みまたは書さ込みに失敗しました。電源スイッチを 
[ OFF ] にしてから力ードを抜いてください。再度力ードを入れ、電 
源スイッチをの N ] にして記録または読み込みしてください。 

• カードび破壊されている可能性びあります。 

• 別のカードを入れてお試し<ださい。 
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メッセージ表示（続き） 


メッセージ 

原因•対策 

放送方式 ( NTSC / PAL ) の異なる 
データが存在するため、記録でき 
ません 

•パソコンなどに必要なデータを保存してから本機でフォーマッ 
h ( P 6 己） して<ださし、。 

• 別のカードを入れてお試し<ださい。 

カードの書込み速度不足のため記 
録を終了しました 

• 動画撮影の際は、 SD スピードクラスびに Iass 4」 じ(上の力ードを 
使用して < ださい。 

• に Iass 4」 似上の力ードを使用してわ停止した場合は、データ書 
さ込み速度び低下しているので、バックアップをとりフォーマッ 
卜 （ P 6 己) することをお勧めします。 

カードの種類によっては、途中で動画撮影び終了する場合びあり 
ます。 

フオルダーを作成できません 

使用でさるフォルダーま号びなくなったため、フォルダーを作成で 
さません。 

パソコンなどを使って必要なデータを保存してから本機でフォー 
マット （ P 6 己） してくださし、。フォーマットを行ったあとにセット 
アップメニューの[ま号リセット]を実行すると、フォルダーま号 
び100に IJ セットされます。 （ P 6 己） 

1巨: 9 TV 用で出力します/ 

4:3 TV 用で出力します 

• [ TV 画面タイプ]を変更したい場合は、セットアップメニューで 
変更してください。 （ P 巨 3) 

• US 日接続ケーブルび本機のみに接続された場合わ、メッセージ 
び表示されます。 

USB 接続ケーブルのわラー方をパソコンやプ IJ ンターに接続す 
ると、このメッセージは消えます。 ( P 1 59.16 1) 

情報取得中のため、編集操作はで 
さません 

パソコンや他機で画像の消去やファイル名の変更をしたカードを 
本機に入れると、自動的に新しい情報を取得して連写グループを再 
構成します。画像ファイルび多いと再生画面に情報取得中アイコン 
[ a ^] び長時間表示されることびあり、その間消去や再生メ 
ニューの使用はでさません。 

•情報取得中に電源スイッチをの FF ] にした場合、それまでに情報 
を取得でさた画像のみび連写グループとして保をされます。再度 
電源を入れると情報取得び継続して再開されます。 

このバッテリーは使えません 

•パナソニック純正品のバッテリーをお使い < ださし、それでち表 
示される場合は、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

•パ' ッテリーの端テ部び巧れている場合は、端テ部のごみなどを取 
り除いて < ださい。 
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Q & A 故障かな？と思った 5 


まず、!; TF の方法 ( P 1 76 〜] 83) をお試しください。 


それでも解ミ夫できない場合は、 セットアップメニューの[設定リセット] ( P 6 已） を行うと症状が 
改善する場台があります。 

これらの処置をしてを直らないとさは、取扱説明書基本操作編の「保証とアフターサービス」を 
お読みください。 


■バツ テリー、電源について 


Q (質問） 

A 個答） 

電源スイッチを [ ON ] に 
してち動作しない。また 
はすぐに切れる。 

•バッテリーび消耗しています。充電して<ださい。 

• 電源を入れたまま放置しているとバッテリーは消耗します。 

一にコモード] (P62) を使うなどして、こまめに電源を切ってください。 

電源が勝手に切れる。 

• ビエラ U ンク （HDMI) 対応のテレビと HDMI ミニケーブル(別売)で接続し 
た場合、テレビの U モコンを使ってテレビの電源を切ると、本機の電源を連 
動して切れます。 

ービエラリンク (HDMI) を使用しない場合は、本機の [ ビエラリンク]を [OFF] に 
設定してください。 （P 日 4) 

カード/バッテリー扉が 
閉じない 

•パ' ッテリーを確実に奥まで挿入してください。 


■ 撮影にごいて 


Q (質問） 

A 個答） 

撮影できない。 
シャッターを巧してち、すぐ 
にシャッターび切れない。 

• ピントは合っていますか？ 

- お買い上げ時は、[フォーカス優先]び [ON] に設定されているため、ピン 
卜び合ラまで撮影されません。ピントび合っていない場合でわシャッ 
ターボタンの全押しで撮影されるよラにしたいとさは、[フォーカス優 
先]をの FF] に設定してください。 （P128) 

撮影した画像が白っぽい。 

• レンズや撮像素テに指紋などの巧れびつ < と画像び白っぽ< なることびあ 
ります。 

- 巧れたときは、電源スイッチをの FF] にし、レンズの表面を乾いた柔ら 
かい巧で軽くふき取ってください。撮像素テび汚れたときは、 18已 ペー 
ジをお読み < ださい。 

撮影した画像が明るすざ 
たり、暗すざる。 

-露出び正し<補正されているか確認して<ださい。 (P73) 

• 不適切な状態で AE □ック (P86) びかかっていませんか？ 

1回の撮影で、複数の画像 
び撮れるときがある。 

ーホワイトバランスブラケット （P90) の設定を解除してください。 

ピントが台わない。 

•ピントび合う範囲から外れています。 （P34) 

•手ブレや被写体ブレしています。 （P66) 

• [フォーカス優先]びの FF] になっていませんか？ （P128) 

この場合、フォーカスモードを [AFS]、[AFF] または [AFC] に設定していて 
も、ピントび合っていないことびあります。 

• [半巧し AF] び [OFF] になっていませんか？ （P128) 

• 不適切な状態で AF □ック （P86) びかかっていませんか？ 
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Q & A 巧障かな？とおった6 (続き） 


■ 撮影について(続を） 


Q 慣問） 

A 個答） 

撮影した画像びブレている。 
手ブレ補正が効かない。 

• 特に暗い場所で撮影すると、シャッタースピードび遅<なり、手ブレ補正び 
十分に働かないことびあります。 

一本機を両手でしっかり持って撮影してください。 （P32) 
^遅いシャッタースピードで撮影するとさは兰脚を使用し、セルフタイ 
マー (P78) を使って撮影してください。 

• 手ブレ補正機能に対応したレンズをお使いですか？ （P18) 

ホワイトバランスブラ 
ケット撮影ができない。 

•カードのメモ U —残量はありますか？ 

撮影した画像が粗い。 
ノイズが出る。 

• ISO 感度び高い、またはシャッタースピードび遅くないですか？（お買い上 
げ時は、 IS 日感度び [AUT 日]に設定されているため、室内などの撮影ではノ 
イズび出ます） 

一 IS 日感度を低くしてください。 （P91) 

- [フォトスタイル]の[ノイズリダクション]をプラス方向にするか、[ノ 
イズ U ダクション]似外の各項目をマイナス方向に調整してください。 
(P114) 

- 明るい場所で撮影して<ださい。 

一[長秒ノイズ除去]を [ON] に設定してください。 （P] 20) 

• [記録画素数] (P]] 己） または[クオリティ] (P1] 6) を低く設定していませ 
んか？ 

• [デジタルズーム]を設定していませんか？ （P67) 

堂光なや LED などの照明 
器具下でち5つきや横し 
まが出る。 

•これは、本機の撮像素テである M0S センサー 
の特徴であり、異常ではありません。 。 

• 動画撮影中にちらつきや横しまび目立つ場合、 r .采^/し 

[フリッカー軽減] (P1 2己) を設定すると、 

シャッタ-スピ-ドを固定することで、ちら〕が 
きや横しまを軽減できます。シャッタ-スピ- 

ドは [1/ 巳0]、[1/60]、 [1/1 00]、 [1/120] から 
選択でさます。 

撮影した画像の明るさや色 
合いが実際とは異なる。 

• 堂光灯や LED などの照明下での撮影時、シャッタースピードび速<なると、 
明るさや色合いび多少変化する場合びあります。これは光源の特性により 
発生するわのであり、異常ではありません。 

•極端に明るい場所や被写体を撮影したり、堂光灯、 LED 、水銀灯、ナトリウ 
ム灯などの照明下で撮影すると、色合いや画面の明るさび変わったり、画面 
に横帯び現れたりすることびあります。 

被写体にない明るい点が 
記録される。 

•撮像素テの画素欠けの可能性びあります。カスタムメニューの[ピクセル U 
フレッシュ] (P] 31) を行ってください。 
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Q & A 巧障かな？とおった6 (続き） 


■ 撮影について(続を） 


Q 慣問） 

A 個答） 

露出補正がでさない。 

• 露出補正操作になっていますか？ 

^後ダイヤルを巧して露出補正操作に切り換えてください。 （P73) 

被写体を□ックでさない。 
(動体追尾できない） 

•周囲と異なる色の部分びある場合は、その部分を追尾 AF 枠に合わせるな 
ど、被写体の特徴的な色の部分を追尾 AF 枠に合わせて設定してください。 
(P80) 


■ 動画について 


Q 慣問） 

A 個答） 

動画が撮影でさない。 

• 容量の大きなカードをご使用の場合は、電源スイッチを[日 N] にしたあとし 
ばらくの間撮影でさない場合びあります。 

動画撮影が途中で止まる。 

•動画撮影の斷ま、 SD スピードクラスびに13554北ツ上の力ードを使用して 
<ださい。 

• 使用するカードによっては、途中で動画撮影び終了する場合びあります。 

-に Iass4」 似上の力ードを使用しても停止した場合や、何度も記録•消去 
を繰り返したカードまたはパソコンやその他の機器でフォーマットさ 
れたカードを使用している場合は、データ書さ込み速度び低下している 
ので、バックアップをとり本機でフォーマット （P 目己) することをお勧め 
します。 

動画撮影中に画面が暗< 
なる。 

• 動画撮影中、バッテ U —の消耗を防ぐため時間経過により画面び暗 < なる 
ことびありますび、撮影された動画に影響はありません。 

-瞬画面が黒くなったり、 
ノイズが記録される。 

•動画撮影時の環境によっては、静電気や電磁波などにより、一瞬画面び黒< 
なったり、ノイズび記録される場合びあります。 

被写体がゆがんで見える。 

•本機の撮像素テに MOS を使用しているため、被写体び素早く横切った場合、か 
しゆびんで見えることびありますび、故障ではありません。 

動画に r カチッ」、 r ジー」な 
どの異常音が録音される。 

•静かな環境下での撮影や、使用するレンズによっては、絞りやフォーカスの 
動作音び動画に録音されることびあります。これは異常ではありません。 

動画撮影中のフォーカス動作は [AF 連続動作] (P4 己) で [OFF] に設定する 
ことびでさます。 

•動画撮影中にズームやボタン、ダイヤル操作などをすると、その動作音び記 
録される場合びありますのでお気をつけください。 


■ レンズについて 


Q (質問） 

A 個答） 

撮影された画像がゆがん 
だり、被写体の周りに実際 
にはない色が付く。 

•使用するレンズによっては、ズームの倍率によりレンズの特性上わずかに 
ゆびんだり、輪郭などに着色して撮影されることびあります。また広角では 
遠近感び強調されるため、画面の周辺びゆびんだよラに写る場合ちありま 
す。これらは異常ではありません。 
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Q & A 巧障かな？とおった 6 (続き） 


■ レンズについて(続を） 


Q 慣問） 

A 個答） 

レンズを他のデジタルカ 
メラに取り付けたときに、 
手ブレ補正をオフにでき 
ない、または手ブレ補正が 
働かない。 

• 交換レンズ (H-PS 14042、 H-FS01 404 2) は、対応したカメラでのみ手 
ブレ補正機能び正しく働きます。 

一 従来の当社製デジタルカメラ (DMC-GF] 、 DMC-GHK DMC-G1) をご使 
用の場合は、撮影メニューの[手ブレ補正] (P6 日) を [OFF] に設定できませ 
ん。下記サイトにてデジタルカメラのファームウェアアップデートを行ラ 
ことをお勧めします。 

http://panasonic.jp/support/dsc/clownload/ 
^他社製デジタルカメラに本レンズを装着時は、手ブレ補正機能は働さま 
せん。 （20]] 年]0月現在） 

詳しくは、各製造元へお問い合わせください。 


■ フラッシュにごいて 


Q 慣問） 

A 個答） 1 

フラッシュが発光しない。 

• フラッシュを閉じていませんか？ 

一 [ち OPEN] ボタンを巧して、フラッシュを開いてください。 （P69) 

フラッシュび2回発光する。 

• フラッシュは2回発光します。特にホ目軽減 (P69) に設定している場合は、 
発光間隔び長くなりますので、2回目の発光終了まで動かないよラにして 
<ださい。 


■ 液晶モニター/別売ライブビューファインダーについて 


Q 慣問） 

A 個答） 

液晶モニター/別売ライブ 
ビューファインダーび明る 
すぎたり、暗すざる。 

• [液晶モード]の設定を確認してください。 （P62) 

• [液晶調整]/ [LVF 調整]を行って < ださい。 （P62) 

一瞬ちらつく、または一瞬 
画面の明るさび大きく変 
化することがある。 

•シャッターボタンを半巧ししたとさや、被写体の明るさび変化したとさに 
レンズの絞りび変化することで発生する現象です。故障ではありませんの 
で、安むしてお使いください。 

•交換レンズ (H-H0 1 4) などの明るいレンズを使用し、明るい屋外で撮影す 
る場合に発生しやすくなります。 

液晶モニターに画像び出 
ない。 

•別売ライブビューファインダー (P167) 表示になっていませんか？ 

一 別売ライブビューファインダーの [LVF/LCD] を押して、液晶モニター表示 
に切り換えてください。 

別売ライブビューファイ 
ンダー ( P 167) の [ LVF / 
に D ] を押しても液晶モニ 
夕一と別売ライブビュー 
ファインダーが切り換わ 

5ない。 

•パソコンやプ U ンターと接続しているとさは、本機の画面は液晶モニター 
表示のみになります。 
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Q & A 巧障かな？とおった6 (続き） 


■液晶 モニター/別売ライブビューファインダーについて(続を) 


Q 慣問） 

A 個答） 

液晶モニターの画面上に黒、 
ホ、青、緑の点が現れる。 

• これは故障ではありません。これらの点は記録されませんので、まむしてご 
使用 < ださい。 

液晶 モニターに ノイズが 
出る。 

•暗い場所では、液晶モニターの明るさを維持するためにノイズび出ること 
びあります。 

別売ライブビューファイン 
ダー ( P 167) 撮影で目を動 
かしたり、カメラを速く動か 
したときにホや緑、青のち!5 
つきが見える。 

• これは別売ライブビューフアインダーの駆動方式の特徴であり異常ではあ 
りません。記録される画像には問題ありません。 


■ 再をについて 


Q (質問） 

A 個答） 

再生した画像が回転しな 
し、、意図しない方向に回 
転して表示される。 

• [回転表示] (P 1 44) を [OFF] にすると画像は回転せずに表示されます。 

• [画像回転] (P144) で画像を回転することびでさます。 

再生でさない。 

撮影した画像がない。 

•[田]対甲しましたか？ 

•カードは入っていますか？ 

•カードに再生でさる画像はありますか？ 

•パソコンで加工したフォルダーや画像ではないですか？その場合、本機で 
再生することはでさません。 

ーパソコンから力ードに画像を書き込む場合は、 CD-ROM 咐顧のソフト 
ウェア rPHOTOfunSTUDIO」 を使うことをお勧めします。 

• [再生モード]を設定していませんか？ 

一随常再生]に設定してください。 （P137) 

フオルダー•ファイル番 
号が[一]で表示された 
り、画面が黒くなる。 

•規格外の画像やパソコンで編集された画像、または他社のデジタルカメラ 
で撮影した画像ではないですか？ 

• 撮影直後にノ（ッテ U —を取り出したり、残量び少なくなったバッテリーで 
撮影していませんか？ 

一このよラな画像を消去するには、フォーマット （P6 己） してくださし、 
(他の画像ち消去され、元に戻すことびでさませんので、よ < 確認してか 
らフォーマットして<ださい） 

カレンダー再生で、撮影し 
た日付と異なる日付に画 
像が表示される。 

• 本機の時計設定を正しい日時に設定して撮影しましたか？ （P60) 
•パソコンで編集された画像や他機で撮影された画像では、カレンダー再生時、 
撮影した曰付と異なる曰付で表おされることびあります。 
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Q & A 巧障かな？とおった6 (続き） 


■ 再生について(続を) 


Q 慣 問） 

A 個答） 

撮影した画像にシャボン 
玉のような白く丸い点が 
写り込んでいる。 

•室内や暗い場所でフラッシュを使い撮影した [ -1 

場合に、空気中のほこりびフラッシュに反射し し ■い.ん h U . 」 
て白く丸い点として写り込む場合びあります ^■| Msk 359 
び、異常ではありません。 

撮影ごとに丸し、点の位置や数び変化するのび W 
特徴です。 W 

画面に r サムネイル表示」 
と表示される。 

•他機で撮影された写真ではないですか？その場合、画質び劣化して表示さ 
れることびあります。 

撮影した画像のホい部分び 
黒く変色している。 

•デジタルホ目補正。 お 黎]、 [4s<§^]) び動作しているとさ、肌色に近い色 
とその内側にホい模様などびある被写体を撮影した場合、デジタル赤目補 
正機能の働さにより、そのホい部分び黒く補正される場合びあります。 

ー フラッシュを閉じるか、フラッシュモードを [ち] にする、または[デジタ 
ルホ目補正]を [OFF] にして撮影することをお勧めします。 （P]] 8) 

本機で撮影した動画が他 
機で再生できない。 

• [AVCHD] および [MP4] で撮影された動画は、それぞれの対応機器であっ 
てち、再生すると画質や音質び悪くなったり、再生でさない場合びありま 
す。また撮影情報び、正しく表示されない場合びあります。 


■ テレビ J 《ソコン、プ U ンターについて 


GK 質問） 

A 個答） 

テレビに画像が出ない。 
テレビ画面が流れたり色 
が付かない。 

•正し<接続されていますか？ 

-テレビの入力切換を外部入力にして<ださい。 

テレビ画面と本機の液晶 
モニターの 表示される領 
域が違ラ。 

•テレビの機種によっては、画像び縦や横に伸びたり、画像の端び切れて表示 
されることびあります。 

テレビで動画の再生がで 
さない。 

•カードを直接テレビに差し込んで再生していませんか？ 

一 AV ケーブル(別売)または HDMI ミニケーブル(別売)をテレビに接続 
し、本機で動画を再生してください。 （P] 已 3) 

テレビ画面いっぱいに画 
像が表示されない。 

- 本機の [TV 画面タイプ]を確認してください。 (P63) 
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Q & A 巧障かな？とおった6 (続き） 


■ テレビ、パソコン、プリンターについて(続を） 


Q 慣問） 

A 個答） 

ビエラリンク （ HDMI ) が 
働かない。 

• HDMI ミニケーブル(別売)で正しく接続されていますか？ （P1 已 3) 

-HDMI 三ニケーブル(別売)び奥まで確実に入っていることを確認して 
<ださい。 

一本機の[田]を巧してください。 

• 本機の [ ビエラリンク]を [ON] に設定していますか？ （P 巨 4) 

ーテレビの HDMI 端テによっては、入力切換び自動で切り換わらない場合 
びあります。そのとさはテレビの U モコンを使って入力切換して < ださ 
し、。（入力切換の方法はテレビの取扱説明書をお読み < ださい） 

一接続した機器側のビエラリンク （HDM 1 ) の設定を確認してください。 

- 本機の電源を入れ直してください。 

ーテレビ(ビエラ)の「ビエラリンク制御 （HDMI 機器制御)」の設定を「しな 
し、」に変更し、再度 r する」に設定してください。（詳しくはビエラの取扱 
説明書をお読み < ださい） 

パソコンに接続して画像 
を転送できない。 

•正し<接続されていますか？ 

•パソコンび本機を正常に認識していますか？ 

一本機の [US 日モード]を [PC] に設定してください。 （P63、 1已 9) 

パソコンにカードが 認識 
されない。 

- USB 接続ケーブルを抜さ、カードを入れた状態で US 日接続ケーブルを 
接続し直して < ださい。 

パソコンにカードが 認識 
されない。 

(SDXC メモリーカードを 
使用している） 

一お使いのパソコンび SDXC メモ U- 力ードに対応しているか確認して 
<ださい。 

http :// panasonic . jp / support / sd _ w / 

-接続時にカードのフォーマットを促すメッセージび表示されることび 
ありますび、フォーマットしないで<ださい。 
^液晶モニターの「通信中」の表示び消えない場合、電源を切ってか 
ら US 日接続ケーブルを抜いて < ださい。 

プリンターに接続して、プ 
IJ ントがでさない。 

• 円 ctBrid 吕 e に対応していないプ U ンターではプ U ントできません。 

一本機の [ US 日モード]を [PictBridge(PTP)] に設定してくださし、。 
(P63、161) 

プリントすると、画像の 
端が切れる。 

-トリミング(切抜き)や r 縁なし」印刷機能のあるプリンターをお使いのと 
さは、トリ S ング(切抜さ)または r 縁なし」の設定を解除してお試しくだ 
さい。（プリンターの説明書をお読み < ださい） 

一お店によっ口ま、横縦比を[匹回]に設定して撮影した画像を16:9のサイ 
ズでプ1」ントでさる場合びありますので、事前にお店にお尋ねください。 
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Q & A 巧障かな？とおった 6 (続き） 


■ その他 


Q 慣問） 

A 個答） 

電源 [ ON ] 時に、本体から 
音がする。 

• ダストリダクシヨン機能 (P 1 85) び動作する音で、故障ではありません。 

レンズ部か5音がする。 

•電源 [ON] または[日 FF] 時にレンズ移動や絞り動作を行う音で、故障ではあ 
りません。 

• ズーム操作や本機を動かしたときなどに明るさび変化した場合、レンズ部 
から音びして、液晶モニターの画像び急激に変わることびありますび、撮影 
に影響はありません。このときの音は本機の自動絞り動作によるわので、異 
常ではありません。 

画像の一部が白と黒に点 
滅する。 

• 白飛びび起こっている部分を示す、八イライト表示機能です。 （P127) 

• [八イライト表示]びの N] になっていませんか？ 

シャッターボタンを半押 
しすると、ホいランプが点 
丹することがある。 

• 暗い場所ではピントを合わせやすくするために、 AF 補助光ランプ (P] 28) 
びホ < 点灯します。 

AF 補助光び点なしない。 

•カスタムメニューの [AF 補助光]を[日 N] に設定していますか？ （P128) 

• 明るい場所では AF 補助光は点灯しません。 

本機が熱くなる。 

• ご使用中、本機表面や液晶の裏側び多少熱くなることびありますび、性能- 
品質には問題ありません。 

時計が合っていない。 

• 本機を長期間放置すると、時計び U セットされることびあります。 

-「時計を設定してください」とメッセージび出ますので、再度時計設定を 
してください。 （P30) 

ファイル番号が連続して 
記録されない。 

•特定の操作を行ったあとに操作を行ラと、それまでとは異なったま号の 
フォルダーの中に画像び記録されることびあります。 

ファイルま号がさかの 
ぼって記録される。 

•電源スイッチを[日 FF] にせずバッテリーを出し入れした場合、撮影してい 
たフォルダー•ファイルま号を記憶することびできません。したびって、再 
度電源スイッチを[日 N] にして撮影した場合、ファイルま号びさかのぼって 
記録される場合びあります。 
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使用上のお願い 


その他 • 
Q&A 


本機について 


磁気が発生するところや電磁波が発生するところ(電子レンジ、テレビやゲーム機など)からはで 
きるだけ離れて使う 

•テレビの上や近 < で操作すると、電磁波の影響で画像や音声び乱れることびあります。 

• スピーカーや大型モーターなどび出す強い磁気により、記録び損なわれたり、画像びゆびんだりします。 
•マイコンを含めたデジタル回路の出す電磁波により、お互いに影響を及ぼし、画像や音声び乱れることびあ 
ります。 

•本機び影響を受け、正常に動作しないときは、バッテリーを取り出したり AC アダプター(別売： 
DM W-AC8) 、 DC カプラー(別売: DMW-DCC9) を一度抜いてから、あらためて挿入または接続し、電源を 
入れ直して < ださい。 

電波塔や高圧線が近くにあるときは、なるべく使わない 

•近 < で撮ると、電波や高電圧の影響で撮影画像や音声び悪 < なることびあります。 

付属のコード、ケーブルを必ず使用してください。別売品をお使いの場合は、別売品に付属のコー 
ド、ケーブルを使用してください。 

また、コード、ケーブルは延長しないでください。 

周囲で殺虫剤や揮発性のものを使うときは、本機にかけない 

• かかると、外装ケースび変質したり、塗装びはげるおそれびあります。 

• ゴム製品やビニール製品などを長期間接触させたままにしないでください。 


お手入れについて 


お手入れの際は、バッテリーまたは DC カプラーを取り出しておく、または電源プラグをコンセン 
卜か5抜き、乾いた柔らかい巧でふいてください。 

•巧れびひどいとさは、水にひたした巧をよ < 絞ってから巧れをふさ取り、そのあと、乾いた巧でふいて < だ 
さい。 

• ズームリングやフオーカス U ングに付いたほこりや巧れは、ほこりの出に < い乾いた巧でふいて < ださい。 
•ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などの溶剤は、外装ケースび変質したり、塗装びはげるおそれび 
ありますので使用しないで<ださい。 

•化学雑巾をご使用の際は、その注意書さに従って < ださい。 
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使用上のお願い（続き) 


その他 • 
Q&A 


■ 撮像素子のごみの付着について 

本機はレンズ交換方式のため、レンズ交換の際に本体の内部にごみび入り込むことびあり、撮影条 
件によっては、撮像素テに付着したごみび写り込む場合びあります。 

本体の内部にごみやほこりび付着するのを防ぐために、ほこりの多い場所でのレンズ交換は避け、 
レンズを外して本体を保管するとさは、必ずボディキャップを付けてください。その際、ボディ 
キヤップのごみを必ず除去してください。 


ダストリダクシヨン機能について 

本機は、撮像素テ前面に付着したごみやほこりを仏い落とすダスト U ダクシヨン機能を備えていま 
す。この機能は、電源スイツチを [ON] にすると自動的に働きますび、特にごみび気になる場合は力 
スタムメニューの[センサーク U- ニング] (P131) を行ってください。 


撮像素子のごみの除去 

撮像素テは非常に精密で、傷つさやすいので、やむをえずご自身でク U —ニングされる場合は、 
下のことを必ずお守りください。 

•ブ□ワー(市販)で撮像素テの表面のほこりを吹さ飛ばします。強 < 吹さすざないよラにお気をつけ < ださい。 
• ブ□ワーをレンズマウントより中に入れないでください。 

•ブ□ワーび撮像素テに触れないよラにしてください。万一、ブ□ワーび撮像素子に触れると傷びつさます。 

• ブ□ワー!;^外のわのは使用しないでください。 

• ブ□ワーでわごみやほこりを除去できない場合は、お買い上げの販売店または修理ご相談窓□にお問い合 
わせ <ださい。 


液晶モニター/別売ライブビューファインタ‘一について 


•液晶モニターを強 < 押さえないで < ださい。画面にムラび出たり、故障の原因になります。 

•寒;令地などで本機び;令えさっている場合、電源を入れた直後は液晶モニター/別売ライブビューファインダーび 
通常よりかし暗くなります。内部の温度び上びると通常の明るさに戻ります。 


液晶モニター/別売ライブビューファインダーは、精密度の高い技術で作 5 れていますが、液晶 
モニターの画面上に黒い点が現れたり、常時点り(ホや青、緑の点)することびあります。これは 
故障ではありません。液晶モニター/別売ライブビューファインダーの画素について 
は99.99%む上の高精度管理を して おりますび、0.01%む下で画素欠けす るち のがありま 
す。またこれらの点は、力ードの画像には記録されませんのでごまむください。 
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使用上のお願い （続き） 


レンズについて 


• レンズ面を強<巧さないで<ださい。 

• レンズを太陽に向けたまま放置すると、集光により故障の原因 
になります。屋外や窓際に置 < とさにはお気をつけ < ださい。 

• レンズ表面に巧れ(水、油、指紋など)びついた場合、画像に影響 
を及ぼすことびあります。撮影前後は、レンズの表面を乾いた 
柔らかい巧で軽<ふさ取って<ださい。 

• レンズ取り付け部を下にして置かないで < ださい。また、レン 
ズの接点を巧さないよラにお気をつけ<ださい。 



バッテリーについて 


本機で使用するバッテリーは、巧電式リチウムイオン電池です。 

このバッテリーは溫度や湿度の影響を受けやすく、温度が高くなる、または、低くなるほど影響が 
大きくなります。 

使用後は、必ずバッテリーを取り出す 

•取り出したバッテリーはポリ袋に入れ、金属類(クリップなど)から離して保管、持ち運びしてください。 

出かけるときは予備のバッテリーを準備する 

•スキー場などの寒冷地では撮影でさる時間びより短 < なりますので、お気をつけ < ださい。 

•旅行をされるとさは、現地でバッテリーを充電でさるよラにチャージャー(付属)ち忘れずに準備してください。 
海外で使う場合は、変換プラグび必要な場合びあります。 （P 1 70) 

バッテリーを誤って落下させてしまった場台、端子部が変おしていないか確認する 

• 端テ部び変形したまま本機に入れると、本機をいためます。 

不要になった電池は、捨てないで充電式電池リサイクル協力店へご持参 < ださい。 

使用済み充電式電池の届け先 

最寄りの U ヴイク J レ協力店へ 
詳細は、一般社団法人 JBRC のホームページを 
ご参照ください。 

• ホームぺージ http://www.jbrc.net/hp 

使用済み巧電式電池の取り扱いについて 

• 端テ部をセ□八ンテープなどで絶縁して<ださい。 

•分解しないで < ださい。 


鎮 

LHon20 


I 充電式 I 
IJ チウムイオン 
電池使用 
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使用上のお願い （続き) 


その他 • 
Q&A 


チヤージヤーについて 


•ラジオ(特に AM 受信中)の近くで使ラと、ラジオに雑音び入る場合び 
あります。使用時は] m じ(上離してください。 

•使用中、チャージャーの内部で発振音びする場合びありますび、異常 
ではありません。 

•使用後は、必ず電源コンセントから抜いて < ださい。（接続したままに 
しておくと、最大約 0.1W の電力を消費しています） 

•チヤージャーやバッテリーの端テ部を巧さないでください。 

巧れた場合は、乾いた巧でふいてください。 


端子部 



カードについて 


カードを高温になるところや直射日光の当たるところ、電磁波や静電気の発生しやすいところに 
放置しない 

また、巧り曲げたり、落としたり、強い振動を与えない 

• カードび破壊されるおそれびあります。また、カードの内容び破壊されたり、消失するおそれびあります。 
•使用後や保管、持ち運びするとさはケースや収納袋に入れて < ださい。 

•力ー ド裏の端テ部にごみや水、異物などを付着させないで<ださい。また手などで触れないで<ださい。 

メモリーカードを廃棄/譲渡するときのお願い 

本機やパソコンの機能による r フォーマット」や r 消去」では、ファイル管理情報が変更されるだけ 
で、メモリーカード内のデータは完全には消去されません。 

廃棄/譲渡の際は、メモリーカード本体を物理的に破壊するか、市販のパソコン用データ消去ソフトな 
どを使ってメモリーカード内のデータを完全に消去することをお勧めします。 

メモリーカード内のデータはお客様の責任において管理してください。 


個人情報について 


ホちゃんモード/個人認証機能で名前または誕生日を設定した場合は、カメラ内および撮影した画 
像に個人情報び含まれます。 

免責事項 

• 個人情報を含む情報は、誤操作、静電気の影響、事故、故障、修理、その他の取り扱いによつて変化、消失する 
ことびあります。 

個人情報を含む情報の変化、消失び生じても、それらに起因する直接または間接の損害については、当社は 
一切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承 < ださい。 

修理依頼または譲渡/廃棄されるとき 

• 個人情報保護のため、設定を U セットしてください。 （P 巨己） 

• メモ U- 力ードは、本機より取り出してください。 

•修理をすると、設定はお買い上げ時の状態に戻る場合びあります。 

• 故障の状態により、本機の操作び困難な場合は、お買い上げの販売店までご相談ください。 

メモリーカードを譲渡/廃棄する際は、上記の r メモリーカードを廃棄/譲渡するときのお願い」を 
お読みください。 
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使用上のお願い （続き） 


長期間使用しないときは 


•パ' ッテ U —は涼しくて湿気びなく、なるべく温度び一定のところに保管してください。 

(推奨温度：1已に〜2己に、推奨湿度 :40%RH 〜目 0%RH です） 

•バッテ U —とカードは必ず本機から取り出してください。 

•バッテリーを入れたままにしておくと、本機の電源スイッチび [OFF] であってを、絶えず微少電流び流れて 
います。これをそのままにしてお < と過放電になり、充電してちバッテ IJ 一び使用でさな < なるおそれびあ 
ります。 

•長期間保管する場合、1年に]回は充電し、バッテリー残量びなくなってから、本機から取り出して再保管 
することをお勧めします。 

•押し入れや戸棚に保管するとさは、乾燥剤（シ U カゲル)と一緒に入れることをお勧めします。 

•長期間使用していないときは、撮影前に各部を点検してか5使用してください。 


画像データについて 


•不適切な取り扱いにより故障した結果、記録したデータび破壊されたり、消滅したりすることびあります。 
記録したデータの消滅による損善については、当社は一切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承< 
ださい。 


兰脚/一脚について 


• 兰脚を使用する場合は、本機を取り付けた状態で兰脚び安定していることを確認してください。 

• 兰脚/一脚使用時は、カードやバッテ U —び取り出せないことびあります。 

•兰脚/一脚の取り付けまたは取り外し時に、ねじび斜めにならないよラお気をつけください。 

無理な力で回すと本機のねじを損傷するおそれびあります。締めすざると本体や定格ラベルを傷つけたり、 
はびしたりすることびありますので、お気をつけ < ださい。 

•本機に径の大さなレンズを取り付けた場合、兰脚/一脚によっては台座にレンズび接触するものびありま 
す。接触した状態でねじを締めると、本機やレンズを損傷することびありますので、兰脚アダプター(別売： 
DMW-TA1) を取り付けてから兰脚/一脚に装着することをお勧めします。 

• 兰脚/一脚の説明書ちよ < お読み < ださい。 


シヨルダーストラツプについて 


•本体に重いレンズ(約] kg 似上)を付けた場合、ショルダーストラップだけを持ってつり下げないでくださ 
し、。本体とレンズを持って持ち運びして < ださい。 


—このマークがある場台は一 


ヨー □ ッパ連合む外の国の廃棄処分に関する情報 



このシンボルマークは EU 域内でのみ有効です。 

製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓口、または販売店で、正しい廃棄方法を 
お問い合わせください。 
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使用上のお願い （続き） 


•本製品に付属するソフトウェアを無断で営業目的として複製(コピー）したり、ネットワークに転載した 
りすることを禁止します。 

• 本製品の使用、または故障により生じた直接、間接の損害につきましては、当社は一切の責任を負いかね 
ますので、あらかじめご了承 < ださい。 

•本製品によるデータの破損につきましては、当社は一切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承 
<ださい。 

• 本書で説明する製品の外観と仕様は、改良により実際とは異なる場合びあります。 


• G M に R 0 SYSTEM は、マイク□フォーヴーズシステム規格に準拠した LUMIX のレンズ交換式デジ 
タルカメラシステムです。 

•マイク□フ ォー ヴーズ IM 及びマイク□フ ォー ヴーズ□ゴマークは才 U ンパスイ メー ジング(株)の曰 
本•米国 • EU • その他各国の商標または登録商標です。 

•フ ォーサー ズ TM 及びフ ォーサー ズ□ゴマークはオリンパスイメージング(株)の日本•米国 ’ EU •その 
他各国の商標または登録商標です。 

• SDXC □コ、は SD -3 C . LLC の商標です。 

• HDMI 、 HDMI □コ'、および High-Definition Multimedia Interface は、米国およびその他の国におけ 
る HDMI Licensing LLC の商標または、登録商標です。 

• " AVCHD " および" AVCHD " □ゴはパナソニック株式会社とソニー株式会社の商標です。 

• ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造されています。 Dolby 、 ドルビー及び 

ダブル D 記号はドルビーラボラト U —ズの商標です。 

• HDAVI Control™ は商標です。 

• Adobe は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社)の米国およびその他の国における 
登録商標または商標です。 

• Windows および Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における 
登録商標または商標です。 

• Mac 、 Mac 日 S は、米国および他の国々で登録された Apple Inc . の商標です。 

•その他、本書に記載されている各種名称、会社名、商品名などは各社の商標または登録商標です。 


本製品は 、 AVC Patent Portfolio License に基づきライセンスされており、お客様び個人的かつ非営利 
目的においてじ(下に記載する行為にかかわる個人使用を除いてはライセンスされておりません。 

• AVC 規格に準拠する動画(似下、 AVC ビデオ)を記録する場合 

• 個人的かつ非営利的活動に従事する消費者によって記録された AVC ビデオを再生する場合 
• ライセンスを受けた提供者から入手された AVC ビデオを再生する場合 
詳細については米国法人 MPEG LAi LLC ( http :// www . mpegla . com ) をご参照ください。 


この装置は、クラス日情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、こ 
の装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障善を引き起こすことびあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをして < ださい。 

VCCI-B 
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ぁ行 

赤ちゃん . 

圧縮率 . 

イルミネーション . 

色温度設定 . 

色空間 . 

インテ U ジェントオートプラスモード …… 

インテ U ジェントオートモード . 

インテ U ジェント IS 日 . 

後ダイヤル . 

液晶調整 . 

液晶モード . 

液晶モニター . 37、 

液晶優先再生 . 

ェコモード . 

オートフォーカスモード . 

オートブラケット . 76、 

オートホワイトバランス . 

オートレヒュー . 

お気に入り . 

お手入れ . 

か行 

力ードニ . 27、 

回転表术 . 

ガイドライン表示 . 

外部フラッシュ . 

顔認識 . 40、 

画質設定（動画撮影時） . 

画質調整 . 

カスタムセット登録 . 106、 

カスタムモード . 

風音低減 . 

画像回転 . 

画像効果 . 

画像横縦比 . 

カレンダー再生 . 

逆光補正 . 


記録画素数 .115. 

記録可能時間（動画撮影時） . 26、 

記録可能枚数 . 2已、 

記録枠表示 . 

クィックメニュー . 

クイック AF . 

クオ U ティ .116. 


ク U エイティブコント□ールモード. 

光学ズーム . 

個人認証 . 

コレクション . 

コントラスト . 


さ行 


再生 . 49 

再生ズーム . 已1 

再生モード . 137 

撮影距酷皇辈 118 已 

撮影モード（動画撮影時） . 123 

王脚 . 188 

残枚数/残時間切換 . 130 

シーンモード . 98 

シェーディング補正 . 121 

自動液晶 OFF . 62 

自動シーン判別 . 40 

絞0値 . 9己、96 

絞り優先 AE モード . 96 

シャープネス . 114 

写真撮影 . 48 

シャッタースピード . 72、9己、96 

シャッター fe 先 AE モート . 96 

シャッターリモコン . 169 

充電 . 23 

消去 . 已已 

焦点距離表示 . 129 

ショルダーストラップ . 22 

人物 . 98 

水準器表示 . 38 

ズーム . 67 

ズーム位置メモ U — . 129 

ズーム速度 . 129 

ズーム U ング操作 . 129 

ステップズーム . 129 

乂ピーカー H 里 . 61 

スポーツ . 99 

スポット測光 . 117 

スライドショー . 135 

ス U —プモード . 62 

設定リセット . 6已 

セルフタイマー . 78、122 

センサーク U —ニング . 131 

測光ド . 117 
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た行 

タイトル入力 . 

ダイヤル操作ガイド ........ 

ダイレクトフォーカス移動 
ダスト U ダクション機能 
タッチ再生送り速度 ........ 

タッチシャッター . 

タ ツう-入一じ . 

タッチ設定 . 

タッチタブ . 

タッチパネル . 

タッチ AF . 

縦位置検出機能 . 

建物 . 

ダビング . 

中央重点測光 . 

超解像 . 

長秒ノイズ除去 . 

追尾 AF . 

露付さ . 

デジタル赤目補正 . 

デジタルズーム . 

すブレ補止 . 

テレビ再生 . 

電子音 . 

電ずソャッター音音 重…. 
動画から写真を作成 ........ 

動画再生 . 

動画撮影 . 

動画撮影中に写真を記録 

動画分割 . 

動画ボタン . 

時計目-又お . 

トラベル日付 . 

トリミング（切抜き） ...... 

な行 

認証情報編集 . 

ノイズリダクション ........ 

は行 

バージョン表示 . 

パーティー . 

背景ボケ . 

八イフイト表术 . 

パソコン接続 . 

バッテリー . 

花 . 

バルブ . 

パワーズームレンズ ........ 


半押し AF . 128 

番号リセット . 6已 

ビエラリンク . 64、 ] 已4 

ピクセルリフレッシュ . 131 

ヒストグラム . 126 

日付プリント . 146、164 

曰付焼さ込み . 139 

美月几 . 98 

ピント . 33、4己、79 

ピンポイント . 81 

ピンポイント AF 時間 . 128 

ファイル番号 . 6已、160、173 

風牙、 . 9& 

フオーカスモード . 33 

フオーカス優先 . 128 

ノオーマット . 6已 

フオトスタイル . 113 

フオルダー番号 . 6已、160、173 

フフツソユ . 69 

フラッシュ光量調整 . 119 

フラッシュシンク □. 118 

フ U ッカー軽減 . 125 

プリント . 161 

プ U ント設定 . 146 

プ U ント枚数 . 146 

プレビュー . 95 

プ□グラムシフ h . 44 

プ□グラム AE モード . 44 

プ□テクト . 147 

ペット . 101 

ボケ味コント□ール . 43 

ホットシュー . 14、167 

ホットシューカバー . 14 

ホワイトセット . 89 

ホワイトバランス . 87 

ホワイトバランス微調整 . 90 

ホワイトバランスブラケット . 90 
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AF/AE LOCK / Fn 2. 

AF/AE □ック . 

AF/AE □ック維持 . 

AF/AE □ック切換 . 

AF+MF . 

AVCHD . 

B (バルブ) . 

DC カプラー . 

DCF 規格 . 

EX テレコン . 67、 

フアンクシヨン 

Fn ボタン設定 . 

HDAVI Control ™. 

HDMI 出力解像度 . 

HDMI 三ニケーブル . 

iA ボタン切換 . 

D レンジコント□ール . 

IS 日感度 . 

ISO 感度上限設定 . 

ISO 感度ステップ . 

日 ISO (インテリジェント ISO ) 

LCD 表示スタイル . 

LVF 調整 . 

LVF 表示スタイル . 

MC プ□テクター . 

MF アシスト . 

MF ガイド . 

MP 4. 

ND フィルター . 

PHOTOfunSTUDIO . 

ピクトブ U ッジ 

P に t 巳 ridge . 

PL フィルター . 

RAW . 

SD スピードクラス . 

TV 画面タイプ . 

USB 接続ケーブル . 

USB モ ー K . 


ま行 

マイクレベル設定 . 

マイクレベル表示 . 

マニュアルフオーカス .…… 
マニュアル露出モード ....... 

マルチ再生 . 

マルチ測光 . 

メニュー位置メモ U -....... 

メニューガイド . 

文字入力 . 

文字焼さ込み . 

ゃ行 

夜景古 A 杨. 1 . 1111111111111111 ...... 

々愧け 

横縦比曼坂':::::::::::::::::::::::::: 

5 行 

ライブビューファインダー 
U サイズ（縮ル） …… 

料理 . 

連写 . 

連写速度 . 

レンズ . 

レンズ無しレリーズ. 

レンズフード . 

露出補正 . 

露出 メーター . 

わ行 

ワールドタイム ........ 

ワンプッシュ AE …… 
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字 

数 

英 


ビプ光動 
D 真レダ助続 
ej 写テア補患 CFS 

dddcfffff 
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Q 

QuickTime 


QuickTime および QuickTime □ゴは、ライセンスに基づいて 
使用される Apple Inc . の商標または登録商標です。 


パナソニック株式会社 AVC ネットワークス社 

〒己71 -8504 大阪府門真市松生町 ] 番1己号 

© Panasonic Corporation 2011 



